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(これは一七ページぬ減論文「大阪工業学校の創設過程」に引用した資料である。)
〔資料
1A
〕大成市一一工業学校ヲ設立スルノ必要ヲ論ズ
手
~Ij 
者5
夫レ悶利民俗ヲ地進スルニハ、強度輿栄ノ滋ヲ誠スルニ活クナシ。防仙波興業/道ヲ附カント欲スルニハ、先ヅ工業ヲ織ニスル一一アリノ。工業ヲシテ織ナ一ブシムルハ他ナシ、主トシテ之ニ姿 技術者ヲ多ク詫成スルニプヲ、議 技術者ニ在テハ、災お等/技術者ヲ養成スルニハ、工科大学ノアルアワ、兵学理尖梁ヲ並修セシムルニハ己ニ京京
γム栄学校ノ設ケアリ、然リ而シテ高等ノ技術者以下
ヲ嬰スルコト多キハ勿論ナリ 倣陀、此押収ヲ待ツ学校ノ設ケ少ナキペ識者/修一一巡憾トスル所ナリノ。抑そ此滋工業学校へ入浮セシムベキモノハ、工業家ノ子弟タルヲ姿 、工梁心不/子弟ハ幼ヨリ父兄ノ梁務ヲ目撃 、先入京 ナリ深グ災印象ヲ側一災一一一刻
λ
ル
要素トナリ、叉卒業ノ後政一一自家ノ業務一一従事シ得ル
ヲ以テ、災紡
m京成業ノ
ノ使アリ、是レ他ノ子弟ノ一戦俄ニ工業ニ士山スモノノ比一一アラザルナリ。放}一此等工業家ノ子弟ヲ入学セシメントスルニペエ梁故モ径践ノ地 鎖 ヒ設定スルコト肝要ナリ。方今位上ノ職エタルモノヲ見ルニ、機ネ工業家ノ徒弟ヨリ養成セラレタルモノタリ、叉叡ミテ工業家ノ境遇 多クハ自 ニ於テ営業 少数 徒弟ヲ伎役久ルニ過ギザルヲ以一ア、能ク懇篤 従弟ヲ養成スルヲ符ルト鋭陀、今後漸次業務ノ発途ス ニ従ヒ、或ハ多クノ戦工ヲ使役シ、或ハ会社ヲ組織シテ数多ノ機工 使 九 一一五レパ、徒弟 養成スル復前日 如クナ 能ハザルベシ。
五戦工/数多キヲ加ブレパ勢ヒ分業ノ法ニ依ラザルヲ得ザルハ経済ノ原則-一於テ免ルベカラザルノ数ナルヲ以テ、徒弟ヲ技一成スルニ…小川氏ヲ加ブルヤ明ケン。出是綴之、漸次工業ノ発述一一槌ヒ 従来ノ如キ徒弟スラ尚ホ良之ヲ後成スル能ハザルニ奈ルベシ。況ンヤ今後ハ相当ノ智被プル験エヲ前日 ルニ於テオヤ、十勾モ工業ノ発達際問問ヲ金問ス モノ、今 一シテ予メ込各市周三応ズベキ許耐 怠リ、工業学校ノ設校日ブ等閑ニ日付シテ可ナランャ。而シテ此種工業学校ノ程度ハ、実業ニ適切ナルヲ 向トシ 生徒卒 従能ク労働ニ場へ、能グ業ヲ熱リ得ベキモノヲ養成スルヲ以テ主限トス。抑モ大反ノ地タ 、十日米我間伐物集散ノ中心ト称シ 後益々鉄道水巡ノ使ヲ加フルノ時日一家一ラバ 一間其防災燦ヲ致久ハ今日ニ一於テ抗知スルヲ得ベ 。加フルニエ栄よ主姿/日間料 石炭ヲ低廉一一供給セ一フル、ノ科アリ、ゑ 出火ニ工業上前途蕊々多虫 地ナリト 広フベシ。叉間市ハ従来前栄地トシテサい 一称セラル、モ、現今ヱ栄/状況ヲ見ルュ、既日 議ニ発達シ、其工業株式会社去クハ合資総会等ニテ、其府庁へ船出向アタル数ノミニ 、災数二百六十八、資本金合計千百九十四万千百五十二円、職工ノ数 一万千九夜八十八人ノ多キニ上レリ、共他自家ニ於テ営業スルモノwM災数秘メテ多シ、表シ此
mv
鉱業者ヲ加フル件ハ、其
資本金ノ院多ナル験エノ銭多ナル、今日ニ'荘一ア巴 一工業紫感ノ池ト一以 ヲ得ベシ、故ニ同市ハ第
一一泊一一工業学校ヲ設立スルニ恰好ノ地ナリト云フベシ。
人ホ義一一居ヲ大坂一一トシ、同市工梁ノ繁硲ヲ日殺シ、工栄学校設校ノ必要ヲ感ジタリシガ、ふ/叉僚友東京工業学校教授両一一一諮問市 業 状況ヲ祝祭シ米リテ、皆工業教育ノ特ニ岡市ニ必要ナルヲ昭道シテ止マズ。然ルニ関市ハ巴 商品栄校ノ設置ア ト問問托、米グヱ栄教育ヲ授クルノ所 シ 同党レ官三岡市ノ為メニ恰ムノミナラズ、我邦工業ノ為メ大 泣憾トス 所ナリ、発レ余ガ…設ヲ食社日一容セ、工業学校設佼ノ急務ナル 隠へ、同市民諮穏 猛省ヲ乞 ノ止ムベカ一フザル所以ナリ、而シテ此殺工業学校 総持センニハ 毎年凡 万 内外ヲ以テ足レリトス、余ハ大坂市ノ箆ヲ以テ、
ノ
ヲ維持
λルニ務ナルノ蕊
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ナキヲ信ズルモノナリ。
(『教育的論』第二三五号、明治二十四年十月二十五日、
一一
J
一一一一一良)
〔資料
IB
〕工業学校設置ニ関シ、再ビ
ヲ大坂市弐諸活一一
ス
手
liJ; 
余数一一辺ヲ大波市新聞紙一一段叫セ、工業学校ヲ同市ニ設院スルノ必姿ナルヲ論ジ、以テ隠市民諸活…一議ル所アリ 。ネニ同市民諸訪中賛成セラル、者アリ一ア、災施設方法ニ関シ、余ノ立見ヲ問ハル、モノ少カラズ、依テ左目一人ホガ此強工業学校ハ、北ノ如キ方栄 一依レバ、乃チ迎切ナラント思考スル所ノ概姿ヲ叙述シ、諸君ノ参考一一供セントス、献 斤ノ徴茨採択 ラパ卦一十兆…ナリ。学科ハ、機械及化学工業 閃スル二科トナシ、学 ト山中〈修トヲ川町諜スベシ。間シテ災修染年限ハ各 一ヶ年 シ 災学 耐火修トノ溺合ハ、粉均シカ一ブシメ、円以後ノ第一一一年ニ於一アハ、市内工場中段モ適当 ルモノヲ撰ど、以一ア現業総程一一従事セシムルコトヲ得パ、教育上大ニ可ナル 党三入学者ノ資格ハ、年約十瓦 以上 シテ、世…〈栄家 子弟務クハ将米工業に従セントスル、志望ノ殺凶ナルモ トシ、 仰シテ其争力ハ小学均等科 卒業セルモノ若クハ之ニ初当スル内子力ヲ有スルモノタルベ 。卒業生ぺ自家常茶/如キ、規模狭少ナ 工梁ニ適スル者ヲ養成スル 以テ其ま限トナ
λベシ。犬ノ劇的悦ノ大ナル工業一一従事スル技術者ノ如キペ枇巴一一之
ヲ養成スル学校 設ケプリノ、之ヲ姿ス ニ其目的トスル所ハ、機械工栄ニム化テハ、間市川口ニ、化や工業日一夜テハ伺市難波村 於ケ ガ如キ、 皆川ノ経類ニ従事シ ハ止ヲ発迷改良セシムルハ適切必須ナル学術技芸ヲ授ク 在ルナジ。上述ノ如グ同位向日一於テ生徒教授ノ外、明弘栄一一従来 ネ
J弟ヲシテ共栄務一一必姿
ナル学科大夜間一一於テ修学スルヲ得セシムベシ。叉教員ハ授業ノ傍ラ市内主安ノ工世心部ニ関シ、之レガ研究一一従事シ、或 突栄家ハ質問日一応シ、調査総合スルコトヲ為スベシ
oHM
等ハ日下工業ノ発迷ヲ金額スルノ際一一当り、最モ緊姿ノ
コトナレバ、此稔工業学校一一於テ昨スベカラザル間川市ノ義務ナリト…一一一同フモ、訟
78 
弛一同ユプラザルベシ。創業技ハ凡ソ五万円ヲ姿スベク、叉災維持政ハ年々士官万円アレバ、学校
切
/ 
山民間出ヲ支弁スルニ足ラン。凡ソ災栄教育ハ、学術ヲ尖池山一応用シ、技芸一一線熱セシムルア姿スルハ勿論叉能ク労働一一場エルノ償叩松山一例致スルヲ以テ肝市立ナリトス。生徒タルモノ 、工業家ノ子弟者クハ将米工業ニ従事セ ト 士仙沼ノ設問 ルモノナレバ、山中〈修ノ労働ヲ朕ヒ嫌フコトハ、之レナキノ淑ナレ陀、之ヲ史的出ニ徴スルニや常市川削ク逃ムニ従ヒ、漸 尖修/労働ヲ版ヒ、徒 ニ空恕ニ認セ、安逸ヲ食ポルノ弊
〈ママ
V
グピ此弊閉山ヲ生ズル件ハ一般ニ風燦シ、山行
H柑一一矯
ヲ生ジ日却キモノナリ。若シ正シ符ベカラザル リ。口
JAレ佼〈業教育一一従事スルモノノ、忽シグ予三江市什山
スベキノ「
iナリトス、故ニ今特一一滋一二一一日ス。
余カ所九ノ概妥此ノ如シ、阪ブニ目下大坂市民/負担 ベキ公技師似ル多シ、現日一若手シツツアル夫ノ水道事業ノ如キモ、十郎百万ノ
Am
長ヅ妥スルノ附ニ当担、
ふ
f又一湖北引業ナル工業学校ヲ設促セントスルハ、災政途ノ点目一於テ、成ハ出路スルモノアラン、然レ陀工栄学校ノ如キハ、効果ヲ数年ノ後一一期シ、口札生，ぽ力ヲ治進スル 財源ヲ問問起 ルモノナレパ、一日ヲ綬セパ一日ノ狽ヲ招クノ鋭 リ 、故一一日一卜同市《仰いノ危尚一一モ拘一ブズ、ヤ伊川テ工業学校ノ設
mm
ヲ計十拙セラレンコト、
切ニ希恕シテ止マザル所ナリノ。
(可教育的論し第二一一一七号、明治二十四年十一刀十近日、
一五
l
一六支)
〔資料
2〕大甑市一一工業学校設立ノ計商
今日ノ倒的ニ於テ校奈救出向ノ必需タルハ。
一般識者ノ認ムル処ナルモ。其進歩
日一奈テハ未タ甚タ泌絞ナルヲ免カレス帝国大学 中ニ工科大学一/ルモ彼レハ高WMナル学術ヲ研修スルヲ目的トシ。災他ニモ技芸教育苛ノ施スモノナキニプラサルモ。是レハ総一て一不完全一一シテ数ブルニ足ラス 収タノ来京 存
スルノミニシテ。以テ今日ノ急記ニ足ラサルコトナルヵ。当局者此一一見ル処アルカ。今回大阪市日二/工業学校ヲ起シ。混在ノ東京工業学校-一…倣ヒ。学科ヲ務以工芸鉱山ノ二科トナシ。擬ンニ技芸教育ノ発迷ヲ間同一フントノ計磁アル出向テ。現ニ大阪市民ハ此事ヲ問キ 大ニ此挙 賛 之カ剖倍以内以ノ幾分ヲ谷間スルノ協議ヲナシ活ルト一広三大阪/地古来型産興業ノ議トナス。此地ニシテ工栄学校ノ設立サル、ァリ 京商相応シテ育英ノ道ヲ図一ブハ。国家筋強一一 得叫ん肌ス
???
ル砂カラサルモノアアラン 変ニ ニ於テ徒弟学校ヲ設段セシムルコト、ナサハ。簡易速成ヲ欲ス 子弟ノ為一一其途ヲ一段クヲ得。口品ツ多ク 需用一 応スルニモ便利ナラン。
(吋大日本教育会純一一総』第
八号、明治二十五年七月、一一一人入賞、著者不明)
〔資料
3〕大阪工業学校設寵ノ件詩議案
工業ハ船底ノ一大前討議ニシテ之 娠輿ヲ図リ子弟ヲシテ実業ニ従事スルノ制限ヲ待セシメンニハ此秘ノ技宗教脊ヲ鉱充セサ ヘカラス願フニ本邦間有一一 一アエ栄一一於テハ共精巧観ルヘキモノアリト倣モ機械的及化学的 業ノ如キハ尚米タ絞ハス此ヲ欲米工業/進歩一一比スレハ其及ハサルコト謀迷シ 一一輸入口問中機械的及化学的製品移多ニシテ輸出口問中大学 米製品及半製品目一印刷シ製巡品即チヱ業者ノ製造ヲ
γ
ヘタルモノニ至テハ殊一一円以少ナルヲ以一ア推知スヘシ設工業ヲ降
日間一一スルノ 倒ニ就 ア社会経済ノ状勢 一関聯シ川中ニ工業者ノ知識技術ニノミ頼ルベカラスト総モ初モ之カ発述ヲ 関シ欧米近川町ノ工業ト相馳制的セシメント欲セハ須一フク技芸教育ヲ拡充シ日新ノ学 ヲ実
t栄ニ応用シ実業及学理ヲシテ街活
勝進 シムルヲ以テ先務トスヘキナリ本邦工業教育 高等ナル ノ 工科大学ニシテ主トシテ技部タルヘキ者 養成シ之ニ次キ其低等ナルモ 東京工業学校ニシテ十点トシテ職工長タルヘキ者ヲ養成セリ而シテ後者ハ前者一一比スルニ上多数ヲ要スルハ論ナキナリ抑モ来京工業尚子校ハ間ト職 学校ト称シ去 明治十四年ノ設立-一係リ機械化学ノ岡工作 山科ヲ段キ工科大学 抑制待チテ前節 骨組
ヲ突行センコトヲ刑期セリ爾米今日一一安ルマテ卒精米スルモノ二百余名ニ迷シ各実務ニ従事シ我工栄ノ発達ヲ神補セルコトゆ少一一プラス然レ陀工業ノ事タル災区域広淵 シ一ア各般ノ技術者ヲ義成スルカ如キ今慈- 期関 ベカラズト隊モ夫/一大度額ヲ有スル鉱山事業ニ於テスラ猶 タ職工長タルヘキ者ヲ養成スルノ設施ヲ紋ケリ立工業教育ニ於一アハ工場災習ヲ嬰スルヲ以テ既設/河工哀科ト総モ生徒/員数一一行沌限アリテ全国多数ノ志望者ヲぬツコト能ハサ ハ甚泣憾ト所ナリ然レパ則方今/急務ト久ル所ハ別一一工業学校一校ヲ関西地方 増設 ルニアリ悦フユ大波ハ近附工業興起シ広其地タル関西交通/附京協約ナルヲ以一ア子弟ノ米テ就学スルノ使少カラザルナリ而 テ該工栄学校日一一於テハ機械工芸科ヲ主要ノ諜符トシ之一一応用化学科及鉱山科ヲ併設 東京工業学校ト抑制設立シテ各地工業エ適応シタル教育ヲ施サハ巽クハ本邦此種/技芸教育ヲ拡充シ工業学校ノ配泣宜シキヲ符ル一一成幾カラン凶テ明治二十六宅医ニ於テハ大坂 業学校設間以ノ為メ允其創設的ヲ要求シ二十七王宮リ経常伐ヲ要求セントス琴 参照ノ為メ別紙同悦判州市ドパ抑制添此段閣議ニ提出侠也
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(格陰文時一次収、
nbi
二七八九第問問
2MW
閣議会に向けて明治二十五
年十一月ごろまでに作成と推定)
門資料
4A
〕大阪市会
一関スル件」(明治二十六年十二月)
議案第五十二号工業学校ニ関スル件
次ニ議案第五十二号ノ第一次会ヲ関ク其議案左ノ如シ
議集第五十二号
工業学校一一関スル件
工業学校ノ創設ハ木市将米ノ繁栄ヲ希図スル上ニ於テ必須紋グヘカ一フサルモノナルニヨ
ny本市ハ之ニ対シ其創立夜凡拾万円ノ半綴郎チ五万円迄ヲ寄
納シ米ル二十七年度目一於テ悶授ヲ以テ之 木市ニ設立セラレン寸ヲ共筋へ建議スル トス
明治二十六年六月
日提出
大阪市参事会
大阪府知布
異議ナグ原案ニ決シ第二次会ヲ関キテ亦原案ヲ可決シ、第三次会ヲ省略シテ僚
[11 
道'
回
日一之ヲ抑制定シ午後問時散会セリ
(『ふ〈奴市会ゃん』第一一巻、
O
六
J
七支〉
〔資料
4B
〕工業学校設立ノ義一一付建議
国家筋強/基ハ渋工潟ノ
シ之カ発達ヲ凶ルニ外ナラユト雌我獄図ノ
現状ヲ祭スルニ就中工業ハ絞モ他日ニ製ミアルモノニシテ発途ノ幼稚ナル亦誠日一概スヘキモノナリ乃チ外国貿易表ヲ閲スルニ我邦輸出物貨ノ大半ハ米製品及ヒ半製品目一服スルモノニシテ真正ノ製造品特 工栄浮恕ヲ応
m
シタルモノ緩メ
一ア少シ由此観之我郊工業/進歩獄ホ幼制作一一シテ田岡山本之カ奨励ノ方針ヲ執ルノ必市文ヲ徴スヘキナリ爺シ政府ハ議ニ比一一見ル所プ担問靴工学校ヲ東京ニ設ケ大ニ工業教育ヲ奨励セラレタリ カ今ヤ突一一勝者ナ 結果ヲ長シ兵鴻滋 工業社会一一与フルモノ放テ枚挙ニ速プラス工業教育奨励ノ必姿ナル亦蛍喋々'芝諮問ヲ挨タンヤ抑モ我大阪市ハ其地問問ノ要衝一一当リ百貨集散ノ中心トナリ夙ユ商業ノ抑 執ヲ限リ全国ノ物倒ヲ左右シ維新以前ニ夜 ア 純然タル商業部会タリシカ維新以来汽船鉄路/使議々…閥ケ漸グ進一ア今日- 五円ツ工商二議相須テ進歩スルユアラサレハ大阪市附梁ノ阪峰ヲ級持ス珂カラサルノ大勢ヲ現出シ米レリ走ヲ以テ大ハ紡絞造船ヨワ小ハ硝子燐寸ノ製造/郊キニ一会ル迄千百/工業駿々トジテ輿リ前日ノ純然タル商業部会ハ今日ニ在テハ統一一商工併立併盛ノ部会トナル 安レ 然ル一一本市工業ノ景況ヲ察スルニ彼カ如キ勃興ノ勢アルニモ約ハ一ブス狛ホ幼総ノ域一一訪但シテ米大一一商業ト抑制従滋シテ進歩スルコトヲ得ス然 フハ今日ノ急務ハ間伐ヲ以テ工業学校ヲ間際ノ中心タル本市一一設校セラレ以テ日新ノ学理ヲ実業日 応用ジ実業及学迎ヲシテ筏若邸逃セシムルハ独リ木市将米/福役ナルノミナラ 抑叉関西地方ノ工業之一一助一プ発途 ヲ仰向ヘシ依テ木市会ハ迷ニ工業 校 創設セラレンコトヲ熱望シ栄 +阜市ニ設置セラル、ニ於 ハ其創設資予算九ソ姶万円ト仮算シ災半額双万円、迄ハ木市ニ於テ得約センコトヲ議決ス希ハクハ閣下巡目一希盟ノアル所ヲ係約セラレ第五議会ニ工業尚子校ノ創設案御拠出 一ブレンコトヲ滋テ及建議候山出明治ニ十六年六月二十三日
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〕日本酒造組合聯合会第三限大会第
(明治二十六年六月十二日)
融問造学研究に適する学科を官立学校中に設促せられんことを請願するふれ
理
rJ3 
木邦掛川造法は一一一百年米の習慣に止り尚ほ依然として共旧套な州制する能はさ は未だ持て先議の科学的実験の続無く単 口伝手授に過ぎずしてハ止さへ未だ記録の索ぬべきものなし放に方米幾百の実験を近ぬるも未だ確実なる一定の方法を発閉山する能はさる所 り凡そ
んベ事実の研
技術の改諮問進歩を誤らんと欲せは
究を遂げ主として学術上の原理を究明せざるへからす円だれ本案を必要とする第一の理由なり治一泊の改良其姿点数多ありと附仰とも殊に緊急なるは腐敗又は変質せざる市引を溶関するに殺り琉し腐敗は本業の一病なり 鰍とも共理由を攻究せは十少将日切 此のい納涼な絶つ市引を得へし然るに近年の統計に擦れ 俗年共腐敗高 に一一一万蕊千石乃笠間万石の多額に芥る悶えれ学術 進歩せさるより伎に妨 剤等に依頼し其原則に背反する結果 外ならず此の州知きは唯だ営業の領容のみに止ら 突に悶家経済の不利とす是れ本案止を必姿とする第一一 理由全悶敵造家か其子弟司一宣教育するにお家工梁上 符識を九州義ずる至当の 校然、きを以て巴む無く他の学科に就かしめ遂 は共結果として自家のんベ厭ふへきの弊安を総生し為めに 業の炎返を来 に至 是れ木案を必市対 する第一一一の潔山間なり機叫田辺税は国家第一一の災税減 して一ヶ年殆んど一千六百万円の多額に在り然らは此の税源を培養吃んには必すや一学科な設従し以て本栄の進歩を謀 は悶
鴎の実業家として宅も仰る所
勧業上当然の義務なり然らは之を訪開削するは亦無し若し犬れ本会勝
λ伎のカ能く一校を設くることを制作ば卒なりと政とも現今の
心事情は米た之を許さどるを以て之を政府に訪ふより他に途無きなり荒れ木案を
大阪工栄学校創立に関するまま料81 
必姿とする第四の理由なり
第一一五号、明治二十六年六月二十二日号、
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〕搬造工科の
に就て
醸造学研究に適当なる学科を官立学校中に設段せられん磁を政府に請願する件
致を以て之れが議決なしたり
は前月間らきたる聯合大会の議題にして大会は抑も我国の一治造業
JW一に古米の悶憾にして
E乙れに関するがず現の研究をなし笑
抑制に応用せし本少なしサレば一朝其 際、約に腐敗或は変質の忠を起す山ゃあるも能く之れが灼源止を研究し又は之れを未発に防ぐの法を識せず為めにふ八なる強化〈止を米し芯いて協栄の発述を阻喪するに至る走れ全く鍛造工科の未だ巡歩せざるに悶るなり特に我邦の般造業は国家経済の上に迄砂なからぬ関係を保つものなれば之れが消…誌は決して級三一羽過すべからざる り放に今訴 当り隙治家たる者工業上の智識 開発するは誠に其急務に属す恐れ醸造工科止を設泣するの必要ある所以にして散か之れに対し 兵議を明ふる者あ んや否裁は大会 於 此議決 りしをな同ふなり隠して 古川びに犠へざ は我が大阪に於て之れが災施止な見るの期将に近きにあらんとするな大阪変泊株式会社のんに閃秀氏が
mm
に我邦
般造工科の進歩せざるを喫じ此事に関して百万周旋する加即応りしが去月後ち直に当府引ド
AM--
山官片岡蔵相同氏を訪ひ一治るに大阪工業学校中に隙治利を引はくる
の必要を以てす片岡氏亦大に之れを資し上京の際共筋に京議し必らず設閉山事に就て尽力すべしと沼はれたりとゑれ生
m山氏が奇抜に向ふて箆話せし所なり
時機の際会する所遠からず其設置を見 は吾輩も亦信じて疑はざるなり聯合大会に於て之れを隠へ主波地接近 地に於て之 を笑行し我邦の阪造業走れに依って改善発達せば況同議出火に忍びには…へざるな
第
七号、明治二十六年七月十近夜、二回頁、若
者不詳、原文総ル、ヒ)
82 
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6〕小山健一ニ「工業学校ヲ大阪一一設霞スルニ必要ナル理由」
明治一一十六年十二月初稿
大阪ニ工業学校ヲ設佼スルハ衣ノ理由プルニめル
大阪ハ間的ニ於ケルヱ栄ノ中心タルコト
t~ 大阪ハ凶
m-
一於ケル工業ノ中心ニシテ災ノ地方ニ於テ工業ノ繁煤ナルノ、ミナ
一プズ閉山間各工業地ノエ産物ハ側、ネルザ此地ヲ以テ先散ノ中心トスルモノナリ故一此地ニ工業内子校ヲ設
mm
スルトキハ投ノ利便ヲおス
(一)学校ニ於テ可及的生徒ヲシテ実験ニ従事セシムルヲ日的トスト雌午校ノ実験ニハ自ラ定限アワテ各般ノ工作一一従事セシム コト能ハザルハ勿論ナワ故ニ時々阿川郎ノ工場ヲ巡視セシメ機械及装民ノ実況ヲ参考セシメ間見ヲ出向ムルノ利川氏ヲ有ス(二)大阪ノ工梁ハ維新以後ノ発達ニ係ルヲ以テ学泌ノ応川川 待ツ 飢ル切災ナリ学政ト実業ト 一致配合セシムルニハ此地 円以そ川叫んぷナリトス(一一一)方今ノ急務ハ新工業ノ発達ヲ奨励スルト向附ニ悶有ノヱ梁ヲ改良ス コトヲ要ス即チ陶加漆保利山市ノ如キハ以名産地概ネ問凶地方一一点ルヲ以一ア該刑判ヲ教授スル一 日収モ使公ヲ有ス(矧)内子校ハ唯 学利一ブ教授スルノミナブス一]栄者タ ノ気風訂ノ養成スルコトヲmr
ス大阪ハ商業的及工業的ノ人多キヲ以テ其ノ感化ヲ受クルコト桜メテ多
、ン
(五)大阪ハ各般ノエ梁川八品々降 間ニ赴ク 以テ前途多担/地タリツ大阪工業ノ発達ハ即チ臼木工業ノ発述ナルヲ以 ア之ヲ奨励技師舛スルコト間家 全局ヨリ観察シテ日以モ必姿ナリトス工築学校本然ノ目的ハ生徒ノ詫成ニプリト縦第二ノ目的ト 各般ノ試験 施スヲ以テ其ノ紡泉ハ院 笑業社会一一伝術シテ テ其ノ進歩ヲ促進スル 利議ア台hz耳?J
大阪ハ関街地方ニ於テ生徒ノ役米日一放モ便利ノ地ナリ
大阪ハ九州間関及愛知岐阜福井石川以濁ノ地方ノ為ニハ交通ノ中心タルガ放一一其ノ府県/者ハ減ネ該校一一就学スルニ安ルベシ峨…肘叫即時一一州日誌スル現一一大阪商業学校ノ生徒ハ他府県ヨリ米 モノ過半ニシテお府県/成符ヲ有スルヲ見テ准知スベシ大阪工業ノ状況第
工建物集散ノ状況左ノ如シ
畿内、中間、四悶、九州、北閣、名古口腔以西、支那朝
工産品輸出仕向地方鮮其他外国
畿内、中底、凶悶、九州、愛知及石川以阪
府県総出入工産物ノ丞ナル綴類峨敗、紙、製鋼、友禅染物、燐寸、石除、紡絞糸、団一一応及扇子、木綿段通、成了類 鉄器、燦化及瓦、絞油、放前判然、寒天、平一ナ拭明染、唐木細工、硫般類 清酒、怒川部 製践、皮類、毛織物、絢探類、英大小 平成品輸入仕出地方第
大阪府下一一於ケル重ナルエ建物ノ種類及製造側額友ノ如シ~，広口3 吉長 工 械 機
唐子E有F 皮煽英織紹幸IJ 欽
木市平牙 !I!語大 製細製手製
ヱ品品傘小物糸若号訴1
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第
大阪府下-一一於テ使用スル蒸気機関ノ耐火店内カハ一万四千六百二十尽力ニシ
テ東京府下-一於ケル七千五百馬力ニ比シ二倍タリ他ノ府県三争中テハ千馬カヲ超ユルモノナシ即チ大阪ハ日本ニ於テ段モ多クノ蒸気力ヲ使用スル所トス汽鑓ノ数
百九十一一一個
大阪府下石炭
明治ニ十五年度
ヶ年間使舟中間間
一船舶用在米
百一一一捻限万六千八百斤
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問
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昨州議
一億五千七百一一一拾問万四千三百三十六斤
…鉄道府思議
五百八拾万双千二百斤
一工場用思議
低八千三百二治九万千六百十六斤
合計
一一一億四千七百じ十八万七千九百五十二斤
大阪府下工梁会社及川製造所ノ殺類及数会社及製逃所数
二百七十八
資本金額
千百
O
七万一千七百二十一円
大阪市川下ニ於一三別途大-一発注セントスル工業ハ綿糸紡獄、燐寸、批判稿、
英大小、友仙、綿織物、嬬蝋傘、皮卒、石験、其他関洋品模造及造船銅鍛工業斤刊行
η
，hrpgnv
ト
情サトス
(二綿糸'紡績ハ大阪紡絞会社
ノヲ始トシテ七似所ノ紡総会社アリ尚
一アリ部y共ノ会社ハ皆大会社ナルヲ以テ鈍数ヨリ般セパ
全国紡総栄ノ過半ハ木地…一兆マルト謂テ可ナリ其製造似額ハ前一…拘放シタリ(一一)燐すハ亦支那地方ニ向テ輸出品タリ年々大阪神一戸ヨリ輸出スルモノ百八目下計阪中ノ者一九十万円ニシテ山内兵山即応 ムハ分ヲ有シ大紋市ハ四分ヲ占ム近米益・
4災ノ刺殺波
ヲ地加スルノ勢ナリノ大 製儀社ノ如キハ平均努女笠児千六百名ヲ使
m
ス亦以
テ此工業ガ如何日 合民ニ附刷業ヲ授クルカヲ佐知スベ 災仙川市 川一一営梁スルモノ二十余一戸アリ(一一一)紋璃ハ近米大一一進歩シ「一ブンブ」石笈其他沼気灯ノ夜ニ安ルマデ製造ヲナシ内地ノ採用ニ応スルノミナラス巡ンデ支那筏滋朝鮮糸川国及米国プナ輸出スルニ五リタリ災ニ 大巡歩ト 広フベシ吏ニ学理ヲ応用シ改良ヲ加ヘパ際料無尽蔵ナルヲ以テ 大貿易品トナルコト疑ヲ終レザルナリ(開問)莫大小ハ東京名古民一一於一ア多少営業スルモノア
HY
ト鮒モ十ノ八九ハ大阪
日一於テ製造 其ノ産額ハ百万円 一述シ内ニハ輸入ヲ防圧シ外ハ数万円ノ輸出ヲ
nnんル一一途リタリ
(五)友仙ハ「モスリン」ニ形ヲ佼クモノニシテ最初ハ輸入品タリシモ近時大
84 
阪一一於テ大ニ発途シ今ハ全ク総入 防庄スルユ盗リタリ双山二ヶ年ノ
'M脱出荷
ハ百二十万円一一途シ之ニ従事スル府下ノ職工ハ千有余人一日ニ消沈スル糊粉ハ平均十五石ニシ 蒸気力ヲ用ヒテ之ヲ製ス以テ共ノ市役況ノ 班ヲ推知 ベシ(六)煽料品中 近米大 純良ニ赴キ支那一夜浴ニ輸出 ルニ不一リ価額十万円以上ヲ超ユ
災他皮革ナリ石鹸ナリ鋭製品ナワ其ノ進歩突ニ署刑判ニシテ概ネ輸出ノ切中山アルモノナリ殊一一樹刷子ハ近米機械ヲ用ヒテ製造シ其
mM
ノ明向上おと脱毛ト一不ヒ納米
日間一一勝ルモ決シテ劣ルコトナシ現ニ府下一一製造スル高ハ一一十万円ニ上下シ大学三紛外殊ニ米国ニ向テ輸出九十仲以一プ大阪人民ガ起業ニお限吋ハルノ芯敏ナルヲ知ルベキナリ大阪地方工業ノ践ナル際関及災妥索
( 
銘
職工食初出ノ低
'M山ナル寸
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鋲
拾五銭乃五二給銭
双山ぷ一一テ悶
ニ拾一一一銭乃安一一一拾銭
ITiJ 
??例メエ双山口小ニテ向
一拾五銭乃奈
m悶拾銭
一日食銭i可
一一一扮瓦銭乃至五拾
t日j
日奴ム口時明b本す、
jI46
・WHq
二拾銭乃 辛口一… 五銭
一日賃銭
双山口小ニテ肉
一一姶五 を四扮五銭
f?J 
仔II
女ー
.T 
一日交銭
四銭乃百八銭六銭乃耳比約二銭
東京ニテ同
同
(第二)
工業原料ノ供給ニ便利ニシテ従テ廿封印鮫比較的一一低液ナル寸
百般エ梁ノ原質問問/地方ニ産出スルモノ多クシテ例ヘバ硝子陶器兵他窯栄一一関スル阪府
μハ飛騎馬張以際ニ多ク
EM胤シ金工日一
mm
ヰル縦、鋭、鍛等ノ原資モ
亦中凶間同国三澄スルコト多ク其他/物口問一一於一プモ隙間及水辺/使利アルガ放一一之ヲ市川京ニ比スレハ似綴低成ナルハ自然ノ現ナリ従一ア原料ノ撰択
rMM
十代ナル
ノミナラス工業/原料トシテ成制ニ使用スルコトヲ得ルナリノ(第一一…)
石炭新山氏指一一リノ燃料収制ナル寸
百般工業
大安楽ハ其際動力一一供給スルお成新山氏一一シテ之ヲ一安スルノ泣モ
亦英大ナワトス従テ英側鎖ノ一
MM低ハ工業/燦災-一関スル寸論ヲ倹タス石川以ハ
我山山九州地方一一多公ヲ波シ大波ハ運輸ノ促ヲ布スルガ放一一禁制頗ル低成大絞石川以北長川相場
陸上ゲ一万斤ニ付
石
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(銭的)
資本ノ迎転日一便利ヲ相対易キ寸及興業資本ノ割合低利ナル寸
大阪地方ノ資本家ハ起業心ノ燦ナル寸他地方人ノ金 ア及ブ所ニア ザルナリ一本一栄ノ成原完全一一シテ利益宏子ナルゴブ推泌スルトキハ逃ンデ之 資金ヲ投スルノミナラズ巧ニ資本金?述転スルノ才幹アリ立ツ此等事 ニ投ゼシ資本ニ対シテハ彼ノ投機者流ノ朝一一資ヲ出シ一アタ一 利ヲ獲ントスルガ如キ史ヲ侠カズ一郎忍持久事業ノ大成一ブ侠ツコト亦他地方人ノ迷グ及パザル所 リ放ニ裁か
f工栄-一投セル資本ハ耐火…二千万円ニ近クシテ皆前途多段ノ状況ヲロポゼ
リ運転スル資金ハムハ米ノ利ヲ通常トス(第五)
工皮口問ヲ内外ニ阪先スルニ便利ナル「
i
前既ニ説明セル如ク出火一一大阪ハ関西地方貨物集散ノ中心ナルカ故ニ内地 一 於テ供給ヲ木地一一仰ク処綴メテ多シ船舶汽車ノ運転級メテ使ナル一一依リヱ産物ノ山内十時〈制抑制制鮮一一向日ア輸出販売 目的トシテ製造スルモ 桜メテ多シ込レ工業
ノ娘ナル一大原悶ナリ
(第六)
械工ノ勤倹口品ツ柔順ナル「;
大阪地方 職ヱハ昼夜勤勉シ安逸ヲ立ルコトナシ阜出夜議等ハ宅モ鎌フノ傾キナク偏一一給料/多額ヲ得ンコトヲ切裂スルヨリ他念アルコトナシ災ノ一一服主一一栄版ナルコト関東戦工ノ比一一アラザルナリ
(第七)技術者ノ位佼ヲ得ルニ便ナル寸技術者技芸ヲ線踏シテ成隙先良一 ルヲ符ルカ淡ハ新一一本法ポヲ発
mm
シテ利潤ヲ
後ルノ成物件ヲ表スルトキハ資本家ト述人合ス コトあキガ放ニ技術者ハ大一一災技筒ヲ奮ブノ利便アジ現ニ械工ヨリシテ巡ンテ製造所ヲ支配ス ノ地位ヲ得タル者多シ(第八)
資本家/波立綿筏ナル寸
資本家ガ技術 ノ巧制勉否ヲ祝祭スルノ周到ナルハ突一一際クベキモノニシテ的引火山一一同セズ只管利刊紙 アル点一 向テ奨励シ其ノ 挙 動ヲ約滋ニト肌行スガ放ニ事業ノ磁類多ク資本金ノ多キ一一拘ハ フズ失敗甚ダ少ナキ 得ルナリ米米大級地方工業/発迷ス一川キ景況現京工業ノ際戚ナル「
iハ前陳ノ如シ尚米米ノ状況ヲ総想スルニ読んベ発達ノ気
海ニ向フモノ、如シ会社製造所ノ品川設使
m汽銭/増加附一一一年米ノ統計ニ依ル
そ駁進ノ
MM況ヲ日以スルノミナラス今万一一起レル制淡泊所会批ハ屯気八刀剣株式会
社四川町一一大阪「アルカリ」株式会社刊
MmJ
寸ヲ始トシテ小規絞ノモノハ牧本
九ルニ漫プラス災他既設 会社製造所ニシテ資本ヲ取加シ工場 弘張セ モノ災数彩多ナリ是必党ヱ菜ノ川崎運ニ投セシ問機ノ然一ブシムル一昨ナリト隊此地ノエ梁ニ適スル姿潔ヲ日目備スルニアラズンハ決シ ア此/必キニ安 ベカラス尚後米大阪築港ノ竣成スルニ至一フハ一引で二関川/繁栄ヲ加ブル寸柄然タリ
(結絵文隊所収、
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一一七八七)
列悶競争ノ間ニ立チ間出家ノ独立ヲ先ウシ問権ヲ主張セント欲セパ必先ヅ設工務
大阪工奨学校創立に関する資業t85 
諸般ノ笑梁ヲ奨励シ協ヲ作リ図カヲ噌進セシメザルベカラズ市シテ我閣情一一於テハ 的一〈業中殊一一工業ヲ以テ立国ノ基礎ト為サマ ラズ
工築上ノ利便
登我国ハ工業ヲ発達セシムル為ニ特殊ノ利便ヲ有ス郎(
)職工賃銀ノ低旅(二)
樹氏子指ノ巧紋(一一一)石波及工業原料/寂餓(防)立医及絵附ニ於ケル批判有ノ技術(五)交際朝鮮海峡泌氏地印度及盟米利加-一対シ阪路ノ使等是ナリ抑
A市場-一一於テ製造物ノ販売ヲ競争セントセハ茶/物品ノ精良ナルト悶附ニ側
額ノ低成ナルヲ嬰
λ市シテ側一級ノ低脱ハ主トシテ原料及労動資抑制ノ低廉一一悶ル
モノナリ全我国ノ工業原料タルベキモノ鉄鋼鉛鈎疏故磁石陶土木材絹麻禾殺等一トシテ備ハラザルハナシ叉労勤武銀-一五一アハ競争ノ対手タルヘキ欧米ニ比シ迎ニ低成ナリ友一一英ノ比較ヲ仰向グ伸一対…日前川れ蹴却問
4帥片山尚一清円以一叩…松山川
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今滋ニ労動賃銀ノ低廉石炭及原料ノ潤沢叉ハ手指ノ巧紋ノ各々一ニ依ワ叉ハ其
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ノ二一一一羽合シタルノ結果-一依ヲ棉側近著ク進歩ヲ為セルヱ培米中尤ボ慰安ナル者ヲ左記減スベジ燐寸製造
燐寸製治ノ発達ハ原料及労働資銀 低旅ナル為一一外関市場ニ勝利ヲ得タル一
mm
トナスニ足ル爺シ我酪ニ於テ始メテ燐寸一ブ製造シタルハ明治十
年ノ間関ニシテ
当時海外ニ輸出スルノ金綴伎 一二一一一万円ニ逃キサリシモ繭米長足ノ進歩ヲ為シ一編ク内地ノ税関川ニ応スルノミナラス今ヤ森港支那等ニ於 ア捌州政( 燐寸ヲ圧倒シ明治二十双年一一於テハ輸出荷二百二十万円 迷 本年ハ浪 進、、ニア間関百万円李フントスルノ勢アリ
燐寸ノ際料ハ北海道仏政トガ松甑素，際ボッタシュム、燐紫、パラフィン
タザニシテ淑楽般ポッタシュムノ如キモ悶凶下既一一其ノ製造ヲ郎メ旦燐索ノ如キ~H モ製造シ得ヘキモノナル一一山リ迷カラズシテ其ノ原料ハ悉ク内国ニ於テ供給スルユ一金ルヘシ'JH-A
、ιり江主
去刑ィ月去恥お刷
又紡総総統ノ輸入ハ明治ノ初年ニ在リテハ総 二二万円ナリ モ年々需用ヲ増加シ二十…年ニ至リテハ千一一一百万円ノ多額一一昨日以 尚巡ミテ止マザルノ勢ナヲキ然ルニ紡印刷会社ハ頗ニ起リ災/輸入ノ大半ヲ紡圧シ二十凶年 五百五十万円二十五年ハ七百万内ニ減却シタ 紡絞総ノ需用ノ治加 年々者大ナルユ拘ラス刻ノ如ク輸入高ヲ減却シタルハ内田紡政梁 進歩ヲ徴 ベキナリ本年九月一一於テ聯合紡総会社ノ数 四十六箇所一一シテ録数五十六万三千九夜間十八木ナリ本年七月ノ運転錘数ハ一一一十一一…万八 九百一 十八木ニシテ製紙ノ山口何人
年ノ製山山総ヲ捻鉱セパ千万貨ニ迷シ其ノ代
的ノ概算ハ千七百万円 迷スベシ今後余巾 製織発達セハ紡 菜
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織物業
織物業ハ娩近叉大ニ発途
γタリ明治十九年-一於テハ念日州産山山/伽額千七百八十
二万五千七十一一一向ナリシモ年々増加シ二十四年ニ歪リテハ四千五百十九万一一一千八百十四門戸一迷シタリ同党レ議綿織物ノ輪出鎖ニ増加シタルト彼ヨリ輸入スル織物ノ幾分ヲ紡庄シタル結果等一一因ルモノナリ綿布手巾及羽二丞 十九年頃始メテ輸出シ年々務大ノ地加ヲ為シ二十五年-一五リ七百五十二万閉山千八百八十二門日一迷シ尚進ミテバヰマサルノ趨向アリ二十五年-一一於テ輸 ノ絹織物類ヲ合計セバ的火山一九百三十一一一万一一一千四百七十一 円ノ多キヲ丸ル
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輸出工業口問中織物燐寸等 一 次キ添一安ノ地位ヲ市ムルモノハ陶磁桜トス而シテ綴物燐寸/如キ著大ナル進歩ナ ト雌亦年々輸出ノ治加ヲ見ル即チ
坊!
[千十[ 1白 i
j九四[-
jE万(干
i七[/立
円 jγ
陶磁器製造ニ付テハ本邦特殊/利便ヲ有ス乃災ノ 兆 筑ニ滋ムコト他国其ノ比見ズ市シテ織工手指ノ巧紋、資銀ノ低成特 ノ立任絵邸内縁地間以テ仏独ト競争スルニ足ルベ 而シテ其ノ輸出先ハ北米合衆国ヲ以 主トナルモノトス ガ故ニ共ノ勝良力ニハ尚終止余地アリ悶テ災ノ素質ニ改良ヲ加へ立医 一注なシ粗製滋造ノ弊ヲ絶ツトキ 其ノ阪額ヲ倍淀スルコト疑ヲ終レズ共他政，川判編制削傘楽大小綿脳等/製造/如キ近時大一一発途シ出国外調ニ向テ輸出スルニ一品工日 タリ而シテ軍縮問加盟硫，熊石総治等ノ化学的 製造モ亦漸ク将ニ発途セントスルノ勢アリ銀工業ノ如キモ亦火山一巡歩ヲム一次シタリ工業幼稚ナル状態然レドモ我ガ工業 幼稚ナル点 挙グレバ生紙 如キ尚一 …千九百万円銅ノ如キ四百八十万円ノ多額ハ共ニ半製品叉ハ組口問ヲ以テ輸出スル モノニシテ往々彼ノ人工ヲ加へ復ど 間一一輸入スルモノアリ叉漆総 楽ト我国ノ専有ニ属 年々
四五十万円ノ輸出アリト総務キ増加ヲ見ザルノミナラズ近来独乙一一於テハ我カ漆山内川ヲ模擬シ市場ヲ総一一断セントスルノ傾向アリ其他我ガ特有夕日ノシ縮締ノ如キモ民間却ノ製品ハ泡ニ我レノ上ニ山山デ一扇子問溺ノ如キ小ニ裕一ルマデ其ノ模造問問/約功例阿川クベキモノアリ諸シ投カ工業者ノ最獄省スベキ所ナリ其他悶有ノ大工業洞務仙川ノ如キニ一会テモサ日ニ比シ米ダ葱 進歩ヲ口付んザルナリ原動力ノ比絞叉工業巡歩ノ状態ヲ察知スルニハヱ梁上一 周フル汽力及水カア羽衣スル 姿ス日本金悶ノ工場ニ
mm
フル蒸気機関ノ馬力ハ二万五千九百九十八一馬力一一シテ水市
ノ馬力ハ一一平四百九十六馬力制九州問ニ一見トス引火悶一一於テ工場等側一般内了一
mmブル蒸気機関ノ尽力ハ一一百二十万潟カ叶一
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お
ノ
&ed
独逸一一於テハ二百万馬力一川町行川町院で一シテ自存義ノ小間ト縦一一一十 一芳七千尽力抗一円以桁ノあてキニ迷ス今我馬力数ヲ英悶ニ比 レバ保三日分ノ ニ過ギス
前日一掬ケタル水車ノカハ工場一一一於テ用フルモノナルニ依リ村落ニ別フル粉挽
其他ノ小袋町ヲ合計スルト 史ニ或ハ十九倍乃歪十依ニ芥ルベシト総到氏五万馬力ヲ趨ヘザルベシ北米合衆国 一於テハ百二 五万応 /水力ヲ利刈ス 一以ブ投開労働ノ賃銀ハ頗ル低廉ナリト統天然ノ原動力ニ向テハ刻彦氏敵スベカラザルナリ我凶ハネニ石川ぞ石川、、、及同様流到ル所ニム松ルヲ以テ後米益々蒸気水カヲ利
m
シ位相以/低成ナル附刷工ト相侠テ製法楽ヲた述七シメザルベカラザルナリ工来上ノ捌点
前段ニ述ブル如ク 工業ヲ起ス一一迎沼ナル数個ノ利便ヲ有ス カ政一一前途頗ルなず虫ナリト隊現十松山一於テ二個ノ没ナ 闘点 存ス ハ工業務一一 一倣 い何十
Jフ
ル機関ノ備ハラザルコト一一ハ工業北口一一理学的知総技能ノ乏キコト是ナリ 川シテ第一ノ関点ハ米タ誌キヲ感ゼズ第二一 安リ アハ災ノ 倒的出ノ級メ 大ナル 自民ベシ議シ現今輸入シ米ル所ノ機械叉 化学的製造品ハ綴ル抑制多ナルニ徴シ我カ技術ノ不進歩ヲ推知スベキ
iヰj-
技芸教育ノ施設ハ欧米各国ノ注自シテ怠一フザル所ナリ特ニ英関ハ勢一ア
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十六恋ノエ梁悶ト自負シタリシモ…朝関氏ノ統制川スル所トナリ千八百八十一年ニ於テ女皇陛下ハナ、ょルiソン以下五名ノ者一一調査委長ヲ命ジ内外投芸教育ノ実況及効来ヲ調査セシメタリ茶ノ結
mI
ハ有名ナル勅命技芸調査委良報告
走ナリ繍米朝野挙テ
ノ施設ニカヲ抑制クスノ気述ニ一会レリ今ヤ「マン
チェストル」
「、ボ
1
ミングハム」
「セフィールド」等其他工業中心ノ市府
ハ工業学校ノ設プラザルハナシマンチ￡ストル工芸学校視察委員ノ誌見
千八百九十一年ニ於テ「マンチェストル」工栄学校防総委長ハ史一一委れハヲ大隙ニ派シテ会悶ノ
視察セシメタリツ其ノ報告力中茶阿工栄ノ不進歩
ハ技官民救出日ノ関乏ニム化ルノな日比ヲ述ベタリ英関ガ技芸教育ヲ
mh
求スルノ事情
ハ移シテ我悶ノ事情ニ迎合スベシ依リニア左一一其ノ一節ヲ抑訳ス余談(委員)ハ大陸ニ於ケル製造所ニハ各適当ナル教育ヲ受ケタル工場長一ブ有スルニ依リツ其ノ我ガヱ栄一一及ボス ノ危険ハ決シテ恕俊一一止さブザルベキノ説ヲ問ケリ我ガ英国ニハ年々主トシテ独乙及瑞悶ヨ
価額一一一百万「バウンド」
ヲ輸入三分シ英協ガ何/故一一此等ノ
産物ヲ製治シ能ハザルカニ五世一アハ英国ハ其ノ関内 原料ノ大部分可ノ符ベキガ故ニ之レガ原凶可ノ以一ア
JU盟サナル技刊誌教脊/関乏一一知スルヨリ外…モ徹
住民ナル理由アルコトナシ組織、絞飾、子容/如キ製造そすか往時一一於 他ノ物品ト共三者大ナル貿易品タリシモ後一泣大陸一一等ハレ今 却一ア災関/市場ユ此学/物品ヲ供給スルニ奈リツタリ瑞凶ハ労働一一一付テハ許多ノ大不便アリ原料ハ都テ輸入セザルベカラズ叉災製造物ヲ輸出スルニハ汽車丘一小股 シテ供給販売ノ地ト陥絶スト抑制例外間貿自却殊ニ精巧ナル化学口問ノ総出燦ナルニプラスヤハ止レ企ク「チユリック」一一於ケル壮麗ナル高等工法就学校ノ効来ユ外ナラザルナリ公・
4
(紙陰文賄所収
Bi
一一七八人)
〔資料
7〕第玄関帝国議会提出、大阪工業学校創立予算案ならびに審
(明治二十六年十一月二十八日開会、十一一月三十日解散)
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「明治二十七年皮歳入救出総予算」
文部省所管
第
大阪工業学校創立
ヱ薬品ア校ヲ設立シ科学応別ノ工業ヲ問問シ技術ヲ精巧ニシ間関/生産ヲ進ムルハ今日ノ急務ナリノ一郎シテ大阪ハ近川町工業部興シ閉山何十ルヱ栄/地多キカ故一一例市一一工業学校ヲ設立セントス依テ其制的史資九万七千百双姶弐円ヲムヰ年度歳出臨
一予算シタリ但此半額ハ大阪市ヨジ献納/出願アル
依リ之ヲ成入予村井戸一…納入セシヲ以テ実際関節ノ負担ハ四万八千五沼七拾六円
ナ
ジ
「明治二十七年度文部品切所符予定経資要求お
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大阪工業学校創立政
大阪市ニエ栄学校設立ノ必要ヲ認メ滋ニ該校建築山日機械終日パ新制資ヲ一次求シ本年皮ニ於一プ之カ設備ヲ了シ二十八年度一一五日授業ヲ開始セントス願ブニ科学応別ノ工業ヲ輿シ機械ヲ用ヰテ人力一ブ翁キ日技術ヲ紡巧ニシ化学ニ依テ百般ノ製燃及川険物利用ノ道司ノ総シ以テ悶ノ生産ヲ逃ムルハ住民同一今日ノ急務ナリ而シテ此訴ノ工業ヲ烈サン ハ資木知識ノニ者ナカルヘカラス資本ノ不足 姿ヘサルモ知殺ノ紋乏ヲ妥フルトキ 之ヲ利用スルコト能ハス此レ工業教育/巴ムヘカラサル所以ナリガ今散米ノ務閤鋭立工栄教育 制 施設シ為メ一一銃万ノ財ヲ臨時シテ郎、、、ス近年英国カ委長ヲ大隊ニ派シテ災技芸教育ヲ知祝祭セシ タルカ如キ一
日そ他国ユ後レサランコトヲ勉ムルノ立以テ見ルヘシ我邦工業教育ヲ施スノ所
支出ハ間万八千去百七拾六円トナルヘシ
唯工科大学東京工栄学校プルノミ工科大学ハ主トシテ技師ヲ義成シ東京工業学
(以下略)
校ハ機 長ヲ養成ス然レトモ此レ米タ以テ多数/生仲間ヲ品交ブニ足ラス則チ工業
款問以ノ説明
学校ヲ地方ニ場設スルハ亦突ニ今日ノ急務ナリ其佼段ニ受テハ工業繁山内川/地ヲ
経常歳出/部(略)
トスルヲ河トス何ントナレハ生徒ヲシテ臼 工場ヲ観察セシムルノ使双ト工業
臨時歳出ノ'泌(第一
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大阪工業学校創立間以
多夕立関西交通ノ要仮ナ ヲ以テネ
J弟ノ米学ニ使ナリ是レ大阪ヲ以テ工業学校
本年度予算路
ノ位段ニ適当ナリトスル所以ナリ開明日大阪市会ハ ニエ栄学校ヲ起スノ建議
シ
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ヲ為シ創設校/半額五万円迄ヲ献納スヘシトノ続的合 提出セリ依 今此地一一
前年度予算向ナキカ故ニ此全額ヲ増加ス楚レ
新営資一一於一アハ己一一説明シタル如ク大阪市ニ互築学校ヲ置クノ必
工業学校ヲ輿シ機械工芸科及化学工芸科ヲ設ケ上仙寺/脱刷工及職工長 養成スル
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但本山以/半額ハ大阪市ヨリ献納スルヲ以テ之ヲ大政名所管歳入一一…搬入ス
(『明治二十七年皮
予算案品、
凶五六、間六
O
、四六人文)
「第五甲帝国議会衆議総予算委員会速記録」
明治二十六年十二月八日(第五制約第二万)
一七
i
一八文。
(品川路)
O(
小松三省設)
大坂工業学校ノ事ニ一付イテ質問ヲシタウゴザリマスガ、大分
長クナリマスカラ一時休恕シテ::。主資(長谷川泰沼)
ソレデハ一時休憩シマス
(出
IM町)
O主筆(長谷川泰清)閉会シマセウ、皆様ノ御質問ガ了リマシタナラバ、政府委員ニ御尋致シマスガ、御質問ハプリマセヌカ
(中略)
。(小松一一一省設)
此大阪ノ工業学校創設費ノコトデスガ、都立山
Mハ九万七千百
五十二同日ア、災中半額ハ大阪市ヨリ出スコトニナツテ股リマス、打疋ハ仰デスカ学校ヲ立テルノト、ソレカラ此学校用ノ飾付口問ハ背此中山一合法川 ・:O政府委員(牧野仲間制裁)
会議シテ肌助言マス
O(
小松一一一省刑判)
浩司一就イテ年々費用ガ安ル訳ニナリマセウガ、廿丹波間川/概鈴
ハ立ツテ目的ルデセウカ。政府委員(牧野仲鎖骨相)
立ツテ賠リマス、凡止ハ本年ハ創立ト一以ブ丈デ一一十七
年度一一了ルおリデプリマス、経常在ハ二十八年ぃ役カラお求スル街リデプリマス、
90 
災概算ハ凡ソ一万六千円内外デ経常初日ハ維持スルコトガ出来ル約リデアヲマス、納カク中上グルト校長二千円、教授八千四百円、助教授五千四十円、世記九百円ニナツテ時間汁ツマス、其外一一庁氏、線給、修繕波ト一広ブモノモアリマス ソレハ今中上ゲマス、機カ総体デ二万円パカヲト思ヒマス。(小松一一一省設)北創立政ハ大阪市ヨリ半額ヲ寄附スル卜…広フコトニナツテ間的リマスガ、長ハ凶米上ツテ後ハ谷川間セヌト一以フ訳
Jアプリマスカ
。政府委員(牧野仲間断殺)
ソレハ致サヌト公フコトデス
。(小松一一一省お)
サウシテ工業学校ノ課程ノ程度ト云フモノハドノ位ノ所デ・
。政府一一会日以(牧野仲間削殺
課程ノ程度ハ現従来京ノ工業学校/程度ヨリ少シ低
ウスル約リジザアアリマス、専ラ枇刷工及附刷工長ノ養成ト云ブコトヲ白的トシテ居リマス、共程度ハ高等小学ヲ卒梁シ、叉コレト同等ノ者デ年 十五歳 上 学年ハ先ヅ
mm布十デ卒業スルおリデプリマス
。(小松一一一省刑判)
サウシテ四年間修学ヲシテ卒業 タ者ハ、丞モニドウ云フ仕
事ノ出米ル位ノ者一一ナツテ出ルノデプリマス。政府委員 牧野仲顕殺位ノ所デプリマスカラ、間ヨリ由民地ノポナ紋ト一以ブモノハ米タ十分裂ム訳ニハ行
ソレハ先ツ年齢カラ中シテモ卒業ノ頃 漸ク十八歳
クマイト忠ヒマス、先ヅ普通ノ
ノ学識苛ノ得一ア、サウシテソレカラ実地ニ使
ウト一一山フノデアジマスカラ、允ツ封印通ノ職工ト一氏フモノニ使ツテ ソレカラ従米ノ職人杯トハ迷ツテ智通教育モアジ、叉工芸上 教育モア円ツ カラ、出品〈地ノ京ヲ党エテ発迷スル上ニ於キ シテハズ ト今日 機 長ヨリカム雨イ程度マ日ア巡ム秘主アプリマス、進ンテ械工長或ハ茶人物- 依リマシテハ工場長ト 以フマデニモ進 リデ。(小松一一一名君)栄学校、兵次ガ大阪ノ工業学校
サウスルト係レデスナ、大学ノ工科ヨリ低イモノガ東京ノエ
。(鈴木万次郎刑判)
サウスルト今高等中学校デ今工科ト公フモノガアラウト存
シマスガ、サウスルト此エ粂ノコトニ就イテ人一ブ養成スルユハ四段一一ナリマスナ、大学トソレカラ東京工業学校ト、ソレカラモウ ツ今度大阪一一出来ルノト、モウ一ツ当日ヘハ今度山山米マシタ出火栄納税学校トおリ五穏類プルデスナ。政府委員(牧野伸版活
高等中学ノ工科ト一ぷフモノヲ託イタ桃山一ハ、丁皮学
問ノ程度カラ中シマスルト 工業学校
mm
シね皮ノモノニナリノマス
。(鈴木万次'郎殺)
ソレデハ官制ニ於テハ中川クコトヲ如何 カ一広ブコトデアワマ
シタデスナ、低クコトヲ符ト一五フ丈デ米〆院イタコトハナイデ久ナ
マダ授キマセヌ、走カ一フ殴グ絞リデプリマス
O政府委員(牧野伸隙世相)(以下略)明治二十六年十二月九日(第五科第二口芝、一七
i
二一一一瓦。
(前川町)
。(広瀕点
zV〈対)
昨昨日小松おヨリ御斗シマシタ大絞工業常佼デアリマス、口一士
九万幾ラ金額デプリマスガ、アノ設計ハドウ一ぷフ設計デアジ ヵ アレハ煉瓦デ柏町ラヘルノデプリマセウガ、何百坪ト一スアノデプリマスカ
木MM煉瓦デ、即
MmV
ハ木デ廻リヲ州開花一一スルノデアリ
。政府委員(牧野仲間山窓)
vマ
コ人
。(広瀬良文お)
大凡何十年位紘一ヘル御見込デアワマ吋ハカ
。政府委員(牧野仲間制活
総カイコトハ技師カ一フ山中シ上ゲルヤウニ致シマス
(略)
。(鈴木万次郎君)
大阪ノ工業学校ハ今度臨時校トシテ其往築資ヲ九万幾一フ出
久ト一一品ブコトデ災半ハ大阪カラ獄純一一ナルト公ブコトニナツテ活リマスガ、共学校ノ建築ノ紋様並一一災学科ハ当分或ハ金ヱ リ、木工ナリ、織物トカ染物カ一広フモノヲ怒ク初メカラ位クトヵ、或ハ何ノ仕事ハ当分絞カズ一一、長丈ヲヤルト 云フ郷見込ガ立ッテ問的ルト思ヒマスガ、議中今日 建築ニ就イテノ技師そ
御十化デニナツテ跨ルサウデスカラ、災ガカラ建築ノ規模等/制御話ト、ソレカラ吏ニ学科ノ組織上一一関スル御話ヲ一述汀ノ御問キ市中シタイノデス。文部省技'附(久俊正道活)建築ノガヲ御話シマスガ、大阪ハ一万米駁ミ立タ地問デプリマスカラ、十分一 地一氏モ抗野クゴザイマセヌ、故ニ煉瓦製造ノ家ヲ建築スルコトニ致シマシテ ソレダケノ政府ヲ姿シマス訳デス、ソレ故ニ…凶路ハ煉瓦法ト致シマシ夕、外関カラノ報告ノ中デ、近波大一 流行致 、氷川円燦 九ヲ以テ造リマスノデ、水デ全体/組立ヲシ 煉瓦ヲ其間二似入レルノデ
λ、門九え
ハ火防一一耐ヘマス、立地反ニ耐ヘマス、従前ノト逃ヒマシテ煉瓦/ 品位ヲシテ佐川似スト…
xフコトガ出米ル計回デス、柱ヲ顕ハシテ煉瓦ヲ税ミ入レテ残ラズ鉄
/ぽうとデ淑ギマシテ、地形 方モぽうとデ絞ギマスカラ、恰モ /石ノ悶リノヤウナモノニナリ ス、議場其他器械場/如キハ皆ナ其水合 ニシマス計耐デゴザイマス、或ハ分析室トカ理化学 教場ハ是ハ総んベ破裂スルモノ、本日一依ルト取扱ヒマスカラ、通常ノ煉 ヲ以テ致シマスガ、災他ハム小川村煉瓦デヤリマス積り ス、随分広イモノデ カラ 御問日一従ッ 火口ヘマ ガ図版ガプリマスト什持続税等モ谷易ニ分担マスガ、今日持チマセヌカラ迫テ図ヲ御覧ニ入レ ガ。(鈴木万次郎設)
場所ハ分ツテ間的リマスカ
場所ハ大阪中ノ白玉江町ト中ス一世アゴザイマス、
。文部省技術(久留正道殺)官有地デ元高松邸ト議ネマスルガガ火阪デハ円十グ御分担ニナリマスO(
鈴木万次郎君)
此地問ハ中央政府ノモノユナツテ殿ヲマスカ
。政府委員(牧野仲間制現)元大蔵省ノ持ユナツテ跨リマシタヲ此皮/計溺ニ就イテ、文
E部省ユ引受ル約リノデアリマス
。(鈴木万次郎刑判)
サウスルト凡ソ関一間ガプリマスレパ、約カイコトモ分リマ
セウガ、残坪ハ大概幾何ノ割一一見絞ツテゴザイ カ。技師(久留正道沼)
建坪ハ木川(日燃化ガ間間十円仰町一一ナツテ活リマス、全クノ燦
化逃ノガハ一坪六十五門デアヲマス
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O(
鈴木万次郎君)
ソレカラ別ノ政府委員ニ御答ヲ阪ヒタイ、矢張けツ此学校ハ
昨日小松おガチヨット御詠シタヤウニ閉山ヒマスガ、東京工業学校ヨリハ程度ガ低イモノト一広フコトハ分ツテ底リマスガ、併シ其教育ハ矢張リ験へパ染ヱ・:・染物繊工ナド一 付イテハ蒸汽機関ナドア設置シテ、サウシテ滋ニ今日欧米ニ行ハレルヤウナ巡ンダコトヲヤツテ校クト云フノ
Jアゴザイマセウヵ、或ハ今日日
本ノ職工社会-一行ハレテ応ル栄一一適合サセルヤウニシテ、幾何カ改正スル阿川的デ教育スル鮫リデゴザイマセウカ
唯今ノ御尋ニ答へシマス‘此大体ノ学科ヲ大別致
。文部書記官(小山健一一一世相)
ペママ〉
シマシ一ア幾械工芸化学ト致シマス、機械工芸ノ学科ハ:::尤モ日比 愈総定シスル時ハ、尚一民約街一一調査 ナケレバナリマセヌガ、今日迄ニ調ガツイテ居リマ 所デハ
ス・::鍛錬:::鍛冶ノコト・::犬レ
カラ点取目内製造板金約工、犬レカ
コザイマス、ソレ
カラ化学ノガニ於テ染色鋭治 ソ ラ窯業デゴザ マス悌 同ハ妙ナ字デ山八冠
ηノ
ノ中ニネヲ万一いクノデス:::製紙:::紙ヲ製シマス、ソ ト漆総デコザイマス、冶金ガ禾グプリマス、本八レ等ガ化学 一民シ ア賠 先ツ大体取調タ所デ斯ノ如クデアリマス、併シ必カラ執行スル同ニ当リ二ア羽減、或
H一止レト必レ
ヲム日セルト云フコトガ山山米ル 知レ セヌケレドモ、大体取調ヘタ所デハ此辺一プアリマス、ソレデ唯今御謙一一ナリマシタ所 例ヘバ染物 於キ シテドウ公ブ問問ノ教授ノ仕方ヲスルカニ受ルト、州市今中サレマシタ通リ昭洋/絞後ハ勿論ノコト、同尚一一悶有ノ工業、昨日 話致シ シ夕日本校米行ハレテ沼 業 一学恕ヲ応別シテ漸次改正 方針ヲ取ツテ往夕日比込デプリマ丸 チヨット中マスルト染色ノ方一一於テ染色ノ仕様、総ヘバ純物ノ中山一 一ア別ヰベキモノガアレバ是ヲ改良シテ用ヰペ叉滋デゴザイマ 政ハ専一ブ んぢこヲ川ヰ スぃ刀、徳島ノ政トカ流球一一山米マス京 シテモ漸次日本デ改良シテ刈ヰル方針ヲ取一ブナケレバナル イト思フ 店リ 、発山手ハヱ
44A
学校一一於テモ改良スベキモノ
ハ十分参酌シテ住キ
γスル約リデゴザイマス、殊ニ化学隊法ノ如キニ受ツテハ
東京工業学校ニ於テ応
m
化学デ醸造ノコトハヤラシテ賠リマスガ、禾グ十分ノ
陥ガ出来一プ脂リマセヌ、刀流ハ十分ニ改正致シテ参ル約リデ随分改正スル点ハア
92 
ル見込デゴザイマス、凡沈等ハ十分ユ此学科ニ入ピアヤル積リデアリマス、叉袋小皆川ト山中シマスルノハ今一戸焼ノ業トハ大分進ツテ居リマシテ、ソレハ煉瓦セメント仰総:::サウ云フモ ヲ纏メテ窯業ト…広ツテ尉リマス、闘だハ日本陶襟ヲ進歩サセタモノデ、日本間有ノ清水焼トヵ、架凶焼トカ一広フモノヲ十分改正シテ後成叶ハルモノデプリマス、叉漆然トカ治金ト一広ブモノハ東京工業学校ノ内ニハ未ダコザイマ ヌ、口元等ハ余絞必裂ヲ感ズルノデアリマス、州側ヲ焼クニシモ金銀ヲ逃プニシテ 、山中八二一必要ナ デ リマス 其他叉追んご欽 製造シナケレバナラヌ附代モ余程近間イテ閥的リマス、鉄ヲ総クニ以下←ツ一プハマルデ焼絞ヲヤル人ハアリマセヌ、工科大学ナドニハゴザイマスヵ、ホ八レヨリ低イ一敗ノ即チ安イ給金グ逃ヘルヤウナ仕組 … プリマセヌ、サウ云ブコトハ今後必要ヲ感ズル約リデゴザイマス、大体サウ一スブ同州 訳 ゴザイマスルデ 余仰川口付本ノ工業ヲ発迷サセル上一一非常ノ利益ガアラウト思ヒマス ソレト前川一一将来 工業ニ肉ツ一
7学恕司ノ応川シテ段々一一発途スル方法ヲ取ツテ参リマス、日比ガ大休学校日一
就イテノ話デゴザ マス。(鈴木万次郎お)
山間際ナル御答ギノ笈ク分リマシ夕刊刀、今夜十代コザイマス東山ぷ
工業常校ハ機工業者ヲ養成ス 所デアル サ 致シマス 是認リ低イ大阪工業学校ト公アモノハ職人所初戦工ヲ教育ス 臼的デアルノデゴザ セウヵ、総ユヨリ上/附靴工一一シヤウト云フト、中途半派ノ職工 治ル御見込デ ス
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大体/御話ヲ致シマスガ、川北ハ帥刷工ト職工場刑者ト工業技師/ 一一等一一分ケテアルノデ、総工ト山中 ル以上ハ多少数育ハアルガ御承知ノ通リ発ハドウシテモ
御答致シマス、余計ナコトデゴザイマスガ
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学問ヲ余リヤリマシテモ役ケ モノデ リマセヌ、学理ヲ知ツテ問的リッ 実際ノ方ヲ十分一一 ラナケレパナラヌ 併ナガラ職工業者ト中シマ
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ルト、総工業
ノ中デモ色々段階ガゴザイマシテ、大キク一広ツテ見ルト機工業デゴザイマスガ、兵職工業ノ中日アモ小サ
f仕事ヲスル所モプルシ、叉殆ト工場ヤウナ仕事ヲスル
所モプリマス、球一一市シマスルハ昨臼モ政府委員カラ牧野次官カ一フ述ベラレテ民リマスガ、必職工ハ始メハ職ヱヲサシテ、ソレカラ漸次登ツテ職工業活ニデ」ルノデ、矢張職工業者迄 役ク駁リデプリマス。(鈴木万次郎君
ドウモサウスルトチツト一円笑シイ、工業一一対シ人ヲ義ブト
一広フコトニ付イテハ刊紙一一一一ツノ限自ガアル、一ツハ修業的帥械工タルモノ、叉一ツハ取独的職人タル者ト二ツノ大製造場一一於ケ 職人ハ修栄的ノ職 デアル、自身ガ彫刻ヲスル カ小サイ物ヲ時ヘルトカ 以フノハ 単独的職工デアル、サウニット分ツト今皮ハ其者ノカニ応用シテ所約技師
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職工長ノ上ニ箆シテ物
ノ芯…股ヲ定タメ、ソレカラ災下一石川クノガ職工炎デ、サウ テ一ガニハ 人ヲ監校吋ハルコト、兆一一一 川闘/本一一対シテ郎関シナイヤウニ当テ符メ ノガ職工長デプル、下ニ厨ルモノガ郎チ験工デアツテ、兵計的及腕帆 長ノ見込ニ従ツテ器械的ノ運動ヲスルノガ、間附チ職工
Jア、災一一一ツヨリノ他一一般工ヲ旋ハウト一五フ目的ハ
無カラウト思ヒマス、所ガ其間ノ者ヲ抜ヘテ下 モ良イ、上ニモ良イト云 風デハ総工ヲ養成スルト一広ブ途一一於テ紋クル所ガアリハシナ ヵ、私ハ初メ此ポヲ間クニ発ガ十分 ハ川心ヒマセヌケレドモ 今日ノ東京工業学校/如キ処ハ職エ庶民ヲ捺ヘルニ適当ノ有様ヲ兎 角エ成シテ跨ル 是 一一向ジ ノデアラウト忠フ、所ガ昨日ノ御話一一依レハ災ヨリ低イ ヲ作 一広フコトデプ レペサウスルト此コトハ
寸都合ガ好イヤウデアジマスガ、方針ヲ定メテヤラ
ナケレハ出米 者 中途半端ノ者カ出来テ精密ノ物ヲ作レナケレバ粗末ナ物モ作レヌ、安イ物ヲ作ラナケレパ立派ナ物モ作レヌト云ブ結果ガ出テ米ハシナイ
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Oほ科大学教授(宇野郎活)ジマスガ、無論結附米ハ矢張職工長ヲ義成スル結果 成ツテ米ルノデプリマ丸、ソレデ昨日次官カラ山中サレタノハ結泉ハ無論ソコニ持ツテ往ク絞リデプリマ九
ガ、併シ卒業シテ出タ者ハ職工内ノ重ナル機工一一佼ウテサウシテ災地ノ線開府ヲ経一ア、遂ニ織エロ山氏ニ成ル 同一スルト一おブコトニ承ツテ私共ハ::O(
鈴木万次
y郎君)私ハナゼ此質問ヲくど/\シクシナケレパナラヌカト一一日ヘ
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口火デア
ηツマスレバ突地/仕事ヲスル??ハ余り、派クヤラヌデそんハシイト
思ブ、従ツテ問ジ三年/者デアリマスレパ、学問ト一又フ傾ハ総 作氏ハ割合一一余計ニシテ職工ト一スフガデ 災地一一余計サセレバ笠シイ 公ブヤウ一一修栄時間/上ニ、幾ラカ注立シ 往カナケレバナラヌト思ヒマス、所ガ職工ニ成ルニモ不熟練デプルト一おツテ、叉職工長ニ成ルニハ出版物ヤ何カニハ甚ダ学問ガ少イ、期ウ一去フ者ユ成ルト職工ニモ不適当デアルガ、職工野沢一一モ成レヌト一公フコトルモ尤モ学問ヲシナイデモ戦力カラ顕ハレテ佼鉾 大キナ位低ヲ終了ア、附刷工開制ヲヤツテ居ル者ガプル、兎一一角関家ガ人ヲ教育シテ金ヲ校シテ猿成 タ一玖フ以上ニハ、山山米テ臨グニ家政ノ助ケニ成ル、八止レ丈ノ者ヲ作リ仰向ルト云ブガニ向ケナケレパナラヌノ ドチラニモ適当 ナイ、此卒業 テ内ニ熟練シナケレパナラヌト一以ブヤウナコト ハ今日我ガ天下/子弟ヲ教育ス 道一 於テ不適当デアルマイカト忠ヒマスO医科大学教授(宇野郎君)
御尤デゴザイマスガ、耐火ニ何デゴザイマス、此職
工日以ト山中シマスルコトニ付イテ私共井日二般工業家ガ認メテ目的リマ只ノハ 如何ニモ鉱山一論熟統ハセヌデモ宜シイ訳デ、取引火際ノ職 長ハ自 ブ仕事ヲ取一ブヌコトハ御説ノ通リデプリマス、例 ガラ本統一一獄省スルニハ矢張 分 十分ノ熟練ヲ以一ア賠ラナケレバドウシテモ十分 往カヌト 広ブコトハ、常一一一一霞 所デプリマス、ソレデ職エヲ養成スル処 通常徒弟学校 中シテ欣緩巴 モ徒弟学校ハ職エヲ養成スル処-一認メテ厨 、ソレデドウシテモソレヨりよノ者却チ化学工業/機工トカ分析ヲ知ツテ厨ル職工ニハなか/\プルベキモノデ イ、併シ自分ガ傍ラ仕事モ出来ル戦工モ指導スルコトガ出来テ、恰度制州諸ニ成ツタ ヨリ以上ノコトヲヤリ、仕事さ自分ガ手心ガアルト一広フ者デナ レバ 職エヲ佼ウコトガ山山米ヌト去ブコトガ定論ニナツテ股リマス、
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ゴザイマスガ、制限逃ノコトデ一役何ガむづかしいカト公プト、杜氏デプリマス、此腕刷工ハ水ヲ汲ムトカ米ヲ冷ストカ云ブコトハ何デモナイガ、其内デ杜氏デゴザイマシテ却チ認ブ所ノ職工長デプリマスソコデ十分験ヱト戦工長 云フモノニ古川ノ上、合物ノ上デ分ケテアリマス、例ヘバ鍛造デモ変凶ナラ山中氏泊ヲ小サグ造ル時ニハ計耐モ自分デヤリマへ仕事モ自分デヤルカモ知一ブヌ 、薬品/製造ニ成 ト例ヘパ「ころlるかるき」ヲ静ヘルニハ何ガ幾ラ、 ガ幾ラ ちゃんト制約シテ配合スルコトモヤリ、自分ガ祭ヲ塗ル 云ブコトモヤリノ、サウシテお愉刊さんデモ小供デモ手主ト協ツテ ルト一広フコトハ沢山工場ニアルコトデアリマス、サウ云ブコ 成ルト験 長ト職工 識別ガ著カヌヤウニ成リマス、ソレデドウシテモなか/{\区別ガ付キマセヌカラ 職工長ト成ル者 帥刷工ノ内ノ災イ械工ト成ツテ、ソレガ二一一一年ノ内日早ナ向ノナイ者デモ奨励シテ立派ナ人ニモナリマス 、成ハ叉大キナ工場 行キマセヌデ染物産ニシテモ一巳営栄ヲシマスル時分ニハ親方トヵ 一政鎖トヵ、職工長 一概…一中シ スレパ、少シ話弊ガプリマスガ、親方モ合ンデ活リマスルシ 同以州問 今
μンザア厨リマスル
シ、球ハ本主ト一一山ブ係ナモノモ合ンデ跨リマス、之ヲ学術 訪 アゆシマスルト、帥刷工長ト一式ブコトニドウカ御ポ知ヲ阪イタイデスO(
鈴木万次郎羽)
多分私ノ考ハ山迷ツテ厨ルカ知レマセヌガ、大阪ノ工業学
校ハ問年間ノ卒業ニナツテ店リ カO文部書記官(小山健一一一君)
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様
。(鈴木万次郎殺)
サウシマスルト今此東京工業学校ノ学科ヲ日比マシテモ一学
年中及一学期二学刻一年中ハポ一モニ学問ト云フモノヲヤツテ 第二年カラ災地ノ方一ニニ分ノ一一ハ遜ニ紛糾ヤシテ活ル、所謂応用ト一一山フガヲヤツ 居ルノデゴザイマス、大阪一ム悌治学校ノガモ矢張比災地応用ト一スフガヲ…一一分ノ二位占メテ居ルノデゴザイマセウカ、或ハ半々佼デアリ マスカ
h〈張実地ノ方ヲ過半日一致ス見込デアリマス、マダ
何時剖ト一一品フ細カイコトハ側部附ケテアリマセヌ、大半 突地ヲヤル駁リデアリO
文部書記官(小山健一一一治)
マス、ソレデ四年ニナツテ跨リマスルト云フモノハ、昨臼中シマシタル通り入
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学ノ税皮ガ長ブゴザイマス、東京ノ工業学校ハ尋常中学ヲ卒業シタル表、大阪ノ方ハ高等小学ヲ卒業シタル者デプリマスカラ、ドウシテモ予備ノ学科ガ足リマセヌカラ、現化 等ハ少 余計ヤラセマセヌト出米米ネマス
学科及ヒ程度ノコトニ就イテハ大概分担マシタガ、モウ一
ツ質問シテ俊キタイ ハ、今日迄此文部省ガヤツテ来タ通リニ官立学校デアルカラ、生徒ノ設校スルニ就イテハ、一定ノ被服杯ヲ綴メテ所初制服制印刷ト云フ様ナモノヲ定メテ段イテ、サウシテ御ヤリニナル税問 ア 、私共平O(
鈴木万次郎沼)
ドウモ此織人ト公フ段ナ者ヲ品交成スルト公フ上カラ行ツテハ、縦令市交イナガラモ帽子洋服杯ト一去フモノヲ定メ 靴ヲ穿カセテ尚北校サセ ト云フ様ナコトデハ士彼
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東京一上栄学校一一混入ツテ股リマスルモノガ、私ノ知日デ一一一人ゴザ
イマスガ、兵父兄等ガ山
T
・4入資ガ多ク掛ツテ的行易ニ斯ウ一広ブ学校へ入レ一ブレル
モノデナイト云フホ向的ハ始終性向ブテ間的ルノデゴザ マス、欠張東京工業尚子校一一於ケルガ如キ有様デ、洋服ナドヲチャント定メナケレバナラヌト去 総 御方針ヲ執ル御利似リデプリマスヵ、些イナコトデハプリマ ケレドモ大一一工業ヲ起サナケレバナラヌト云フ今回日一於テ、叉兆 ダ共生徒 恕手ガ少ナイト一広ブ今日一一於テハ、些々タルコトノ様デハゴザイマスケレド 、父兄ノ失奴如何ヲ願ミナケレバナルマイト考ヘマス、ソレ故三
γメ此コトヲ御凶キゆシタイト忠ヒマ
ス
御泳知ノロ泌リ工業ノカデゴザイマスルト、実際ノ
ガノ実地ノ業務ヲ執リマスカラ、山中〈ハ無論袴デハ往ケマセヌ、袴ハ引掛リマシタリ川内カシ一ア、土台蒸気杯ヲ扱ヒマス トヵ、或ハ税制制版ヲ扱ヒマスル カ一広。文部己記官(小山健一一一刑判
V
ブ様ナ場合一一ハ袴ガ引掛リマシタリシテ、はは我ヲスルコトガ幾ラモアリマスカラ、比人間以洋服 或ハ紋引デナケレバドウシテモ往ケ セヌ、併ナ 一ブ此制服是非洋服ニ限一アナケレパナラヌ卜云ブ必要ハ此種類ノ拍子校ニ於テハナカ ト考ヘマス、併シ制服ヲ是非ヤツテ行クト一広フ抑制ノ見込デハプリマセヌ、成ルベ
ク実際一一近クヤウニシテ行カナケレパナラヌト忠ヒマス、川町シマルデ袴ハ無論往ケマセヌガ、サウカト云ヒマシテ者流デハ殺風景デ、間州儀及ヒ取締上ニモ鴎F
マス、サウカト云フテ叉股引半一大デハドウモ外見ガ怒カ一フウト考ヘマス、川町
シ其辺-一一会ツテハ強テ何処迄モ制服ヲ着セテサウシテ兵隊ノ様ニサセルト一スブ必姿ハナカラウト認メテ悶凶行ソマスO主査(一公谷川泰沼)私ハ政府委員ニ御尋致シマスガ、今ノ大阪ニ御設ニナリマス工業学校/鍛冶燈デスナ、鍛冶度ヲ矢張浅草ノ工業学校ニ於ケル如キ仕掛デ御教授一一ナルノデスカ
O文部書記官口(小山健三怒)左様デゴザイマス、一体ドウ テモ此鍛冶 方進歩シテ米マスルト御承知ノ通リノアこ去フ風ニシ ヤラナケレバナラヌデス、アレデモ一体不十分デスガ、例ナガ 大阪ノ工業学校デ ジマスノハ今少シ防水ノ従来ノ鍛冶民一一今一歩ヲ進メタ依ノモノデス、丁度東京ノ工業学校ト双方抑制待ツテ働ヲシテ行カウト云フノデス、ト云フモノハ日本デモ歌山総己流ノ鍛冶ノコトハ段々進歩シテ米マス、叉機械 用ヰテスルト スブコトモ段々進ンデ来マス放ニ、ドウシ モ東京ノエ栄学校デヤルヤウナ学科ガ是非必姿デアル ス、併シソレト何時一一叉日本ノ鍛冶ニ少シク改良シタ様 モノ 出米マスレバ、郎チ極ク進歩シタ欧経巴流 工学ト院本ノ従来ノ姑
'M品工業ノ間ノ削除ギヲ取リノマス
様ナモノ
JH出米マスレパ、大変便利ト思ヒマス
。主査(長谷川泰沼)
サウスルト斯ウナルノデスナ、浅本ノ工業学校デゴザイ
マスルト製造場 コトデナケレパ彼処デ党エタモノハ周ヲ為サヌデスナ、話リ/悩人デ日本流ノ鍛冶屋ヲスルニハアンナ仕掛デハ出米ヌノデスカラ、彼処デ
党エマシタノデハ:::大阪ノハアニスフノデハナク、比日 ふいごヲ府ヰテヤルト一広フ様ナ鍛冶墜デ、一軒ノ中デ一一一一一人ノ弟子ヲ佼ツ ヤルト云フコトモ山山米 様ナ仕掛ケデプリマスカO文部書記官(小山健…一一諮)浅浮ノモ一個人デ出来ル佼掛デス、成総彼処デ蒸気デ川他方ゴザイマシテ、アレ ポン/\敵キマスルト、学グ峨ケマスガ、併
彼処デ向フ槌ヲ振ルコトカラ無論教へナケレハナラヌノデスカラ、ソレデアレヲ応
m
シマスレバ無論一個ノ工業デモ出来マスルノデスガ、川町ナガラドウモア
レ丈ノ俄ガ附イテ厨リマス ト、従米ノ工業トハ遼ヒガプリマシテ、余ね突キ怒ウゴザイマス
私ハ行ツテ見マシテ素人デ分りマセヌカラ、御尋スルノ
O
主査(長谷川泰君)
デスガ、金ヲ突込ンデ焼ク スナ、サウスル ||私ハ孤米利加アタリノ本ヲ沢山持ツテ賠ワマスガ、共同ノ突込ムモノデ火ヲ起シテヤル、アレハ
的人デ
かねヲ使ウコトハ出米マスマイO文部昇記官(小山健一一一君)
ソレハ出米マセヌ
O
主査(長谷川泰倉)
トハ出米マスガ、
ソレダトアレヲスルト製造所ノ機工長トカ戦工ニナルコ
一個人デハ出来ナイ大阪ノハ従米日本デヤル鍛冶度ノふいご
ヲ吹イテヤル奴、アレニ改良ヲ加ヘテ製造所デナクトモ従来ノ日本ノ鍛冶皮ノ改良 スルト云フ御積リデスナOす〈
a出品川旧日記宵(小山健一一一宏)
其方ノ小イモノヲ
O
主査(長谷川一本君)アこ去フ仕掛ノ外一一叉日本流ノ改良シタモノモ
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箆ノ仕掛ヲ設ケル両様設ケルト云フノデスネ、実ハ私ハ事柄ハ迷ウガ走、迄教育ニプルコトハ事実上適当シナ コトガ沢山アル、手紙記クコトハ家一一米テ明日プ、普通ノ手紙 ヤリ取リノ文句ハ自宅デセヌ以上ハ出米ナイ、是 己一一芳川震ガ文部大庭 時分ニドウデス、 部省ノ数市内ハマル うそデハナイカ、サウダ其通リダ、己レ 娘ヲ学校ニヤルガ習ツテ米ルノハ習ツテ来ルガ、当リマへノ乎紙ハ別ニ数へナケレパナラヌト言ツ夕、今ノ鍛冶屋ノ如キモノモサウデアル、浅取ノ如キモノデプレデ教授スル 製造所ノ職工トカ機工長一一ナル ハ宜イケレドモ、
俗人トシテハアンナ仕掛ハ日本一一ハ出来ナイダカラ、教へテモ周ヲ
為サナイ、今 政府ノスル仕事ハ皆其通リダカ一プ 私ハサウスルナラバ絶対的一一反対シナケレバナラナイ カラ、出米上ツタ所ハドウダ日本一一サウ云フ仕掛デ鍛冶屋ノ仕事ヲスル製造所ガ立ツカ 或ハ百年先 卒ザ知ラズ、向プ十年二
大阪工業学校語IJ :)，tJと関する資料95 
十年ノ問ヲ見ルト浅草ノ工栄学校ナドハアレニ卒業シタ焼ニハ欲メ様ガナイO
女都心中日記官(小山健一ニ宕)
サウデスガ、共笑ハ段々工業上ノはぶりつくガ問問
ケテ来ルデスガ
il
進歩シテ米ル段々トサウスルトチウ/\ヤツテ跨ル様ナコ
トデハ到底:::小イ鎌ナドハ出米マスガO主査(口火祭川泰沼)ドモ、
アこ広フモノハ此製造所ノ職工トカ職工庶民ニハ笈イケレ
軒デヤルコトハ従米ノモノヲ改良シテ、ソレモ改良法ヲ設ケ
テ改良スルト云フコトデアルナラバ、私モ賛成スル、サウデ イト則チ徒労ノ術ヲ学ブノグ、詰リ一一一日フトサウデO文
E部芯記官(小山健一一一君)矢張日本夜米ノモノニ
テ往クト一広フ方針デヤリマス
倒人デ
渉
Jヲ進メタモノニ改良シ
O主査(日以谷川一一本刑判)
モウ
ツ侭ヒマスガ、先制剤鈴木君ノ関ハレタ木工ハドウ
JアスO文部書記官(小山健一一 刑判)
問たハ木具ノ製造ヲヤル積リデ久、木
nA内デスカラ大
工ト一広フヤウナモノハアリマセヌガ、指物 カ総一アノ木ノ彫刻デゴザイマストヵ、総テ木臼九日一関シタルモノデスO主査(長谷川泰諮)
サウスルト火鉢ノ様ナ ノデモアルデスナ、ソレカラ浅
革ノ
ノヤウニ徒弟ノ大工ャ、何カヲ養成スルト云フノデスカ
。文部書記宮(小山健一 一震)ソレハセヌ桜
nツデス、表シ必要ガアレバ大絞市デ
ヤツタラ笈カラウト忠ヒマス、強テ直結デヤル丈ノ必要ハナイト思ヒマス
大工ヤ左官、臼用ノコトヲスルノハ別ニスルノデスカ、
O主一査(長谷川泰明羽)製造所ノ教授ダケヲスルノデスカO文部世間記官(小山健一一一お)
人目
Jノ職工ノ教授ハヤラヌ新リデス、機工ノ斯ウ公
フ職工丈…一止マルモノ、教授ハセヌ、滋ンデ職工長トカ'淵方トカニナルベキモノヲ養成スル見込デス、
…倒デヤルモノハ
O(
鈴木万次郎君)
サウシマスト、仰向ヘバドウ一広フ種類カラ生徒ガ来ルト云ブ
御見込デスカ
O文部書記官(小山健一一一議
96 
種類ハ成丈突染者ノ子弟ヲ取ル見込デス
。(鈴木万次郎君)
矢張職人/親方ナドノ子供ヲヤラレルト公フガ、使ハレテ
股ル袈段小屋-一居ル大工ナドノ子供ヲ養成スルト一ヌフ御桜リデスカ。工業学校長(小山健三
辿モ袋店住居ナドノ者ハ一滋入レマイト思ヒマス
費用モ掛担、学ヒマシタ所ガ高等小学マデヤルコトハ袋店デハムハケシイ位ノモノ
Jアアジマスカラ
O(
鈴木万次郎君)
O
工業学校長(小山健一一一宏)シテ居リマセヌガ、
月謝ハ幾…プ穏取ル御桜リデスカ
走ハマグ一一十八年度カラノ松リデスカラ、機定ハ
一円取ル見込デス
O
主査(長谷川一総務)
一寸円増ネマスガ、四年ノ科程デスネ、科抑制ヲモツト叙カ
クスル訳ニハ往キマセヌヵ、体大学始メ何モ教ヘハシナイ、唯生徒ヲ遊ハセル、唯四年ヤルカ一プ同臼グ往クト云フ訳デハナイ、ピ /\ヤツテ一一一年 ハ往ケマセヌカ、市中々サウ自民クハ絞キマセヌゾ、一体政府ノ諸沼 民間ノ事情ヲ御承知ナイ、月給ユ衣食シテ居ル人ハ人ノ笹口シイコト 分一プヌ、失礼ナガラ
ij
年
限ガ長クナルト往ケマセヌ、モツト短カグナル訳ニハ往キマセヌカO(
鈴木万次郎君)ソレハ私モ長谷川毅ト問怒見デスガ、年限ヲ短カクスルト
一広ブモ、今日ノ浅築工業学校ノ状態ヲ見テモ父兄ノ話ヲ関イテモサウ忠フ、殊ニ役人瓜ノ教育デアル職エヲ養成スルニ矢張役 的一一ヨツテ正服正絹ヲ作ラセル、ソレガタメユ無
m
ナ費用ヲ掛ケルト云アコトデ、余程志願ヲサセヤウト思
ツテ閉山ル子供ノ父兄ガ路踏シテ居 場合デアリツマスカラ、年限モ延ベルヨリ縮メルガガ笠イト一おフ考デアリマス、ソレカラ先刻御話致シマシタケレドモ、受校スル時一一ハ或ハ袴ヲ活ケルト一一品フ
!ls
仕事ヲスルトキニ丈娃ハボロ股引ヲ穿
ツカ何シヤウ 、成ルベク私共ノ考デハ就学サセ 一広ブガ目的デ、見 所様子ガ立派デナイト公プ様ナコトハ索ヨリ板活スルコ デナイカラ 願グ 帽子位ハ揃ヘテ、服ハ自分ノ勝手、位シ授業ヲ受ケル時日二或ハ実地 仕事ヲスルトキニ 成丈仕事一一妨ゲナイモノ 着スベシ位ニシテ、生徒 余計一一シテ此
学問ニ従事スル者ヲ沢山作ルト云フ方針ヲ御取リニナラナケレパナリマセヌト関心フ、東京ノ如キ大都会デスラ漸グ今日浅草工業学校ノ様子ヲ見レハ生徒モ孫一タ不足ト云フコトハ政府委員ナドモ御向感デアラウト恩フ、サウ云ブコトハ翠党何
JH
タメデアルカト云ヘパ、或ハ年間出ガ長カツタリ、入費ノ多カツタヲスル
タメ一一、究用モ余計費ヤシ、サウシテ割合一一実業-一生活ノ道一一就キ怒イ様ナ風デアルカラデアラウト思ヒマスカラ、此年限ヲ綬クスルト一スフコ カ出米ルナ一ブ賛成デアルガ、サウ一広フ仕組 ナサル訳一一参リマセヌカO文部書記官(小山健一一一活)股ノ事ハ御同意デゴザイマスルガ、年限ノ方ハ入学ノ程度ヲ高等小学ヲ卒栄シタ者ト致シマシタ以上ぺ入学 シムル程度ガ低ウゴザイマスカラ、這入ツテ三年デハ不足デアラウト思ヒマスO(鈴木万次郎沼)
ふ/旦災居住ノ全体カラ見マスト、彼等ノ験工中山一ハ学問ト
一去フコトハ限中ニナク、少シ弁当持 出米ル刻チ十歳以上司一ナリマスト奴隷ノ様ニセラレル所へ預ケルト云フ瓜習ガ行ハレテ蔚ル、ソレカ 頭領トカ云フ者ニナリマスト先ツ/\ドウカ斯ウカ小学校位 業サセル丈毅ノ務 シテ唐ル、其上三四箇年ニ飢ケサルト一一品アコトハ今日ノ日本ノ状態トシテ出米得ヘキ見込デゴザイマセウカ、ドウモ党来ナ ト忠ヒマスO文部書記官(小山健一一一君)
仰ノ如クた立/職工デニハカシカラウト忠とマス、
此処ニハ将来ノ職工長ヲ養成スル目的デ入レ ノデゴザイマスカラ、矢張リ這入ツテ来マスノハ染物ニシ シテモ
ノ自制晶子トヵ、相応/資産プル者ガ
商問仲辺リソニ往キマシテモ、災他大阪近傍ニモゴザイマス、叉博多辺ニ於キマシテモ相応ニ随分資産ト云フ程デナク テモ、蒜シテ居ル人ガゴザイマスカラ、サウ云フ人ノ子弟カ這入ツテ マシタラパ、四年ノ維持 出来 デア ウト思ヒマスO(
鈴木万次郎窓)
先刻政府
4姿員ノ御答トハ矛盾シテ岡山ルト忍ヒマス、ソレデ
アルカ一ブ先刻ド 一広ブ穏類カラ生徒ガ這入ツテ来ルト一試フ見込ニナツテ居ルト一一品フコトヲ尋ネタガ、サウスルト滅工長ヲ作ルデ ナケレパ職エヲ作 モ
ナイ、機農ノ立派ナ者ガ這入ツテ米ルトスレバ初メノ御答トハ段々御答ヲ熔クニ従ツテ矛盾シテ米ル様一一思ハレルO文部品中日記官(小山健三世相)私ノ申述べ方カ怒カツタカ知リマセヌガ、私ノ思想デハ矛盾シテ蔚一フヌ積リデゴザイマス、ソレハドウカト云フト純粋ノ職工寧ロ労働者ノ這入ツテ米ルト一一品ブコトハ閑難デアラウト忠ヒマス、矢張リ親方株トカ頭領株トカ設問
T一政角ヲ現ハシタル者ノ子弟カ這入ツテ来ルモノデアラウト
閉山ヒマス、純然タル叩キ大工トヵ、或ハ向フ槌パカリヲ持ツテ厨ル様ナ者ノ予弟ハナカ/\混入ツテ米 コトハコザイマスマイガ、或ハ鰐士山ノ者モゴザイマセウ、或ハプ コ 工合ノ替イ人モゴザイマセウガ、実際上カラ見レバ一家ヲナシテ職人ノ一一一一一人モ置クトヵ、或 小僧ノ四五人モ資イテ股ル者ノ子弟デナケレバ山山米マイト思ヒマス。〈鈴木万次郎君)
サウデアルナラパ、職工長ノ養育ハナラヌノデアル、資産
ノアル者デ凶陣織トカ或 西京ノ友染機ノ中 資産ノアル者ノ子弟 這入ツテ来ルト云ブナラパ、何ゼ初メカラ蹴刷工長剣チ浅箪ニアル東京工芸学校 様ナ仕組一一ナサラヌデ、ソレヨリ下ノ緩皮ノモノニセラレタノデアルO文部設記官(小山健一ニ君)結果ハ職工官民ニ受ルノデゴザイマスガ、唯途ガ透ゥ、間ヨリノ職工長ト申シマスト職工長 幅ガ広クゴザイマス ラシテ、中学ヲ一一一年ヤリマシタモノデナケレバナラヌト公フ訳モゴザイ マイカラ、其中一一ハ~MMイ教育ヲ受ケタ者モアジ高イ教育ノナイ者モアリノ得ベキコトデゴザイマス
カラ、ソレデ浅草カラ見ルト粉皮ヲ低クシタノデゴザイマスケレドモ 決シテ職工教育デハナイ、職工教育ハ徒弟教育デゴザイマス、徒 教育ハ職工教育デゴザイマス、ソレトハ進ンデ底リマシテ卒業シタ ヲ吏ラニ練習サセテ融制 長一五レルト云フコトハ昨日文部次官ガ述ベラレタト思ヒマスO(鈴木万次郎君)
意地怒ク再三難一訪問スル-訳デハナイガ、私ガ今日迄文部省ガ
ヤリ米ツタ有様ヲ見レパ小学校令ノ高等科目一一於テ土地 事情ニ依
ny是々ヲ設置
スルコトガ出来ルト一広ブテ 或ハ工科トカ幾科トカ商科トカ去フモノガ霞イ
大阪工言語学校創立に関する資料97 
アル、規則ニサウナツテ厨ルケレドモ、ソレガ全国一一アルカナゼナイカト云フノニ小学ノ高等科ニ自分ノ小供ヲ入 テ卒業サセ様ト怠フ位ノ者ハ、資産プル者デ職人ノ小供杯ト一一山フ者ハ高等小学モ殆ド卒へナイノデアル、卒ヘルコトガ出来ナイ デプル、資産プル者一一 果シテ潟等小学科ニ迄入リソ得 資渡ア ニソコニ持ッテ往ッテ工科或ハ淡 トカ云ブ様ナコトガ設イテアルカ一フ、反合同一ナッテ居ル、規則ハ反合ニナッテ賠 カラ、
一一国ノ状態ハ白木ノ批判工社会ノ状
態ト一おフモノヲ見 、是デハ不十分一アアルト思ツテ其点ヲ考ヘ 出米ヌケレバ仕方ガナイカラ、ソレ相応ナ規則ヲ作ツ 実施サセル ニセンケレバナラヌ、成程巾…日イテアル上カラ見レパ、化学 何年ヤツテソレカラ工科 幾ラヤツ 、ソレカラ実地応剤ヲ幾 ヤツテト公フ様ナコトハ大変諮問イケレドモ、日本今日ノ機工日以タル一家ヲ為シタル染屋 ヵ 大工ノ頭領 カ云フ様 小学ノ高等科ヲポ
Tヘサセルモ森岡却ナラヌト一氏プモノニ持ツテ往ツテ、尚四年モヤルト…去ブコ
トヲヤツタ所ガ、到底応ジテ迄入ル者ガナク ツテ仕舞フ 這入ツテ来ル者ハ何デアルカト云ブト 政府委員ノ答へ一 、加夕、問陣織 工場ヲ持 多クノ資産アル所/息子ガ這入ツテ来ルトヵ、鴨川友 ノ資産 アル者ガ来ルト一広フコトニナツテ、政府委員ノ先刻ノ袋 一依レパ職工長ヲ紛ヘ デモナ夕、械工ヲ終ヘルデモナク、中途半端ノ教授ヲスル、日本 状態ニ適当シタコトヲ教へルト一おとナガラ、今日適当シタ仕事ヲシ 賠 翁ハ這入ルベカラス、混入ルコトノ出来ナイト云フ波別ヲ掠へテハ此処へ這入ツテ米ル所 志願シ米ル者ハドウ云フ種類カラ混入ツテ米ルカ、職工社会ノ頭領ト一五フ ハド 位入レテ、何年間就学シ得 ニ堪 ヤ夜 考ヘ 学科ヲ作リマセヌケレバ競別ノ上デハ立派デゴザイマセウケレドモ、之ニ対シテ一一混入ルモ 、数カ少ナウゴザイマス パ 政府/倒的ヲ迷スルコ ハ出来マイト忠フガ、ドウモ政府委員ノ御考ハソレ銑吋ノコトハ殆ト限中ニ躍カナイ 阪本ノ職工社会/棟梁、或ハ一軒ノ染屋四五人織人ナドヲ使ツテ居ル所ニ適当シ イコト 数 ル ソレ等ノコトヲ一胤ミテ矢張リ一一一年デハ不十分デア カラ、四ヶ年修業サセルト云フコ
トヲ述。ヘテ仰セ一ブレマスガ、ソレデハ辿モ今日ノ滅工社会ノ子弟ヲ入レテ抗ク
98 
ト一氏フコトハ出来マイト思ブ、サウスルト学校ヲ立ツタ臼的ヲ迷スルコトハ出米ナイト一去フ結果ニナルO文部書記官(小山健一一一沼)
サウデゴ、サイマス
か〈張リ一一…ヶ年ト云フノデゴザイマスナ
。(鈴水万次郎刑判)O
文部許認官(小山健一一一刑判)ガ、寸御即答ハ出米兼ネマス
兵一年ノ差ハ尚研究ヲシテ見ナケレバナザマセヌ
O
政府委員(牧野伸顕叙)
此問ヶ年ト云フコトニ綴メマシタノハ我々ト抑モ由来
人デアリマシテ、本側ヲ円以モ綴メタト一以フ所ノハマダ 一十八年ノコトデアツテ、今日先ツ以一ア計凶ヲスルニ当ツテ、其辺モ予メ銘々ノ考案ノタメニ仮一一級メタノデアリマシテ、ソレヲ仮ニ級メル一一付イテハ此筋ノ専門家モ大分集メテ見マシテ、災専門家杯ヲ集メテ一一一ヶ年ト一 ブ説モ出火 アツタ デゴザリマス、私ハ一一一年一一シテ成ルベク節目却ニシ 卑近一一シタイト公フ所カラ、一一一年ト一広ブコトヲお山山シテ見マ タケレドモ、ソビア専門家ノ寄ツテ ノデプリマスガ、向問之ハ御尤ナ御蒜デアリツマスカラー
ii
ソレカラゆ上ゲタイノペ職工ヲ緋ヘルノ
デアルヵ、或ハ附刷工 長ヲ持ヘルノデアルカト半端ナモノデ目的ガ確
J以シナイト
一広フ御演説モプリマシタガ、実ハ職工
HK
ト一広プモノヲ初メカラ造ルト一スブコト
ヲ触山山シテ行キマスト、兎角生徒杯そん気位カ応クナリマス、耐火地ノ仕事ニ自分ノ手 問問ケルコトヲ好マナイデ、洋服デモ北川テ柏紳士十 広ブ様 気風杯ヲ持込ンデ悶ルカラ、初メカラ職工 公フ精神ヲ何処迄モ吹キ込ムノデアリマス、ソ
ツハ職工長ニナルニハ矢張職工ノスル仕事ヲ自分ノチュ附ケナイト
一広ブト機工長トナツテ仕事ヲスルト云フコトハ党束ナイノデプリマス ラ、文部翁/希望ハ矢張職工ト一以フ精神ヲ何処迄モ
mm
キ、叉卒業ノ腕ユハ職工ノ仕事
ヲサセタイノデアリマス、ハ止丈ヲ出叩シテ絞キ スレ
Jアモウ
O主交(長谷川泰沼)一寸私ハ政府委員ニ御川町致シマスガ、私等ハ年限ノコトハ滋ニ問答致シマスニハ及ビ セヌガ、従来我々ガ実際シタ所ノ有様 一依
スト、一玖フト、東京工業学校一一致シマシテモ多少役一一ナルモノハナイノデス、出米上ツタ所デ持テ余ス、初メカラノ精神ガ尋常中学ヲ卒業シタ老若クハ造一一相当シタ者ハ試験ヲシ 入レル、ソレデ父兄ハ役人一一ナルモノト忠フテ居ル、所ガ出米上ツタ所デ売レ先キガナイ、仕事ガ出米ヌト云フ様ナ デプリマスカラ、矢張教授スル人モ役人ノ顔ヲシテ教授スル、這入ル始ハ役人ニナル積りデ生徒ニナルト一スフ訳デアリマスカラ、目的ト大変速ヒマスカラ、アレ丈ノ余ヲ掛ケテ工業学校ヲ卒業シテ、近米段々…矧ケマシテアリマスカラ、位ノ山中ノ風淑モ一変シマスカラ、従来/有様デ見マスト、他ノ実業…一一服スル学校ニ就イテ、私共絞験ガプリ 、数年前迄私共ノ郷恩ニ 県立山氏学校ガアツテ 県立政学校三治人ツテ賠ルモノハ何 スルカト一試フト 民事ノ突地ノ研究ニ従事スルモノハ殆ト百 ノ中ニ十人ハムハケシイ、円札シウゴザリマスカ、或ル奴ハドウ一去ブ奴ガアルカト云ブト中学校 中デ英議ト 侭トカ無踏 教フルモノデプマスカラ、後ニ医者ニナル奴モソコ一一一一一
-U入テ厨ル、由民学校ヲ卒業シタ者ガ、引払
ノ処ニ食客ニ幾ラモ局リマス、ソレニ問イテ見ルト没学三一一心入ル積リデアリセヌガ、了皮中学ノ様ナ ノガ撚郎品目 アリマセヌカ一フ、ソレニ一円山入マシ夕、斯ウ一スフヤウナコトデ潤刑法ニナル ラト公フノデプリマス アナタハ其時分御関係ガプリマセヌカラ御承知アリマスマイガ、的ハモウ御承知 アラウト忍フ其時分段学校長及知事ガ此州民学校ノ卒業生ハ官吏 候補者 ナル資格ヲ得 イト一以フ夕、サ 去 有様デアルデスカ 、山氏学一一従事スル精神デハ イ 此科学ハ日開リ主デハナイ、英語トカ仰向ト ヲスル デ、ソレデ出米上ツタ後 郡役所ノ書記ヵ、ツマラヌ十円カ十五円/
ニノツテゴロ約イテ股ル者ガ多数デ
アル、実録ガ
lli
此下手ナコトヲヤリマストサウ云フ結果ニナリマスデスカラ、
私ハ希グハ之ガ何モ法学者トカ文学者トカヲ作 ノ ハ イカラシテ 工業ヲ州問進メニナラウト公フ所ノ精神ハ笠シウゴザリマスガ、結果 ナリ ス 務シ之ヲ下手ナコトヲシマスト妙ナ結果ニ リマスカラ、初メ工業尚子校ヲ設ケタ時日一九鬼経一君ガ仏関西日一往ツテ:::ヲ見テ米テ御得意デ扮ヘタモ デア マス
ガ、例制神ハ笈カツ夕、精神ハ笠イケレドモ今日ノヤウニ役人ニナル杭リテ、信〈日一工業ニ従事スルト云フモノハ少ナクナル、サウ一スフ仕総デアル混入ルヤツガ少ナイ、私共ノ考ヘマスルニハ英訴トカ何トカアナ夕方ガ仰シャツタ所ガ、一一年一一一年位デ刊火力ノ読メル気近 ナイ、私ガ法科大学/教授ニ間イテ見マスルニ、高等中学カラ米ル奴モ十人目二人シカ英治ナリノ説メ モノハナイ、形ナシト一言ツテ腐りマス、況ヤコンナ所デ英語トヵ、高等小学ノ:・:ヲツシヤルケレドモO政府委員(牧野仲間山活)
アスコハ英議ハ教ヘマセヌ
貨シイ、外ノ浬学デモ化学デそん江シイ、明副総一一余リ馳セ
テ実際ユ活用スルヤウニナサレヌトイケマセヌ、少ナイ、ィ、ェ縫ニ知ツテ尽ルO主査(長谷川泰殺)
一体官立学校/教授ハ時間ガ
。文部書記官(小山健一一一世相)
工業学校ナドハ随分ヤリマス
ィ、ェ少イデス、ソレデ十分ヤルコトニ致シマセヌト
O
玄盗(長谷川務お)オモチヤ同級ノ裕+口ヲシテ遊戯学校ニナル、ソレデ一一一年 一シテ時間ヲ長ク タイ
O
文部
34
記竹内(小山健一一一殺)
工業学校二ハ時間ヤ七時間デハアリマセヌ、大抵
八九時間位デスO主資(長谷川一本世相)ソレカラシテ店ヲ繁問問サセルコトヲ第一ニシナケレパナラヌ、繁昌シマセヌト攻撃ガ起リマスゾ、折角文部省デ工業ヲ盛ンニシヤウト云フ共思想一一一会ツテハ一台ヤハア マスマイガ 大阪ニ新タニ捺ヘタ所デ金ノ出ルノハ何万円デシタカネ
!i
O政府委員(牧野伸顕沼)
二万円デス
O
主査(長谷川一本務)
二万円ハ飴ノ金デプリツマスケレドモ、ヤツテ見テ防ガ繁
日間シナイト目的ガ途 、議会ガ質成シテ金ヲ山山シテモ終ニハ
AM
ヲ出シテモ詰マ
ラナイト一去フ考ヲ起シマスゾ、他度議論ガ起ル、ソレデ店ノ繁悶悶ガ肝市立デス
一百人一一一一白人デハイケナイ、私/考デハ一一一年目一二百人カ二百五
十五年ヤ十年一
大阪工業学校創立に泌する資料99 
一体私ハ斯ウ云フコトハ熱心デアリマスカラ、斯
ウ云フコトハ乎生調ベテ居リマスが、店ガ繁日間シナイト攻駿ガ起日ノマス、私ハ之ヲ宜イコト、信ジマスカラ、共精神ヲ賛成シマスガ、併シマダ本会デドウナルヵ、叉此五科デモドウナル 知ジ セヌガ、此事柄ガ思ルイデハナイ、夫デ十人ニナラネパ間ルト思フ、年限ヲ阜グシナ ト従前ノヤウナ役人ノ候補者 待ヘルヤウナコトニナルトおあいだグ、ソレデ年限ヲ一一一年 一一一年一一シテ多グ人ヲ出サセルヤウニセネバ:・O(
鈴木万次郎お)モウ是ハ大級分リマシ夕、年限ハ幾一フト確定シタモノデハ
ナシ、当局者ノ見込ヲ話シタ丈デプルノダカ 、モウ質問モ尽キマシタラウ||。主賓(長谷川泰殺)
午後四時二十五分散会
ソレデハモウ質問モ終リマシタ
〔資料
8〕井上毅、大阪私立教育会総会における演説
(明治二十七年四月十四日)
教育上当市ニ付テ
一一一一ロセント欲スルハ他ユ非ス耐火業教育殊…一工業教育ニ在リ余
ハ十年振リノニテ大坂一一米リ汽卒中ヨリ矧突ノ林立セルヲ見テ工業ノ発途セルニ感シタリ旅行中統計十一衣ヲ携ヘサルカ故ニ之ヲ確一……一口スルコト能ハスト脱臼本全悶ノ製造機械ニ周ヰル蒸気馬力二万六千ニ過キス之ニ水車ヲ加フルモ亦未タ一一…万馬力ニ満タス今之ヲ三万馬力ト仮定セン 大坂ノ馬力ハ
万五千ニシテ笑ニ全
国馬力ノ半数ヲト尚メタ
nyAA
大坂ノ工業ハ全閣ニ冠タルノミナラス
府ヲ以一ア全
国ノ片相手ナリ ト公フモ一円ナリ何カ放ニ大坂ハ此 如ク製造業ノ発途セシヤ第一ハ石炭ノ
aM蹴ナルコト、第一一ハ
職工賃銀ノ低キコト、第一一一ハ運輸ノ利ナルコト、 四 資ムヰヲ集ムルニ佼ナルコト、比四筒 利便ヲ有スルヲ以テ今日 発達ヲ見ル-一五リシナリ余ハ謂フ東京ハ政治ノ都ナリ、京都ハ美術 都ナリッ、大坂ハ工業ノ都ナリ、大坂工業ノ現状ハ此ノ如クナリノト総此全 ノ一二万馬力大坂ノ
万五千馬力ハ宇内ノ競争場裡
一一一於テ来シテ如何ノ価値ヲ有久ルヤト開ハンニ突ニ徴々タルモノナリ五六年前
100 
ノ統計ニ依レハ製造ヲ以テ宇内第
ト称スル英国ノ製造機械ニ印刷ヰル蒸気馬力
ハ二百五六十万ナジシト覚ユ今日ニ一念ツテハ一一一百万一一上ワシナルヘシ即チ我全国ニ百倍スル製造尽力ヲ有セリ我国ハ英国日一対シ百 一於ケル九十九ヲ談レリ今山一当り進ンテ為スノ道ハ本マ設アノ外ナキナリ筋悶ノ要素タル原府民ハ第
石
山政、第一一 産鉄、第一二 国民ノ工業知識ユアリ此ノ一一一筒ノ中笑ニ第 一ヲ以テ要件トス品目テ或ル新聞ニテ 事政工業観察委長カ臼木工業ヲ視察セル報告ヲ見タルコトプリ彼視察員ハ如何回一日本コ穿ヲ評シタ ト云ヘハ彼レハ臼本ノ工業ヲ以日ア強対手トセ哲郎チ我日間ノ鏡北此ノ低熊 ルカ故ニ競争上彼ノ期間難ヲ感シタリ市シテ彼ハ終ニ於テ臼木ノ工業ヲ以テ怒 、ニ足ラスト 即チ職工- 教育ナク科学ト突地ト結ヒ付カサルカ故ニ将来ノ日木工業 凝ナルコ 能 ザルベキコトヲ報告セリ、知ルヘシ白木凶民ノ工業知識 発述セサ 今日 欠点ニシテ此欠点 裕フハ工業教育 拍ルヲ抑々笑地ノエ紫ヲ今日 於ケル程度ニ迄進歩セシメタルハ工業突築家ノ功ナザ此上ハ教育家ト工業家ト 致シテ悶閥均歩 進メテ以テ益々感大ノ城ニ蕊ラシメサルヘカラス然 フサレハ工業今日ノ進歩ハ勿綴ムニ足ラサルナリ余ハ府知事兵他ノ人卜協議シ大坂 学校 設立 ンコトヲ企製セリ恕フニ工業ノコトタル制約兵ヲ紋 カ如シ兵ユ於テ士官下士士卒ヲ妥可ハルカ如ク大坂戸一工業学校 設ケ下士宮即戦工長タルヘキモノ 養成シ以テ突業総習学校ヲ設立シ上等卒即チ職工 純一以タルヘキモノヲ養成センコトヲ欽ルナリ添械ヲ取扱フ者ハ多少然械ノ恕ヲ知一 サルヘカラス附靴工ニ相当 知識市宮スルハ当染者ノ知悉スル所ナ ン放ニ此殺 人ヲ養成ス 実業初期日学校ヲ大坂ニ設立スルハ叉秘メテ緊要ノ惑 リノ実業補羽問時寸校ハ欧洲大陸-一一於テ近比叶内で 行ハル、所ナ
HJ遊工業ハ笑日一一平和ノ戦
AT
ニシテ今カニ列国競争ノ半ニ在リ千八百八十一年工業ヲ以テ列悶ヲ陣腕セル
英国ハ大陸ノ工粂ノ俄一一進歩セル 見 之ヲ視察セシメンカ為一 視察良一ブ派巡シタリシニ祝祭長ハ仏独各間 一於テ工業 俄一一進歩セルハ工業教育ヲ施設シ科
学的知識ヲ授クル一一回出ルコトヲ英関女皇陛下ニ報告シタリ次テ八十九年マンチエスタ
iノ山中〈梁者ヨリモ視察同氏ヲ派セシニ其報告亦向然ナリシ
此実業教育ヲ施設センニハ初日一モ述ヘタルカ如ク実業家ノミナラス教育家ニ於テモ亦共立ヲ担当セサルヘカラス故ニ大成ニ工業学校ヲ設立スルコトュ就テハ余ハ将来日一尽力ヲ怠ラ ヘ 諸君ニ於テ亦工業教育ノ施設ニ注意セラレンコトヲ欲ス
(木村医『仲介上毅沼教育卒業小史』安江正盗、ム何間利雄刊、明治二十八年、四五
i
四八一氏)
【資料
9〕第六回帝国特別議会提出大阪工業学校創立予算案ならびに審議議事録(明治二十七年五月十五日開会、六月一一日解散)
「明治二十七年度歳入歳出総予算追加」
(明治二十七年五月十五日衆議院提出来決)
文部省所管
第閉山十
大阪工業学校創立
工業学校ヲ設立シ科学応用ノ工業ヲ間関シ技術ヲ精巧ニシ国ノ生成ヲ進ムルハ今日ノ急務ナリ一郎シテ大阪ハ近時 前例邸内シ四周亦工業ノ地多キカ故ニ同市ニ工業学校ヲ設立セントス依テ部立授九万七千百五拾弐円ヲ臨時部文部省所管第一一一款各項一一於テ追加トシテ予算セリ但此半額ハ大阪市ヨヲ献納ノ出際アルニ依リ之ヲ歳入ニ編入セシヲ以テ突際国路 負担ハ四万八千五百七捻六円ナ
リ
「明治二十七年度文部省所管予定経費追加要求設」明
治
十
七
年
度
文
部
省
所
管
予
定
経
費
迫
力日
要
求
説
明
経常郎副歳出ニ関スル件(絡)臨時都歳出ニ関スル件(第一
J第一一款略)
第一一一款
大阪工業学校創立政
第一項
新川高校
六人、一一一五一一一
000
二八、八
OO
一00
九七、一五二
00
第二円以
機械器具新調政
?九
3
??
右ハ明治一一十七年度予定経費要求書一一掲裁セシモ同年度予算成立-一五ラス然ル一一工業ノ発達進歩ヲ閉山ルニ於テ工業教育ノ施設ハ円以モ急要ヲ感シ該校ノ創立ハ日モ緩クスヘカラス依テ二十七年皮経費追加トシテ此資額ヲ要求ス大阪市一 工業学校ヲ創立セント欲スルニ校舎ノ建築及川市械器兵/新調ヲ契スルヲ以テ本年度-一於テ之カ設俄ヲ了シ二十八年度-一奈リ授業ヲ開始セントス綴フニ科学応用ノ工業ヲ輿シ機械 用ヰテ人力ヲ省キ旦技術ヲ精巧ニシ化学一一依テ百般/制法燦及廃物利胤ノ道ヲ総シ以テ国ノ生産ヲ巡ムルハ実一三
f臼ノ急務ナリノ
稲シテ此秘ノ工業ヲ輿サンニハ資本知識ノ二者ナカルヘカラス、資本 不足ヲ翠ヘサルモ知識ノ倣乏ヲ翠フルトキ 之 利用スルコト能ハス比レ 育ノ巴ムヘカラサル所以ナリ方今欧米ノ諸国鋭な工業教育ノ制 施設シ為メ一一銭万ノ財ヲ臨時シテ顔、、、ス近年英国カ委員ヲ大陸-一派シテ其技芸教育ヲ視察セシメタルカ如キ
日モ他国ニ後レサランコトヲ勉ムルノ認以テ見ルヘシ我邦工業教育ヲ
施スノ所唯工科大学東京工業学校アルノミ工科 学ハ主ト テ 附ヲ養成 来京工業学校ハ機工長ヲ養成ス然レトモ此レ未タ以一ア多数/生徒ヲ養ブニ足一フス則チ工業学校ヲ地方一一増設スルハ亦災一三
fB
ノ急務ナリ災位置ニ至テハ工業繁
盛/地ヲトスルヲ一吋トス何ントナレハ生徒ヲシテ日夕工場 観察セシムルノ使笈ト工業ノ趣味ヲ収得セシムルノ利益アレハナリ大阪ハ近時 業関輿シ四周亦工業ノ地多ク且関筋交通ノ要区ナル 以テ子弟/来学 一便ナリ日光レ大阪ヲ以テ工業学校 位置一一適当ナリト ル 以ナリ客年大阪市会ハ大阪一一工業学校ヲ起スノ建議ヲ為シ創設費 半額五万円迄ヲ献納ス トノ陳情書ヲ提出セリ依テ今此地-一工業学校ヲ輿シ機械工芸科及化学工芸科 ケ上等ノ機工及職 長養成スル所ト為シ ヲ卒フル者ヲシテ各実業-一従事セシメハ叉以テ我邦ノ工業
大奴工業学校創立に関する資料101 
ヲ娠作シ富強ヲ馴致スルノ基礎ト為スコトヲ得ン該校創立資九万七千百五拾弐円ニシテ此半額郎チ閉万八千五百七姶六円ハ大阪
部
翁
所 I
管
市ヨリ献紡スヘキニ付笑際関節ノ支出ハ四万八千五百七拾六円トナル
102 
二十七
ZEE-
一
九七、一五一一
000
一回綿一胤憎む儲一関軒幹細川一一編入ス
六八、一一一五 一
000
六入、一一 五二
00
一一入、八
OO-000
ニ入、入
0000
文
官主
|海
百寺
器店
日1
f;J 
日
第一一一秋大阪工業学校創立政第一頂新営資
第一日新営費
第二項機械総兵新調尚武
第一日機械総同社内新調設
明治二十七年五月
Jl九日(第四科第二万)
一
J
二氏。
(前山崎)
。政府委長(牧貯仲間制沼)第一ニ款ノ大阪
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一治学校創立校ノ九万
七千余円、日比ハ昨年モ拠出ニナリソマシタ大阪ノ工業学校ヲ新築スル政府デス、近米工業ノ発迷ハ災一一帯シイモノデア マス、従米輸出口問中ニ]業日間ト一スアモ
(中略)
ノハ殆ド然カツタノデスガ、近頃一一ナツテ数千万円/工業日間ヲ輸出スルニ主ツタ訳一アプリマス、叩我々工北米阿川ノ製法輸出ノ品川加 ル見込デペ打一止ハ誠ニ我凶ノ船底上ニ於テ悦ブベキコト、思ヒマス、サウ云フ状況デプリマスガ、滋日ニツ紋ケテ居ルノハエ栄上ノ教育ト一広ブ点 一於キマシテ、米ダ地
Mキ方針ヲ以一ア災ノ
向ノ者ヲ教育スルト…おフ道ガ十分ニムけでプ応リマセヌ、今日文部省ノ臨戦学校ノ中日ごア工業学校ト一以ブモノガプリマシテ三目名余ノ卒業生ヅ山山シテ出汀ノマスカ、中々ソレデ絞キ足一フヌ有様デプ汀ノ 会
f…的所工業的/学校ヲ緋ヘテ工業上
ノムや栄日一当ラセタイ、叶い剖ノ一山山間川一一応、スルヤウニシタイト云ア デス、尚詳細
ゴチザ
(吋明治二十七年度追加予算案町二四
J
一一五、七六
J
七七頁)
ノコトハ追々ゅよゲマスガ、既ニ大阪市モ此ノ必要ヲ認メテ大阪市会カ一ブ況万円マデハ寄附シタイト云ツ市会ノ決議デアリマス、五万円/大金ヲ ラ機ツテモシタイト云フノハ余税共必要ヲ認メヌ以上ハサウ一氏ブコトノ一一一日出セヌ訳デスガ、実際サウ云ア議決ヲシテドウゾ工業学校ヲ創立相成タイ 云フ山総議モブル位デスカラ、諮引相モ放ハ必一袋ヲ御認メ 阪とマス
(川町)
。(山口千代作お)ル大体/趣立ヲ滋ノ御説明日一モアツテ分ツテ賠リマスガ、此 ノ建築資デス
第一……款ニ就一プ人日
f少シ抑説明ヲ級ヒマスガ、此学校ヲ創立
λ
ガ、此学校ヲ此処一一段グト云フコトニナリマスルト共山引用ハ年々ドノ位掛ル御見込デスカ、教員其他殺々 技用ノ如キハドノ位、及ビ生徒百二十名ニ対スル民間川ハ災紡局ノ利引用ハ本年ハ請求シ ゴザイマセヌガ、本年ノ訪求 然イケレドモ将米ドノ位ノコトニナル御見込 カ。政府委員(牧野仲間山沼)将来 二万円バカリデス、之司ノ約カニ翻ベタモノモプリマスガ、先ヅ二万円位デス
O(
山口千代作活)
其御調ガアルナレパソレヲ参考ノタメニ一政裁シタイト忠ヒ
マス、モウ一ツ御問キ山中シタイノハ此学校一一入学サセル生徒ハ大学ト悶一ノ学校/人ヲ入レルノデスカ、中学卒業/人ヲ入レル御見込デスヵ、一一一十人宛閉年一シテ入レルト云フ災学期ノ程度ハドノ位デスカO政府委員(牧野仲間湖沼)
共点ハ山中シ落シマシタガ、問問皮ハ緩
P卑イノデス、
小学高等科卒業以上ノモノデス、職工長ト一一
Aフヤウナモノニナル駁リデ、比尚子
校へ混入ツテ来ルノデスO(
山口千代作活)
大学ノ工科大学ナドトハ全ク性質ヲ呉ニシタモノデスカ
全グ途イマス、信一〈修専一ノ学校デスカラ:::
O
政府委員(牧野仲顕君)
O(
加藤答布衛門君)
ヵ、一ザ〈浅草/工業学校ガアけツマスガ彼レ位デスカ
サウスルト其抑制度ハ東京/工手学校ト一一品フ位ノモノデス
O
政府委員(牧野伸顕君)
工
J子学校ハドノ伎ノ引制度デシタカ工業学校ヨリハ卑
イ積リデス 工業学校ハ尋常中学校卒業以上デスガ、小学高等科卒業ノ者デ笈イノデスカラ彼レヨリマダ卑イノデス、凡ソヱ手学校佼ノ程度デセウヵ、彼レハ一向実験ナドノコトヲシテ厨リマセヌ、叉 淑デ授ケ荷シ一ア級ク筒使ナ実験法ヲ与へテ印刷ルカ知リマセヌガ、工場モアヲマセヌシ笑験室モ無イト思ヒマス、此ノ方ハ工場ヲ建テマシテ専ラ製造等ノコトヲ笑験サセル獄リO(
加藤夜右衛門君)
A止モ総テノ御調ガアルナラ御廻シヲ際ヒマス、今一ツ承
リタイノハ其学科ノ種類ハドウ去フ ニスル デスカO政府委員(牧野伸顕君)ツニ加レテ居リマス、機械工芸'必ト化学工芸部トニツニ大別シテ、共内学科ガ叉細別 ナツテ賠リマス、機械ノ方
ソレハ学利カ
デアリマスト諸般ノ機械 製造等ノコトモア マ シ、叉化学工芸部 ト染物ト一試フヤウナモノモ混入ツテ庖リマス、ソレ等モ納カイモノヲ以テ御一不シ中シマセウO(
山口千代作君)是ヲ大阪-一
mm
クト一広ブコトニ就テハ是ハドウ云フ使笈ノガ
ガアルノデスヵ、東京一一段カズシテ大阪 位クト一広フ其位置デスガ、大阪人民
ガ此希望一一対シテ大阪ニ置夕方ガ便利デプルト云フノデスカ、
休日本ノ工業
ノ発達/目的トシテ彼地-一段クガガ必姿ト云フヨリ斯ウナツタノデスカ。政府委災(牧野伸顕君)
ソレハ御説ノ通リ大阪-一段クガガ工業ノ発達上便宜
デプルト認メテ大阪ニ絞クコトユ決定シタノデス、ト一一山ブモノハ今日ノ有様デハ関阪地方ガ工業ノ中心トナツテ股ルヤウナ有様デ、総テノ工皮口問/集散地-一
ソレカ一ブ辿モ学校ダケデ実験ヲ悉クシテ見セルト云フ訳ニ往
キマセヌカラ、折々生徒ヲ述レテ実際工場ヲ見セ ケレパナワマセヌ、ソレニナツテ賎リマス、ハ土地一一沢山ノ製造場ノアル所デナケレバ往カヌノデ、
一寸生徒ヲ引率シテ突
際ノ工場ヲ一応スト云ブコトノ便利ガプリマス、ソレカラ東京ヨワハお炭ナドモ成デプリマスカラ、実験モ容易ニ出来ルト一広フヤウナ 彼所一一建テルコトニナツタ デ、強チ双万円ヲ議決シタカラト云 訳デハアリマ ヌノデス(以下略)
明治二十七年五月二十二日(第四科第三号)、
一
J
一一一一弓
前略)
O文部大何回(井上毅世相)
私/山中上ゲタイノハ大阪工業学校ノコトデゴザイマス、
走ハ折入ツテ務宥ユ御相談ヲ願ブ約リデゴザイマス、此議会ハ短期/議会デアルカラ、ムハ釣月待ツタラ笠カラウト一五フ議論モアラウト思ヒマスガ、私ガ此 山す
て一ハ大坂ノ主的ガアワマス、大以ノ土地ノ有志家ノ鷲発
ト一去フコトハ綴ク美事デゴザイマスガ、公ガ巾一人 漸ク線ツタノデプツテ 其根一付気ガセクノハ拠上京フモノハ米ダ微カナモノデゴザイマス、人
f此子持ノ力デ纏リカネルヤウ
ナコトダ 向ブガ叉外レサウデアリノマス、立チ消旦サウナ掛念ガアリO主査(長谷川泰沼)
先達一ア大阪ハ大阪/実況ヲ御視察、ニ相成ツタノデアリマ
シタナO文部大限(井上毅君)
サウデス、向フノ有芯者ノ自然/発迷ヲ滋一一助ケタイ
ト一去ブコトガマア綴ク私ノ熱心ニ考ヘル所デ、若シ円だガ猶予ニデモ ルト大阪ノタメ 一甚グ恰ムノデアル、大阪/工業ノ発迷 皆 諸殺そ御熟察ノ通
F出品〈一一
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盛ナルノデアリマス、紡級機械||紡獄事業ノ如キ、此間大阪デ段々様子ヲ関イテ見ルニモl笑ニ競争どころデナイ戦争ノ話デプリマス 彼附門会社ト巡輪会社ノ競争ハ時三船ノ競争ノミデナイ、議員ト日本紡綴事業トノ問ノ競争 突入ハ日本ノ紡絞事業発達ノタメ支那等ノ販路ヲ奪ハル、懸念ガプルノデ、ドウデモ波スト一広フ気組ガプ 、叉曲一一〈カヲ比較スレバ今日本デ一番盛大ナ新規ナ事業トシテハ紡獄事業デプリマス、此春マデ一ニ十万錘カ一一一十五万鐙位デ突際迩動シテ居ル、機械カ此年末マデニハ七十万錘紡ム仕組ダサウニアジマスガ、ソレニシテモ印皮ハ一一一百万録 カラ、ドウシテモ比 ニ ラナイ勢 アリマス、ヶレドモ唯石炭ガ市川イ ト資銀ノ燦イノニ依願シテ今ノ所日本ノ紡獄事業ハ日新進歩ノ勢デ余程印皮人ハ恐慌シテ脂ルト一去フマア有様 ゴザイマス、然ル日刀故ニ此競争ノ勝敗ト云ブモノハ日本ノ将来ノ所認笥悶ノ進路一一取ツテ大変関係ガアラウト思ヒマス、多分勝テル ハ忠フ、走 ドウシテモ勝チタイトハ思フガ、併ナガラ此競争ニ勝ウト一五フ穏
一同業者ノ問心一致ニアル、ソレ
ト何分ニカナワンノハ向フノ奴ガ新聞記者カ何カヲ巡行 大阪辺ヲ視察サセ、サウシテ向フノ新聞紙一一日本ハ成程賞銀ガ厳
pm
イ、印皮ノ一二分ノ一、夕、併ナガ
一ブ日本ノ職工ハ米ダチツトモ教脊ノ発達ガナイ ソレデ職工ガ ルデイケナイ、印皮ノ職工一一一絞ブレパ大変劣ツタモノデアル、日本ノ紡総事業 取ルニ足一フヌト一広フコトガ見エテ賠リマスガ、成穏災点ハ余程 紋点デアツテ、機州側ヲ扱フニモ、例ヘバ将校アツ 下士官ナシ、隊長プツテ級頭ナシ 広 有様デ、職工ノ訓練教育ト一公フコトハ大阪ハ大変劣ツテ賠ルサウ リマス、デアル ラツエ築学校ヲ立テ教育アルモノヲ拶ヘテ段々補充ジテ行クヨリ外ニ途ナイト云フ出火業家ノ見込デプリマスガ、私モサウ考ヘテ居ル 右ハ紡級事業一一就 テノ一端デゴザイマス、災他州出 造一治ノコトモ今度工業学校日一般巡利ヲ設クル和主アゴザイマスガ、元米大阪近傍デハ従米栄治ノミデ、化 的 作用ニ出 四季一泊ヲ造ルコトガゴザイマセヌ 変澗ノ被造ニ マシテモ矢陣取日本ノ溜ノ如ク冬ダケノ仕込ダサウデゴザイ スガ 氷/作用
ii
氷家ヲ推ヘテ四尚溜ヲ造ル
コトモアルサウデプリマス、文部省ノ役人デ文部省ノ用デ造酒ノコトア調ベテ
104 
歩イタ外間人ガ日本デハ冬丈ケ溜ヲ仕込ンデ、後ノ一一一期ハ所論社氏ト一一品ブ機工ヲ遊バセテ霞キ、ソレカ一ブ桶並ニ外ノ機械モプセテ居ルコト 不利益ナルヲ知行ノ、氷ノ作用デ造沼ヲスレバ四時トモズツト出来ルシ、利益モ甚ダ大ナリ 云フノデ横浜デ中文相関製造ヲ企テタコトガプリマス、尤ソレハ外務大践ノ心配 漸ク抑ヘマシタガ、共外ニモ外 デ色々取調シタリ、又臼木/一偽造法ヲ改良シタラ莫大ノ利益ガアルト一五ア一家ノ考述サヘプリマス 叉泊ノ酸敗ヲ防グ化学的ノ作
mm
ノ如キ、是等ノコトハ一ツ試験ヲシタイト思フコトデゴザイマス、マア
一ニヲ挙ゲレバ其辺 コトハ目下笑汚ノ関係ノアル ノガカラ今度大阪ノ工築学校ノ方ハ打立テル答ギノ、学班ヲ主トシナイ絞リデ、兵辺ハ次官カラ御話取シマシタ ブウガ、右出叩シマシタ返リ六筒万ヲ待タレヌト云プノデ、今度追加予算ニ加ヘテ貰ヒタイ、此紡績卒業デアリマスガ、今闘ツテ厨ル最中 プリマスカラ、此
Zh一楽ヲ注ガウト云フノハ一日モ怠一ブレヌト云ブコトデアリマスカラ、
ドウゾ誤認ノ制御相談ヲ絞テ御前以成ヲ得テ、大奴工業学校ノ追加予算ヲ御協焚ヲ膝ヒタイ。主査(長谷川一本刑判)
半分出スノデスナ
。文部大陸 井上毅抑制)
サウデス
例説ニシマスルト
モウちっと学科/絞皮ガ高クナイトイ
O(
河原林義雄君)
カヌ、今度ノ御調デハ学科ハ卑近 ヤウデアリマスガ 追々尚子 程度 進メテ行クノデアジマスカO文部大霞(井上毅殺)
イェ、追立地メル積リ モナイデスガ
マア一一一通リ
成ルカト忠ヒマス、工業/方ノ学科/相何度ガ早グ一言ヘパ大将分 扮ヘル所トソレガ下公営伍長ヲ静ヘル所ト、ソレカラ今一歩下ツテ兵卒/訓紋ヲ ル所ト、ソレデ大将分ヲ務ヘル所ハコツチノ工科大学ナリ、ソレカラ京都ノ高等中学-一件付ツテ行ツ一一ノ京都ハム 法学ヲヤツテ賠リマスガ、共他工学ヲ設ケタイ、発ハ高体ザノ方デ、ソレカラ大阪ノ方ハ下士官ヲ扮ヘペ其下ハ工業補習学校、是モ大
阪ノ方ハ補問息子校ヲ立ツルコトガ必要ダ、
y
レハ大波ノ有士山中おそ其説ガアリマ
ス、ドウモ先ヅ大阪ハ日本ノ工業ノ中点トナルニ堪フル土地カト忠ヒマス、ソレデ今日本会問デ工業一一周ヰマス製造機械ノ馬力ハ水力ヲ併セテ一一一万馬力一一充タヌサウデプリマス、其内
万五千〆ケハ大阪ニアルサウデス、何分アソコハ
石炭ガ燦ク、賃銀ガ成ク ソレニ資本ノ集リガ笈シ、運搬ハ便利ガ笈ク、ドウモ大阪ヲ第一トシマスO(
河原林義雄君)
ヤハリ餓造科モ御設-一成ル税リツデスナ
サウデス、ソレハ化学ノ内ニ
O
政府委員(牧野仲間制活)
学科ノ種類ハ何デス
O(
目黒貞治君)
O政府委員(牧野仲間制沼)此問中上タ通リ器械工芸科、化学工芸科、此二ツガ大別シタノデ、此総械工芸科ノ内ニハ鋳造鍛鋭仕上ゲ金具製造板金 細工木具製造紡絞機地沼気工科造船ト一去フヤウナモノデス、ソレカラ化学ノガハ染物際造、ソレカラ陶器ト一去ブヤウナ ノデ九
スルト此学校デ修梁シタモ ハ此類/学問ヲ尚修メタイト云
。(目黒貞治世相)フモノハ、共よノ学校三一同入レマスカO政府委員(牧野伸顕窓)
ソレハ文部省ハ見テ居マセヌ、此学校〆ケノ目的デ
災以上ハ銘々 適宜一一任セルヨリ仕方カナイ
這入ラウトスレパ、ト一ノ学校一一這入ル程ノ学力ニ成ツテ蔚マ
O(
自泉氏治刑判)スカ
東京ノ工業学校ナドニ 這入レマセウ、出米/好イ
O
政府委員(牧野仲間山お)ノペサジナガラ普通学ノ方ガ乏シイカト思ヒマス
O
文部大臣(井上毅君)
工部大学一一這入ル人ハ位校ガ途ウ
途ツテ脂ルヵ、ドウデセウ
O(
自脱出貞治活)
O政府委員(牧野仲顕活)
級ク秀逸シタ者ハ這入レマセウ
O(
自然貞治殺)
所ガ高等学校司ノ卒業シタ位ノ者ヲ レヤウト云フ話デ:::此
上ノ学校ニ這入ルコトハイキマセウヵ、ソレカラ従米 学校ノ維持政ハ年々幾
ラト云ブ御見込デアジマスO政府委員(牧野伸顕殺)
ソレハ予算デプリマスガ、若シ是ガ出来マスレバ米
年度カラ請求スル積
ηノデ、其見込ハ凡ソ毎年二万円
ソレカラ入学スル生徒ノ年齢ハ
十問歳以上デ、上 別ニ制限ハアリマセヌ
O(
目黒貞治活)
。政府委員(牧野仲間断沼)。(河原林義雄君)
万門ト一去フ説ハ二百四十名ト云フ共生徒ノ員数ノ見込
成ツテ居マスナO政府委員(牧野伸顕活)
サウ
Jアス
O(
自然貞治君)主トシテ大陸ノ御説明ニ成ルコトハ此学校ノコトデプリマス
ヵ、兵他ハ如何デス、一款ニ款ノガハ
私ノ申上ゲタイノハ最モ此学校ノコトニ就イテデプリ
O文部大医(井上絞殺)マス、共他ハ次官カラ:・:別一 私ハ共他ニハゴザイマセヌO(塩田奥造世相)大阪府民ガ勤モスレパ止ムト云フ傾ガアルト云フノハ、こちら
ノ所諮支出金ガナイト云フト、其レハ渡-一止ンデ仕舞フト云フ傾ガアルト謂フ
サウデプリマセヌ、斯ウ諮フ事ハ所諮協議デ成立ツノ
方ノ其応ズルガガサウ件日夕役カヌト云フコトデハ向フデモ一人
O文部大陸(井上毅窓)Jアアルカラ、ノ事デナク、多クノ人ノ事デアルカラ、其協議ガ段ハレルト一広ブ懸念ガアル、併シ私ガ一限後一一聴イタ事デハナイガ、大阪/地方宮ノガデえろう「賛ふシテ居リーマ
ス
。(取防災造設)
間対ハ府会デ出シマスカ
O文部大臣(井上毅諮)
市会カラデス
成相続:・:ソレデ其金額ニ対シテハ大阪市民ノ認ミマスノハ刻
チ阿邸内公ニ顕シタ事ヲ叶印刷制シテ米タヵ、或ハ大阪市民ハ是佼/金額ヲ出スト云フO(
滋凶奥造世相)
コトニ就イテ是位ノモノヲ出シタラ笈カラウト一去フ街リカO文部大阪(井上毅者)
是ハ市会、テ決議シタノデプル
O政府委員(牧野仲間仙沼)
市会ノ決議ハ五万円迄ハ出スト一広ブノデアリマス、
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文部省デハソレヲ彼ヤ此ヤト参考シテ、建築品川機械ノ入山日等凡テ予然ヲ立テ、九タ一ブ、凡ソ九万七千円ニナル、ソコデ大阪デハ玖万円
mm
チ其学級迄ハ出スト
一広ブ協議デアルO(
塩間風〈造設)
O
文部大何回(井上毅沼)
成
車i:
半額丈ハ気張ルト斯ウ云ブノデブルj尚災他ノ事一一
就イテ御話ガアレバ判的 モ私出マス故、昨今ハ札止デ:::
〔此附文部大阪仲介上毅泡返席ス〕
一治鉱山以二例年カラ御姿求ニナツテ間的ルカ、現ムワデハ悶ヨリ
。(河原林義僻抑制判)狭除一アアラウガ、別段教場一 方〈ヘルト一広フ税ニナツテ
mm
ラヌカ、二十七年ニハ
十一一一間名入校スル見込ト一去アコトデア ガ、本年皮 川北丈ケ叩利ニ這入ルト一声フ御見込ガ附イテ間的ルカO政府委員(牧野仲間制活)
ソレハ礁カニ附イテ問的リマス
O(
河原林一心泌総刑判)
此生徒ヲ入学サセヤウト思へパ教場一一支ヘマスカ
。政府委員(牧野仲鎖刑判)
十町〈ヘマス
O(
目黒貞治殺)
O
政府委員(牧野仲顕君)
O(
問問中川貞治刑判)
生徒ノ月謝ガアリマスカ
プリマス
幾一ブ
O政府委員(牧野仲顕殺)
年-一弐拾五円、其外ニ附川口問料ト一一品ブモノヲ取ル、図
引紙ト公フヤウナモノヲ万一円宛取ル
日四時逓~…一一山
34
記宮中橋徳五郎沼私ハ用ノアリマス此吋ハ政府委員窓ニ限的リジ
マスカラ何時デモ御通知下サイト一万ヒテ退席ス〕
O(
寝間風〈迭刑判)
牧野サンニ郷母、不シマスガ、大阪ト政府トノ話/結末デスネ、
承ル所ニ依ルト半額ヲ出サウト、ケレドモ滋ンデ五万円迄ハ大阪市民ハ山山 ト一おブノ
Jアスカ
O
政府委員(牧野伸顕窓)
半額郎チ五万円山サウト一スブ協議デスガ、半額ト一民
フノデアリマス
。(続出奥造沼)
106 
然ラパこちらガ一一一万シカ出サナイト一以フ日ユナレパ大阪モ一一一
万円川町セテ六万円ト云ブコトニナリマスカ。政府委員(牧野仲間制刑判
}え
様
。(附品川災造殺)
ソレハ他ニ何トカ道ハナイヵ、其土地デ五万円出米ルカナラ
バこちらノ方ハドウナツ モ四万 カ剖万五千円トカ公フモノヲ山山サセルト云フコトハ余程六ケ数イノデスカ。政府委員(牧野仲顕お)法シ市川隠議会ノ議決一一依ツテ政府ノ方カラノ支出金ガ減ジマスレパ、大阪 モ自然減ル訳デプリマス、当リ前ノ所ハ
ii
ケレド
モ災処ニ査ツテ日比ルト系ト五万円丈ケ出 ト一五フコトデプルカ一フ、もう少シ気張ツテ山山シタラ宜カラウ 云アヤウナ事ハ或ハ庶民宮カラデモ話ハ出来ヌ限リハナイケレドモ其辺ハ話シタコトハナイ。(指印浴〈造活)
ソレハ子組丈カ
。政府委員(牧野伸顕沼)
左
様
O(
日間中川貞治認)
唯今ノ所ハ半額出
λ
ト云ブノカ
。政府委員(牧野伸顕刑判)
左
様
。政府委員(、氷井久一郎翁)
ソレハ差上ゲテアル
務最初ノ処ニ建議設ガ附
イテ間的リマスO(
白熱貞治沼)
政治ノ支出額ハ九万七千ト仮定シテアル、九万円ノナラパ四
万一九千円ト云フ訳デ カ。政府委員(牧野仲 制翁)
サゥデス、併ナガラ政府ノ計閥ハ九万七千円ト一一山フ
コトデアル、若シソレガ
|i
ソレヨリツ減ズルヤウニナルト政府ノ計回ト飢締シ
ア
ゴミ
ノレ
O(
目黒貞治刑判)
。政府委員(牧野伸顕君)
半額ハ大阪市ニテ負担スルト斯ウデスカ
1E 
j議
。(目黒貞治殺)
此戸地リナラパ成行ノマスカ
。政府委員(牧野仲間制翁)
ソレハ市会ノ議決デスカラ成リマセウ
午前十…時二十
宅、J
十hv内ぷ
fjizeず
d
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MM〕大阪工業学校設置ノ義ニ付上巾
昨年一一於一ア河川川文部大阪/内示日一起悶シ統一ア
昨年ニ去り交ニ間一トノ内総ヲ米シ捻州共途ヲ求メテ
E乙ヲ有志者一一政リ市参事会
ヲ慾滋シ逐一一之ヲ市会ノ議一一付シ創設的ノ内数万円ヲ得閉山シ以テ其設校ヲ閣下大阪工業学校設位ノ議タル遠ク一一建議セ ムルニ一会レリ悩米本市民本校ノ設促ヲ侠ツコト大平ス抑小阜市ノヱ梁ニ於ケル矧
Vl
ノ日出一一品川知セラ凡、如ク近時紙一一兆歩武ヲ進メ紡
約市栄ヲ始トシ諸般ノ工場日ニバニ兆数ヲ別加シ竹内勢殆ト氏止スル所ヲ知日ブス円五レ独リノ木市/幸福ノミナラスマ〈将一一国家 炭
V
ナリト雌モ唯如何セン共事業
ハ益発注セントシテ織ニ 引ニ当ルモノハ人日
fヤ成之官人ヲ仰げルコト統シ工業学校
/設は笠一日ヲ遊山批シテ可ナランヤ是一一於テカ関下半一 本市ノ控訴ヲ同体納セラ
そ山川ナ一フ
レ叉悶議/容ル、所トナリ既ニ竹内予鈴ヲ第五帝国ぷ 一一川向山山ざフレタルモ米タ
一一拠出セラピプ氏一一衆議院ヲ
廿州議一一上ラスシテ議会ノ解放ア通過シ今ヤ将ニ民族抗議一一上 多年ノ宿望ヲシテ成就セシメントスルニ及ヒ復hp政会解放/大詔ヲ拝スル一一会ブ工業午校ノ設位何ソ兵不学ナルヤ大阪市民/落胆モ亦山内パフルニ物ナシ殿、、ニア我大阪市 状況ヲ祭スル一一け下水市一 於 アハ水道/工事氏ニ災半日一服シ什片山以数ぼ万円 綴チ
z乙一一山中スルニ下水改良ノ本アリ災
政モ亦七拾余万円ニ上ル市民ノ負担既一一統ロシトナサス然リソ苅シテム
fV
〈大阪港
改築ヲ金凶シ計姻将一一成ラントス皆本市ノ利引尚一一閃スル近大ノ本業ニシテ殊ニ築港ノ本一タヒ其ヱヲ起ス 長リテハ伐用殆トな千万円ニ近カラントス災糸約
ノ設校ノ如キハ其必要ヲ知ラサ
ランヤ来シテ此時四一奈リテハ
ルニ非ラスト雌モ既 一之ヲ一胤ミル 一辺ア一フサランコトヲ恐ル工栄学校設校ノ事堂一日ヲ緩フシテ可ナランヤ伏テ滋一クハ悶下前隙当府ノ状況ヲ川'祭セ一ブレ此機ヲふ〈ス ナク第七談会 開会ヲ待タス述内一本校設院/御読議ブランコトヲ今ヤ
市民浴組ノ状況ヲ祝
nA木市ノ将米ヲ祭シ滋-一事情ヲ開陳シ特別ノ御処分ヲ奉仰
成此段上山
γ倹也
則自ト
aじドぃ、
qL14
CZAh
叫hu--
宇ノユ一ノ
Ija
寸ノ
ti
大阪府知事
尚一⑬
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UA
〕大阪市会一工業学校設置ニ関スル建議案」可決と
上京委員の選出(明治二十八年一月二十八日)
工業学校設民一一関スル建議記
議員後藤玉城ハ緊急問題トシテ一
セン、郎チ前年本会四一一於テ
議決シタル工業学校ヲ当市一一設立シ之ガ建築技/半額ヲ寄何セントスルノ件ハ、当時政
e肘ヨリノ第六術閑談会-一提案セラレ衆 院ヲ通過シタリシモ、不率ニシテ
解散セラレタリ、的テ必ズ本年ノ議会 一災議案ヲ提出セラル、ナラント予想シタル一一、総恕大隠/演説ニ依レバ臼清戦役/為メ新事業ハ総テ延期ストノコトニテ災提案ヲ見ズ、然レドモ戦勝/余山初日立
m-
一商工業ノ勃問問ヲ促スハ輿論ノ一
致スル所ナ ヲ以テ、本会ハ一得ピ前回ト同一ノ議決ヲナシ当局大路ニコトヲ裂ム、市シテ本建議案可決ノ上ハ本会ヨリ 員 名ヲ上京セシペ滞京中ナル怯村市参事会員ト協力シテ之ガ貫徹-一努力セシメントスト政ベ、議員
e川水
出次郎ハ建議案ノ趣旨ハ建築資ノ半額ヲ寄制限シ、工業学校ヲ本市 設立セント
名ヲトム山岡山セシメ、廿内衡-一当
スルニ衣ルベシ、而シテ市参事会員及市会議員会日ブシメントノ怠ナリヤト間ヒ、議員後藤玉城ハ然リト答ヘ、議員泉由次郎ハ本建議後一一釘成スベシト述べ、採決ノ結果全会一致 以テ木建議案ヲ可決セリ、込ニ於テ議員後藤玉城ハ上京委良ヲ選挙スベ ト発議シ、議員泉市出次郎ハ委員ハ一日モネグ東上スベク議長ヨリ注窓セ一ブレンコト 翠ムト述べ、他山一…災議ナ
セ
ン
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ク上京委員ノ選挙ヲ行ヒタルニ、当選者在ノ如シ
得票二十八京
一
機
虎
彦
国
議長代理者約原清太郎ハ横田議員ガ当選シタレバ承諾センコトヲ望ムト告ゲ、議員横田虎彦ハ不以内敢テ当ラズト雄、 ヲ承諾スベシ、而シテ本会ノ議決トシテ提出スベキ護部ハ如何ニスベキヤト間ヒ、議員後燦玉城ハ市会ノ議決ヲ執行スルハ市参事会ノ任務ナレパ其名義ヲ以テ提出スベキモノナリノト信ズト述ベ、議長代理者網開胤清太郎ハ然ラパ本会ハ之 議決シ 災手続ヲ市参事会ニントスルヤト問問ヒ、議員後藤玉城 然
HJ
ト答ヘタリ
任セ
(『大阪市会史』第二巻、七九五
J
六官民)
門資料
UB
〕大阪市会「工業学校設置一一関スル上京委員ノ報告」
(明治二十八年二月四日)
次同一議良償問虎彦ハ工業学校設置ニ関シ委員トシテ上京中ノ経過ヲ報告セン、先ヅ文部省ニ抵リ大厄ニ会見ヲ求メシ一一不在日一テ、秘
4引い骨口及番目記官-一面会シ本
市ノ希望ヲ飯情シ文部省ノ意 閲キタルニ、同省ニ於テモ其必要ヲ認メ本期議会一一提案ノ予定ナリシ六日消戦争ノ為メ財政上新川事業設の支出ヲ許サ守ル閣議ノ方針ナルヲ以テ奈何トモスル能ハズ、京都市ヨリモ美術学校設鐙ノ諮問削アジタレドモゑレ亦如上ノ事情ノ為メ請願ヲ容ル、抽出ハザル仕設ナリ、然レドモ大阪市ノ工業学校設立 希望スルハ毅モ諒トスル所ナ ヲ以テ其希望ヲ食徹スルコトニ努ムベシトノコトナジキ、次 大蔵翁-一歪リ 大医ニ間制ヲ求メシニ広島ニ出張シ不在ナリ カバ、雪記官-一一副会セシニ一同翁ニ於ケ 事情ハ文部-一比シ一一般閤難ニシテ災必婆ヲ認ムルハ文部省ニ談ラザレドモ一ノ要求 容ルレバ他ノ方問ヨリ種々ノ新卒業費ヲ姿求シ、到底財政上ノ均衡ヲ得ザレパ大阪市ノ希望ハ諒トスレド 如何トモ為ス能ハズト云フニ在リ、尋デ総理大医ニ会見ヲ求メシニ亦不十位ニテ其意ヲ田沢ス能ハザ
ny
キ、是-一一於テ此希望ヲ建議案トシ
テ衆議篠山一提出スル方法ヲ執りテハ如何トノ アリツ 、或ル党派ノ重要
ノ地位ヲド向ムル衆議続議員尚一二人ニ謀ル所アリシニ政府笑トシテ提出スルトモ通過セザルベ夕、又之ヲ実行スルモノトセバ協議ヲ変一史セザルベカラザレバ政
108 
府ハ間川窓セザルベシ、又建 案トシテ捻出スルハ必メシモ不可ナリト一五フニアラザレドモ、良好ノ結果ヲ得 能ハザルベシ、故ニ事ロ大阪市ヨリ〆共創立資ノ半額ヲ負担ストノ条件ヲ付シ競阪スルヲ可ナリト認ムトノ訟見ナ シ、要スル-一如何ナル方法一一依ルモ目的ヲ達セザルベカラズト思惟シ、経過ノ概略ヲ市参背中会 一定報シ霞キタリ 市シテ衆議院議員前川綴造・輩出文一 郎ノ両氏ニモ協議セシガ、前川氏ハ既ニ建議案ト 提出スル考案ニテ其草案モ脱稿セ ヲ以テ直ニ提出スベシトノ怒見一一シテ、史郎氏ハ出米符ルナラバ政府 ト テ提出セシムベキ意向ナジ モ、到底望ミ得ベカラザルニ依リ己ム 符ズ副総議案 シテ提出スルノ外ナシト一五フニ帰務シ、一仰シテ提出セパ約八十人ノ賛成ヲ符ル見込ナルヲ以テ、本月一日 書記官ノ手許迄提出スルコト、シ本月一日怒記官日一沼会シ予メ計ル所プリシニ、設記官ハ本件ハ全然絶望 ベキモノニア一ブズシ日ア、此妥務ヲ術ピ広'偽へ出張 タル者プレパ、新出時見合シテハ如何トノ主意ニ依リ向日提出スルコトヲ猶予シ、翌 松村九兵衛氏ト共ニ文部大医 官会 訪ヒタルニ、生憎不在日一 テ会見スルヲ得ザリシモ同大医の意 議記宮ノ一日両日一徴スルニ一将二一間一際ノ必要ナク務ロ大蔵省ノ意向ヲ磯メ霞ク 得策ナリト公フ一一在ルモノ、如シ、乃チ本同只ハ大蔵省ニ抵リ交渉セシニ前日ノ…一一日 同 ニシテ文部省ノ尽力ニ依リ絡ボ実行ノ巡-一変ルベシトノコトナジシヲ以テ之 信総シ、ソレヨリ炎族院 交渉 霞クヲ得策ナリト思惟 、中川附信行氏 介シテ近衛公爵三郎謁シ懇願シタルニ、公爵そ本市ノ事悩三叫いきブレ尽力スベ ト明言セレ尚鈴木霊述、末広重水、折岡兼至、川島
uM附氏等ヲ歴訪セリッ、以上ノ経過ナル
ヲ以テ政府案トシテ提出セラ レバ議会ノ協賛ヲ得 ニハ延供スル必妥ナノ見込ナ ドモ政府ノ同意ヲ得ルハ却テ凶難ナリト思考ス、市シ 翁阪市
Mヲ提
出スルコトハ建議策ノ提出セラレタ 後 モ差支ナク之 関シテハ松村、前川阿氏ニ依頼シ建議袋ヲ提出スルカ先、ツ訪問側議ヲ提出スルカ 臨機ノ処援ヲ執
ラレンコトヲ希蔑スル皆申シ陵キタリト報告スルヤ、議員間腕谷五兵衛ハ検問議員ノ労ヲ謝スルニ余リアリ、要スルニ政府間出来トシテ提出セラル、ヵ建議集又ハ諮限設トスルカハ未ダ確定セザレドモ、事件ノ経過ハ了解セリ、然 ニ新開附紙ニハ昨日成-一建議案トシテ提出シタリト記紋セリ、果シテ事実ナ ヤト問ヒ、議長績回虎彦ハ前述ノ如ク一日一 セント タレドモ、書記官ノ注意ニ依予見合シタリツト答へ、議員溺谷五兵衛ハ事実現瞭セリト述ベ、議長代浪者約際清太郎ハ散会スベシ 宣告シ、午後五時五十五分散会セリ
(吋大阪市会史』第二巻、八六七
J
九百
H)
門資料
nu〕第八回帝国議会衆議院「工業学校設置一一関スル建議議」
ならびに審議議事録(明治二十七年十二月二十四日開会、二十八
一十七日開会)
「衆議抗議事務記録」第一一一十号
明治二十八年二月十三日、五一回
J
五一五一氏。
O議長(楠本正隆設)(前略)||次ハ第七工業向子校設佼ニ間関スル建議案
会主
_5:17 
七
工菜学校設資ニ関スル建議案(前川川綴造君外十一名提出)
〔左ノ議案ハ朗読ヲ経サルモ参照ノタメ滋ニ掲載ス〕
工業学校設置-一関スル建議
我国ハ入。
fヤ空前ノ経運エ際会セリノ外征ノ部連戦捷ヲ爽シ其ノ目的ヲ迷スル期
シテ待ツヘシ荷シテ昨秋後叉国力ノ充実ヲ全ウセサルヘカラス故ニ一方ニ於テ熱心以 商業ノ振作ヲカムルト同時ニ他方自一於テ鋭立以テ工業ノ感大ヲ謀ラサルヘカラサルナリ而シテ能ク我工業ヲシテ真 ナル機連日一途セシムルニハ予メ先ツカヲ工業教育 拡充-一尽サ、ルヘカラス果シテ然ワトセハ適笈 地-一適当ナル工業学校ヲ設立シ以テ新薬一一関
λル智識ヲ開発シ斯業ノ発達也一資
スヘキ材能ヲ養成句ハルノ
本ハ耐火ニ我関今日ノ一大要務ナリ市シテ其ノ之ヲ
設立 土地ノ点ニ於テ現今ノ状勢-一照スニ大阪ヲ以テ最モ適当トス悶テ
政府ハ速一一工業学校ヲ大阪町一創絞スルノ件ヲ踊定シ之ニ婆スル絞山氏ヲ物件シ之ヲ予算ニ…綿製シ以テ本期ノホ
w閣議会一一提出セムコトヲ恕ム
お建議候也
O議長(附仰木正隆殺)
前川綴造世相
〔前川間腕治活淡段目一授と
O前川際法務(百六十間番)水員始メ十一名 人々ヨリ挺山山致シマシタ所ノ此工栄学校日一関シマスル建議案デゴザイマスガ、走ハ御承知/知山ク第六議会ノ時分ニハ予算然トシテ出 シテ、サウシテ本会デ以テ会会一致ヲ以テ可決シタ一所ノ案デゴザリマス、別チ此大阪一一工業学校ヲ設佼ヲシ 、サウシテ災経政ノ||
設泣ニ市民スル所ノ技用ノ半額ハ大阪市ガ負担シ、半額ハ邸時カラ 之ヲ支出スルト一広フ案デゴザイマス、本年ハ鉱山論政府ヨリ拠出ニナルコトト考へテ路リマシ夕、所ガ誌リ共事ガ予算 拠出ガナイノデゴザイマス、院ダ其中山引ヲ逃憾 一思ヒ スルガ故ニ、政府 建議ヲ致シテサウシテ此索ノ提出 見タイト云フデゴザリ 、御承知ノ如F此工業ノ教育ノ必姿ナルト ムフコトハ、今更愛ニ喋々述ベマセヌデモ 皆様 御承知ノ事デプリマスガ、殊日 今日一層ノ必要ヲ感ジタ訳 アル、此外征ノ師ガ述戦述捷ヲ奏シマ 、兵力ノ戦ニ於キマシテペ其大捷ハ刑制シテ待ツベキコトデア マスルガ、依此後間関力 戦ニ 全ッテドウデゴザリマセゥ、此兵力ノ戦-一勝ヅタト致シマシテモ、別問カノ戦一一万 敗ヲ取ルト云フガ如キコトガ リマシタ時分ニハ ソレコソ図家ノタメニ 変デプル、ソレ故山一何処 デモ此財力ノ戦ヲ為 云ブコトニ就イテ、大一一回ヲ注ガナケレバナラヌト公フコトデゴザイ スガ、俗此刻カ ヲ為ス上去フコト方法如何ト開へバ、則チ此商工業ヲ感ニシ 商工業 発達ヲ期シテサウ テ是ト籾戦フヨリ他-一道ハナイノデゴザイマス、所ガ、此商工業ノ発達ト一トロニゆシマスレパ簡単デハゴザイマスル 、併ナガラ之ニ要スル所 費用ト一去フモノハ、是ニ要スル所ノ材料ト市中シマスルモノハ、何カト云ヘパ 附則チ第的トナル所ノモノハ、教育 アル、第一三公ヘテ庭ル所ハ此教育ヲ受ケタ者ガ
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乏シイ、則チ工業ニ関スル一助ノ教脊ヲ受ケタ者ガ乏シイト云フコトガ、第一ノ倣点卜相成ッテ股ル訳デゴザイマスカラ、此必要ニ応ズルエハ、熊チ此工梁一一関
λル所ノ教育ヲ盛ニジテ、サウシテ之ヲシテ発途セシムルト云プコトヲ諮ズ
ルヨリ外一一策ハナ ノデゴザイマス、所ガ之ヲ大阪-一怪グト一広ブコトニ就キマシテペ即チ数多ノ期化的ガゴザイマスル、今川平簡一一共理由ヲ山中シマスレパ 則チ大阪ハ工業ノ非常-一発途シタ所デア ト云フコトガ、第一/波山デア 、統計一一
-m
ヅテ日比マシテモ、此工業ノタメニ資ス所ノ、工業ノタメニ会社紫クハ一
私人デ以テ経営シテ賠ル一助 事業ノ吹用ノ総資金ト山中シ ルモノガ、…千八百万円以上ニ上ヅテ賠リマス、之ニ 袋スル所 同刷 ノ数モ殆ド四万 一一千人パカワモゴザリマス、悦州総〕一致シマシテ、問父宮リ年々生法致シマ 所ノ生産額ト中シマスルモノガ、 一千間百七十万円余ニトムッテ賠ル卜云フコトデコザイマス、此等ノモノヲ全隠 比例ヲ取ッテ山中シマスルト云フト、殆ド企図工業ノ半数ヲ大阪デ以一ア点メ一ア応ルト一五フ所/出火際ノ有様デゴザイマス、ソレ故一一此大阪一一持了ア往ッテ工業 教育ヲ施スト 以フコトハ、笑ニ必要デア ノミナラズ、此大絞ノ工業ヲ幼ケル?一以ブノミ
Jアナクシテカラニ、此工業教育ト一五フモノヲ純
スJ
ニ於テ、非常ナル促利ヲ符ルノデアル、郎チ此ユ梁ノ学出ト云フモノハ、
ゆスマデモナイ実際司一就イテ学問デ イマスカラ、限ア 所 尚子校 以テ机ノ上デ教ヘルト云フコトデナ夕、実地ニ就イテ学問ヲスルコトガ艇メテ必
MVM
ナ
コトデアル、所ガ之ヲ今 地ニ就クト一以ブコトニ就キマシテハ、話リ此事業ノ感ナル工場ノ多イ ニ持ッテ往ッテ、之ヲ施スト一以ブコ ハ、最モ便利デアリマスカラ、此工業ノ字問ヲ為スト一五フ上ニ 、大阪ハハ似モ適当ノ地デ ルト一一一臼ハ ケレバナラヌノデアル、殊日一先日米そ本院 多数/決議ヲ以テ可決致シマシタ所ノ彼ノ製鋼所法集ノ如キモ、多分此箪図事治ヅテ後 一 、必ズ其設立ヲ見ルコトデアラウト考ヘマスガ
ρ必然寸ニ対シテモ職工ヲ姿スルコト、附則チ
工業ノ教育プル者ヲ姿スル 公ブコトハ、山中 マデモナイコトデゴザイマスカラ、
λ円γヤ軍悶多本ノ時デハゴザイマスルガ、件品多事ノ時デアルカラシテ、山向吏
日十ク此物ヲ設ケテ、他日ノ備ヲ為スト云フコトハ必姿デプラウト考ヘマスノデ、ドhh日此案ヲ拠出数シマシタ勉怠デゴザリマスカラ、御賛成ヲ得マシテ、政府
110 
ヨリ一余念一一込一一安スル所ノ絞技 予算ヲ立テスサウシテ本会ノ協焚ブ求メ一ブル、ャウニ致シタイト公フ趣怠デゴザリマス、賛成ヲ請ヒマスO台本栄台沼(六十四議)ちょっと質問致シマス、此迷議案ハ校則ノホ寸断似ハ大阪デ出シ、半額ハ悶路デスル カ 石フコトデプリマスガ、ソレ三必ヒアリマセヌ
;!J 
O前川娯治刑判(百六十四茶)
イ
サウ
Jアス
。吉本栄吉お(六十
m開設)
サウスルト、昨年実業/教育一一十双万円補助スルト
一以ブコトヲ決議ニモナッテ法律ニモナッテ股リマスガ、アノ法律ニ依ッテスルモノカト考ヘル、
mA
シテ然ラバ此帝国議会一一於テ斯ノ如キ決議ヲスルコトハ、
必姿ハナイヤウニ忠ブノミナ一フズ、此建議案ヲ見マ ト、半。綴ヲ大阪デ出スト一スブコトペ何モ見エマセヌガ。前川線造罰判(百六十四番)ソレハ詰り守閣議会ノ側カラゆシマスレパ 半額ヲ出スト云ブ訳デハアリマセヌガ、大阪市ガ別チ川比一一対スル半額ノ枝問川ハ寄付スルト云フコトハ、予テ申立 ァ、ァ 帝閣議会一一モ其前駅ガ出テ限的ルト考ヘマス、ソレデ此ムワ御話 ル通リ、昨年/出火栄教育日 刻スルノトハ退フ、耐火業数育ハ悶節カラ補助 ル フノデアル 是ハサウデ ク街路ノ費用ヲ以 控ヤウト一五ア其山中ニ、大阪市カラ技用 半額司ノ寄付シヤウト云ブノデスカラ、全ク性質ガ迷ヒマ。吉本栄首諮(六十四議)
近県ノ山川県一一一於キマシテモ、工業学校ヲ山川良ニシテ
例ノ十五万円ノ中ノ補助ヲ受ケテ巡ッテ厨ルニモ拘}ブズ、大阪ニ問問ヅテハ他/近イ所
mM
ノヤウナコトガ出来ヌト一広プノデ
li
大阪デハ出来ヌカラ逃ッテ呉
レト一スブノデスヵ、此内総一ア山政ケバ、大阪グケデハ出米ヌト一広 ノデスカ。前川線造設(百六十四番)大阪 ア出米ル出来ヌト云ブコト 別問題
mmU
フ、
大阪市ノカデ工業学校ガ出米ル出米ヌト云ブコトハ 別問題デ ガ、政府ハ別
チ此閣時ノ政府ヲ以テ工業学校ヲ置クト一広フ必要ガアルナラパ、之ヲ大阪ニ設ケルト云フコトガ故モ適当デアラウト忠ブ。吉本栄吉お(六十四番)
政府ハ必要ガナイト思ブカラ出サヌノデ、発案者、タ
ケガ必要デアルト思ッタカシ出シタノデ、時節約悶依ヲ起シデモシナケレ ナ一ブヌト一去フ:::O前山川根治活(百六十間後)ィ、ソレハ極端ナ::
日同佼ヲ起スト一広プ程サウ沢山/金ガイルノデハナ
O吉本栄台教会ハ十四番)
併シ災上入用ナラパ先手ツ閤依ト守口ハナケレパナラヌ
。前川棋造お(六十凶器)
悶依ト一以フテ僅ニ一一一万ヤ二万ノ金ニ国債之がッテ近
ルト一去フヤウナ議論 、桜端デ、左様ナコ デハナイO議長(仙仰木正隆設)
日比ハ反対ガゴザイマセヌガ、東尾殺ハ通告-一ナッテ間的リ
マス、ガ:・:。東尾
wT
太郎刑判(百十四番)
反対ガナケレパ山演説致シマセヌ、時期モ後レテ活
リマスカラ。井上彦左衛門君(百一一一十八悉)
発ハ例ノ通リ委員ニ付託セラレムコトヲ
〔「委員付託賛成」ノ戸起ル〕
O来鬼平太郎君(百十間番)モナイ、第五、第六ノ議会デ政府ガ提出シテ工業学校ノ創立校ハ九万七千百冗
直ニ採決セ一フレタイ、委員一一付託スル程ノ問題デ
十二円、其中大阪府ガ学パヲ寄附スルト 去フノデアル、威一一-O議長(楠本正降翁)
委只説ガ成立ッテ腐りマス、九名ノ委良一一付託スベシト
ゆスコトニ河窓ノ諸君ハ起点
起立者
多
数
O議長(術本正隊司ね)
多数ト認メマス、委員ハ指名ト心得マス(以下略)
「衆議院議事迷記録」第三十一号、明治二十八年一一月 問日、五…七支。特別委只左ノ通リ指名セリ
工業学校設置一一関スル建議案務査特別委員
東尾平太郎潟
河原林義雄治
弦間ふり〈三郊沼
佐々木政父お
守屋
m山村順之助活
此幼君
rJ!J 
JI[ 
市島
河
野
岩古口殺
伺別法沼
謙土口刑判
「衆議民議事速記録」第一一一十二号、明治二十人作十二月十五日
u、五二九又。
(前略)
特別委員長及理事友ノ通リ当選セラレタリ
工業学校設校一一関スル建議案察官官一特別委員長
河原林義雄震
間理事
前川線治混
「衆議院議事速記録」第四十七号、明治二十八年一一一月十問日、八五四
J
八五五叉。
(前略)
。議長(楠本疋際世相)
次ハ第七、工業学校一一関スル後議案河原林義雄君
第
七
工業学校設絞-一関スル建議案
ヘ特別委員
J
f長報告」
〔河原林義雄君演壇ユ後ル〕
例ニ依リマシテ工業学校設佼ニ関スル建議案ノ特
O河原林義雄君(百十五橋)別委員会ノ経過ト結果ヲ御報道致シマスデゴザリマス、此建設案/審交委員会ハ一一万十五日ニ委員長理事ノ選挙ヲ終ヘマシテ、同月十八日二十一日本月六日ノ一一一間ヲ以テ
z税交ヲ結了致シマシテゴザ汁ソマス、比佐議案ノ大要ハ先キニ提出
者モ演説セラレマシタ如夕、何回下此日清ノ戦争ガ終局ニナヲマスルト一般、我邦ノ商工業ヲ振興シナケレパナラヌ、然ルニ浪人目
Jノ此工業ノ有様ヲ見マスルト、
比工業ニ必要ナル相当ノ技手職工杯ニ非常一一紋乏ヲ告ゲテ賠ルコトデアル、然ルニ戦局ノ収マヲマシタ後、諸般ノ工業ガ起ワマスコトニナリ レパ、尚更HA等ノ職工
ω一一小足ヲ比口グルコトデプルカラ、ソレデ関関ニーー
i
最モ工業ノ盛ナ
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一ノ工業学校ヲ設ケテ、東京ノ工業学校ト来磁相応ジテ、此
工梁教育ノ発途ヲ図リタイ、悶出テ当議会日一於一ア此設計予算ヲ発セ一プレンコトヲル大阪市ニ於テ、望ムト云フノ趣怒デゴザリマス、委員会ハ大体 一 於キマシテ、此建議案ヲ採用スルコトニ決シマシテゴザリマスガ 提出者ノ怠ノ如夕、当議会一一此 裟ヲ求メルト云フコトハ、今日ノ場合如何デアラウカト一広フ考ヲ以チマシテ、段んべん審議ノ米此建議集中「本郊ノ」ト一広フ一二中
Tヲ削除スルコトニ全会一致ヲ以一ア、決
シマシテゴザリマス、大体ノ御報告ハ楚ダケデゴザリマスルガ、御参考ニちょっと述ベテ霞キマ ノハ、此学校 目的ハ現時ノ工事ノ状態ニ従ヒマシテ、有用ナル技術者ヲ養成シヤウ 一広 目的 ルガ、修業年間 先ヅ閉鎖年ト一広ブコトニ時間メマスル 云ブコトニナリマスルト 本校デ卒 シマシタ生徒ガ底ニ上等ノ職工若クハ職工長トナルコトハ兆一ダ難イ、ソレデ十化学中-一於テハ、此将米実業ノ基礎トナルベキ学科ヲ実地/練習ヲサセマシテ 卒業後ハ一ト皮普通ノ職工- 致シマシテ、段々此実業上相当 経験 積 シメ 上タザノ総工長自一地位ヲ進メサセルヤウナコトニシタラ宜カラウト一公ブ大休学校ノ目的デゴザリマス、学科ハ東京ノ工業学校ト絡んベ肉ジ訳デゴザイマシテ、大別ヲ致シマシテ機械 裟科ト、化学工芸科ト二科-一分チ シテ 機械工芸科ノ方ハ、数学、物理、化学、工共同市法、応 化学、図閥、機械、制獄図 、簿記、ゑ等ノ普通ノ外ニ電気工業 或ハ紡絞機械、共他ノ専修科ヲ
mm
クコトニ致
シマス 叉化学工芸科ノガ 、是ニ属スル普通科ノ外ニ染色、酸造、薬品製造等共他ノ専修科ヲ属セ ムルコトニ致シマス サウシテ生徒ハ此機械工芸科、化学工芸科共ニ百二十名ヲ定員ト致シマシテ、
一筋年一科三一一十名宛募集スル、
入学ノ程度ハ年齢ヲ十凶歳以上トシテ、高等小学校ヲ卒業 タモ ト致シマスソレカラ職員 学校長ト機械工芸科 教授三人、化学工奈科ノ教授三人、物理数学教授一入、助教授十四人、専務員一一一名以上ノ幾模一一致シマスルト去フト、経常ノ貸用ガ凡ソ二万九千 四十円程ニナワマスル ソレカラ此今回創設シマス費用ガ、新営費ガ六万八千一一一百五 二一円カラ、機械禄具ノ新調組制ガニ
万八千八百円、此州開設校ヲムロセマスト九万七千百五十二円ト一一品フモノニナリマス、尚ホ御参考ニ
am
述ベテ陸キマスガ、此学校設段ノ事-一就キマシテハ、大阪
112 
市ヨリ子テ其工業学校設置/場合三金レバ、共創設費ノ金額九ソ十万門ト見絞了ア、共半額ハ大阪市ヨリ寄付スルト一広フコトヲ予テ参事会ノ決議ヲ以テ、同府ノ知事カラ山中出 障問リマシタコトヲ承知致シマシ夕、山同ホ本会モ二月一日付ヲ以テ大阪市参事会カラ創設費ノ半額ヲ大阪市デ寄附ヲ致 カラト一広フ請願ガ出マシテ、即チ請願委員長ノガカラ参考トシテ此特別委員ノガへお簡ヲ廻ハサレマシテ、委員会ハ此大阪ノ山中出ヲ認メマシテゴザイマス、先ヅ御報道ハ是ダケデゴザイ スO吉本栄吉沼(六十間番)
私ハ質問デハアリマセヌ、今委員長ノ報告ヲ聴キ
マシタガ、委員会ニ於キマシ モ、 本郷 一一一字ヲ郎ラレ ノハ、誠ニ尤ナトデ、私モ大-一一賛成致 、
MM
シ此三ゆナヲ郎ッタバカリデハ、例ヘバをしろ
いヲシテ顔ニ墨/附イタノヲ気ガ問カヌト云フヤウナ話デアル、故ニ私 下ヨヲ一一一行自ノ「政府ハ速ニ」トナッテ活ル此「迷ニ」ト 気フ 削リタイト考ヘマス、委員会ニ於テ「本期ノ帝閣議会」ト云フコトヲ削ラレタノペ此財政如何ヲ計ッテ茶時機ノ奈ッ よデ致サウ 云フ都デ削ラレタコ ハ無論ノ話デアル、然ル一一「政府ハ速-ごトシテプリマスルト 附機ノ如何ニ拘ラズ悶↑クト一広フ怒味ニナル、サウスルト本期ノ議会ト云プ「本期」ヲ ッテ「速ニ」ト一去フ字ヲ其縦一一夜クト 今 モ議案ヲ出シテ間町内レト斯ウ一広アヤウニモ見エル、出川チ委員会ノ修正ノ怠ニモ途ヒマ ガ放一一、私ハ「悶テ政府ハ時機ア計リ工業学校ヲ大阪ニ創樫スルノ件ヲ協定シ」 致シマスルト、委員会ノ修正ニ 相協とマスル、父サウ致シマ ト、此建議案ト 広ブモノハ 最初ノ関ト 五フモノハ工業学校ヲ設後スルコトハ必
-m古田一シテ、今日ヨリモ設置シナケレバナラヌ
ト一広フコトヲずっと似ベテ往ッテ、然リト脈モ斯ウ 広フ軍関多事ノ時節デアカ一フ、附機ノ如何ヲ見合セルト 五プコトニナル 抑務相帆挫ノ法ニモ適ヒ 文寧ノ方カラ往ッテモ笈イト閉山ヒマスカラ、サウ云フコトュ致シタイト考ヘマス
〔「賛成々々」ト呼フ者アリ〕
O
議長(附仰木正隆君)
本案ニハ焚成ノ通告同名アリマス||東尾平太郎沼
。東尾平太郎君(百十四番)
(「採決々々」ト呼フ者ア
ちょっと
一合同シマスガ
リ)吉本君ノ修正ハ受綴同意デプリマスカラ、賛成ヲ致シマス、加-一反対ガナケレパ演説ハ致シマセヌ。議長(総本正隆君)
吉本刑判ノ修正ハ賛成ガアッテ議路トナジマシ夕、吉本部判
/修正一一同窓ノ諸君ハ起立一
起立者
多
数
O議長(術本波路窓)
多数ト認メマス、就イテハ該案ノ総了ヲ報ジマス
〔資料臼〕第八回帝国議会貴族院
工業学校設置ノ件し
「資族院議事速記録」第三十六号、明治二十八年一一一月十二行、五二
O
一氏。
次ニ工業学校創立ノ箭阪会議ヲ問キマス、
O
議長(侯爵蜂須賀茂諸君)
意見書架工業学校創立ノ件大阪市参事会大阪府知事山田信道量出
右ノ請願ハ工業学校ヲ設立シ設問山間以ナル職工ヲ養成スルハ悶下ノ急務一一シテ之ヲ設立スルノ位鼠ハ大阪市ヲ以テ恰当ナリトス故ニ其ノ州制ム以内以凡ソ拾万円ト仮算シ其ノ半鎖五万円ハ本市ニ於 之ヲ隊約スヘキヲ以テ速一一之ヲ創立セラレムコトヲ希望シ年米感々政府ニ建議セリジ髪一一第六議会-一一於テ政府 此建議ヲ採用シ本案 提出セラレシカ衆議院ノ可決スル所トナリ将サ 資族院ノ議-一上ラムトシテ不幸解散ノ命下リ其ノ成立 見ル能ハサリシハ痛惜拾ク能ハサル所ナリ今回必ス政府ヨリ提出セラレムコト 鶏望セシニ寧凶多事ノ故ヲ以テ中氏セラレふ〈し認ノ一会一一地ヘス若 斯ノ如ク シテ歳月ヲ経ハ独 時機ヲ失フノミナラス工業ノ発達遂-一製ムヘカラス放ニ木市熱望ノ夜 ヲ洞察セ
ラレ迷ニ該校ヲ創立セラレタシトノ回悶趣-一シテ炎族院(飢なノ大体ハ採択スヘキモノト議決欽侠図テ議院法第六十五条一一依リ別冊及送付侠也
明治二十八年一一一月
臼
貴族抗議長侯爵
蜂須賀茂詔
内閣総理大臣伯爵伊藤博文段
O
議長(侯爵蜂須賀茂商君)
是レ亦御異議ナイト認メマシテ原案ニ決シマス
門資料
M〕牧野伸顕「大阪工業学校創設ノ緊急ナル理由」
大阪工業学校創設ノ緊急ナル理由
大阪工業学校創設伐ハ臼ニ第六議会一一於テ衆議院ノ協賛ヲ経タルモ何段ノ解散セラレタルヲ以テ民族院/議決一一至一ブサリシハ深ク巡憾トスル所ナワ今ヤ兵市内俊徳闘』日ホ
hタム許可一際シ創設/事業ハ概ネ他日ヲ待ツヘキニ拘ハラス此際一件ヒ本案
ヲ提出スルノ巳ムヲ得サルモノハ左
/m
悶ツノ理由アル一一依ル
第一、図下我国ハ清用問ト事アワト雌遠カラスシテ全局ノ大捷ヲ奏シ以テ平和ヲ回復スルニ至ラン市シテ平和ノ後外国 衡ヲ争フヘキハ鉄火 戦一一非スシ 貿開却ノ戦ナリ陥シテ貿易ヲ隆縫ナ一ブシメン 欲セハ須ク允ツ製造工業ヲ振作 ベキコト今認ニ多一一日スルヲ嬰セス今ヤ我国ノ工業 駿巡ノ勢アリト蛾之ヲ欧米諸刷出ニ比スレハ尚ホ容淡ノ遂アルヲ免 ズ殊一一輪近ノヱ栄 進学術ノ応用一一依ルモノ多クシテ我鴎英知識ヲ兵ブ 工人目一乏シ放 一之ヲ養成スルノ学校ヲ関西工業ノ中心タル大阪一一設立 ハ突一三
f日ノ急務トス抑々人物ノ義成ハ一郭一
タニ能グスヘキエ非スシテ必ス数年 歳月 要ス議シ 設立 第六談会ノ時-一夜リテ巴ニ早シトセス然ルユ今日 歪 モ
wM附明日弥久以テ戦争終局ノ後
ヲ待ツ如キコトアラハ走レ徒ニ緩急ヲ制限ルモ ナヲ第二、現時ハ鉄工業時代トス百般ノ器兵機械ヨリ鉄道船舶一一一会ルマテ トシテ鉄材ヲ用ヒザル ナシ然ルニ此 如キ工業ノ議礎タ 治鉄ノ事業 一五テハハ最幼稚タリ今ヤネニシテ製鋼 事業ハ朝野ノ一問題トナリ造船工業モ亦向ク
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岡家急要ノ事梁トシテ認識セラル、ニ一金レリ然ルニ
H比一一ツノ事業ハ絞モ多数ヲ
要スル中間ノ技術者ユ乏夕立米タ之ヲ養成スルノ道ヲ設ケス今ニシテ之カ準備ヲナスニアラズンハ他日此
ヲ企凶スルニ方リテ大ナル障磯ヲ見ル日一五
ルヘシ第一一一、近来紡級事業ノ大ニ進歩シタルハ掩フベカラサルノ事実ナリ而シテ戦争ノ終局ト共日一郎防附/益々拡張センコ 刻シテ待ツベシ笈ク吏ニ逃ンテ呉川事業ノ発述ヲ謀リ立金巾等/製織一ブ振起シ以一ア東洋諸国ニ向テ輸出ノ道ヲ議スベシ然ルニ金巾綿布/制収織ハ我国ノ技術尚未タ十分ナ一フス今日一シテ其技術者ヲ養成スルノ準備ヲナスニ一 一ブズンパ党ニ永ク外国ニ利疏ヲ盤断セラ 、ニ一致ラン叉総織物ハ勿論燐寸硝子洋傘等製造 如キモ近米漸ク災 ヲ巡メ輸出/途将一一拡マラントス阿京す一付一アモ絞・
4改良ノ方法ヲ議シ大ニ貿易ノ振張ヲ談ルヲ要ス
第四、機ニ全間関酒造聯合会ヨ
F文部大臣ニ対シテ般造学校ヲ設立センコトヲ内総
議セリ而シテ我カ邦ニ於テハ米タ此レ等出来ノ工業日 関シテハ科学ヲ応用シテ改良スルノ遊先カ ス盟問シ新米ノエ栄ノ進歩ヲ謀ルト北ハニ凶有 工業ヲ改良スルノ念姿ナ コトハ復タ論ヲ侠タズ口比独リ酸総ニ止マ ブズ諸般ノ旧工業ヲ 新改良スルノ途ヲ総スルコト阪ル急安ナリ要 ルニ現今ヱ栄学校ノ施設ハ問中ぶ急務一一属シ
日後ルレハ一日ノ損容アリ加之大阪市会ガ創設資ノ半倣ヲ寄附セ
ントノ箭似プリテヨリ既三一一年ノ息詰ヲ経タ
ηノ今一一シテ猟校時設立ノ期ヲ選延
センカ同市当初ノ志気ヲ泊喪スルニ蕊ルモ測ルベカラズ此レ亦一 十八年皮ニ於テ此造業ヲ起サマル符サ 一理由ナリ
(牧野文書一一間一、明治二十八年十月ごろ作成と披定)
【資料お〕間関寺公望文部大臣、工業学校創立の件につき詰議、
向採決
怠付ん中い(資料日の訟見議案と同一につき省略。日付が明治二十八年一一一月
十一一日と入っている。
明治廿八年一一一月十二日
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山内泌総理大医(花制作)内閣書記官長(花押)
文部大臣へ通附収集
貴族院議決工栄尚子校創立/訪問削ハ点以翁御主体同ノ件ニ付中川類及御部付伎也明治廿八年一一一月十三日⑫
内閣総理大医
本年一一一月中品川族院議決工業学校創立ノ誌願書御回付相成絞処右設史ノ件ハ既一一本大陸ノ急務ト信スル所 シテ 二十七年皮予算内及附追加予算計ニ於一三消防創立校ヲ市首求シタリシモ附皮トモ衆議院解散ノ為メ成立ニ査一ブス依一ア復二十八年度追加減算沿及二十九年度慨算泊三於テ該創立校ヲ計上シお側算出ハ既日一大蔵大臣へ回付セルヲ以テ本件採山川プランコト切ニ本大臣ノ希史スル所ニ絞此段訪矧議候也
明治二十八年七万九日
文部大臣佼爵
郎関士寸公盟問問
内閣総理大混伯爵
川V燦附内文殿
追テ別紙結願書ハ及御返付侠也明治二十八年七月十五日
(花押)⑫
⑫ 
⑫ 
内閣総恕大臣(花制作)法制局長行⑫外務大臣(花抑)大政大臣(花抑)海本大陸(花抑)文部大阪(花押)逓いいい大陸(花押)内務大医(花抑)時間早大阪(花押 司法大限 押 淡泊務火直⑮県加滋長(花川村)別紙文部 陸苅議穴族院議決工栄学校創立ノ諸問料ニ関スル件ヲ権交スル一一約制ノ帆脳同日ハヱ栄学校一ブ大阪市一一設立シ其ノ創立的ノ半額ハ大阪市ニ於テ復刊セント公フニサ机リ市川シテ政府ニ於テモ該校創立ヲ急務ト認定セラレ既一一明治二十七和十段予算計及問川追加予算万円一 之カ創立校 姿求シタルモ二十七 予算ハ衆議院解散ノ為メ成虫一一室ラス叉同追加予算ハ衆議院ニ於テ間近汀一一一十
日可
通本訪問削ハ採別相成司然ト認ム決シタルモ同院解散ノ為メ貴族院ノ議決ニ受ラサル次第二句之女郎大百抗議ノ
指令案
公族』院議決工業学校創立ノ首脳制ユ関スル件ハおぷノ泌
明治仕八年七月十七日⑫
参照。明治二十七年度文部省所管予定絞賀市古求刀
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M四〕大阪工業学校設置ノ理由
我邦ノ工業方今貿易/競争相場袋一一在日ニア一おヲ争フノ位位ニ立テリ乃チ利学応用ノ工業ヲ問問シ技術ヲ精巧一一シ百般ノ製煉及廃物利用ノ道ヲ諮シ以 国ノ生産ヲ進ムルハ災一一今日ノ急務ナリ而シテ此滋ノ工業ヲ閣内サムニハ資本知識/一
日一傍頼セサルヘカラス今ヤ或ハ資本ノ不足ヲ延ヘスシテ尤モ知識/紋乏ヲ司法ブ必レエ栄教育ノ己ム カラサル所以ナリガ
λがf欲米ノ諸国鋭立工業教育ノ制ヲ施設シ為三郎万ノ財ヲ燦シテ一級ミス近年英
凶カ委員ヲ大波ニ派シテ災/技芸教育ヲ双山祭セシメタルカ如キ一日モ他悶-一後レサラムコト 勉ムルノ忠以テ日比ルヘシ工業学校ヲ地方一一治設スルハ亦尖一三
f
臼/急務ナリ而シテ其佼絞ハ第一ニ現在工業繁盛ノ地ヲ択フヲ司ト 何トナレハ生徒一ブシテ日夕工業ヲ観察セシムルノ使益アレハナリ大阪ハ近時工業約間関シ間周叉工業 地多シ五間間交通ノ姿区ナ ヲ以テ子弟ノ米 ニ使ナワ
HA
レ大阪
ヲ以テ工業学校/佼佼一一適当ナワトスル所以ナリ明治二十六年中大阪市会ハ大阪ニ工業学校一ブ起ス 枠組議ヲ為シ創設資ノ半額支万円迄ヲ得間スヘシトノ隙訪ヲ為セ 依リニア今此 地ニ工業学校ヲ間関シ機械工宗利及化学工芸科ヲ設ケ ム等 職工及職
HK
ヲ養成スルノ所ト為シ業ヲ中学ル者
ヲシテ各々実業ニ従来セシメハ独汀ノ人初ノ発途ヲ幼クルノ尖ア ミナラス又以テ工業ヲ振作シ似強ヲ州制致スルノ問問榊ト スコト 得ム本校創立山口ハ二十七年皮予算力一一計上シテ第五夜閣議会一一提出セシ 議決一一一会一ブス本則一一於テ 八 度ヨワ二十九 度ニ一日…ル総統的 テ之ヲ要求 二十九年度ヨリ授業ヲ開始スヘキニ付経常的 八箇月分ノ叙上セリ
(第九問帝閣議会(明治二十八年十二月二十五日
J
二十九年一一一月二十
九日)に文部省が長出したもの。
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大阪工業学校創立予算案ならび
に審議議事録(明治二十八年十二月二十八日開会、一一一月二十九日開会)
〔資料口〕第九回帝国議会長出
十
九
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「明治二十八年度歳入歳出総予算追加」
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大阪工栄学校授業ノ開始ハ明治二十九年度ニアリト蛾モ校舎ノ建築及機械添日門ノ新調ヲ姿スルヲ以テ本年度ヨリ之カ建築設備一一若手ノ必要プヲ依テ前掲ノニ筒年度ニ一向一リ総統政ト為スヲ要ス但本年度一一姿スル金額ハ之ヲ歳出臨附部文部省所管第四款 一仰向ク
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「明治一一十八年度文部省所管予定経氏追加一安求お」明治二十八年度文部省所管予定何脱出以追加安求書説閉山
臨叫吋部歳出…一関吋ハル件(第一款略、第一一
J
一一一款なし)
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m
ヰテ人カヲ省キ口札技術ヲ精巧ニシ化学一一依テ
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「明治二十九年度成入歳出総予算」ßf~ 
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大阪工業常校創立
大阪工業学校創立校ハ九万七千百一点扮弐門ニシテ其半額ハ大阪市ヨリ献納スルモノト久氷山以ハ明治二十八年皮ヨリ明治-一十九年度目一五ル継続技ニシテ共明治一一十八年度目一安スル年初級況万七千八百円ハ何年度予約州追加トシテ提出シ災 二十九年度ニ加古スル年制印刷似参万九千参百五拾弐円ハ文部省所管臨川部第閲款ニ予算セリ「明治二十九年度文加山名所管予定経費一致求ポハ」
明治ニ十九年度文部省所管予定'紙吹田文求
hA
説明
経常部歳出一一関スル件(小川町)
東
Jぷ工業学校
東京美術常校
大阪工業学校一国家ノ銘柄側ヲ初発センカ為メ科学ヲ応川シテ生産ノ治加ヲ謀ルハ日以モ急務トスハ止レ工業教育ノ止ムヘカラサル所以ナリ而 テ工栄ト炎術 ハ
μ
ノWA
災/
如ク工業/発述ハ美術 巡歩ト初作ハサルヘカラス綿入間情附議会ニ於テハ血米政院ハ東京工業学校及川米広美術学校ヲ舷張シ大阪工業竿校ヲ創立センコトヲ泌総セルモ亦共立…一外ナラサルヘシ依一ア本年皮ニ於テハ右両校ノ拡張並ニ大阪工業学校ノ開始ニ問スル的別ヲ嬰求セリ米京工栄学校一一在テハム本総
g度一一於テ沼気工学科ヲ独京ノ一科トシ機械科山士一
製州刑法鉛エノ二学科日ブ増設シ
/機織、明治業利、応
m
化学科/実験ヲ
肱張セントス東ぷ美術学校ニム化一プハ本年度日一於テ凶祭料 お附附利ヲ新設シ悦設ノ名常利ニシ一ア幣紙一一五一ブサリシモノヲ仙渋川内シ長ツ前年度一一新設セシ鍛金利ノ 備 納日比セントス
大阪工業学校ノ創立政ハ明治二十八年度予定総資追加裂求力抜本市臨同部ニ於テ之ヲ要求セシニ依リ明治二十九年九月ヨリ授業ヲ開始セントス
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(以下略)臨時郊放出ニ関スル件(中略)
大阪工梁学校一大阪工業学校/創立民中新営資ノ幾分ハ明治二十一八年度予定経政追加要求古
一一於一ア姿求セシ一一依リ災残縦ヲ木古ニ計上セリ款一以/説明付税作山歳出ノ部(第一
J
第一一一款
[11各
第開放
諸学校及開凶古館支出金(第
ー第十二項
時住
第十一一一項大阪工業学校ニ於テ本校創立校ハ明治二十八年波予定経政追加
国文求
λ及本市内臨時部ニ於テ要求セシニ日付明治二十九年九月ヨリ之カ授業ヲ開始
セントス此
約和十ニ安スル政府川支出金ノ額弐万千九百四給門戸一シテ此八筒月/
i曻i 
一日
th
、一一
h、一ぃ、い\レい
一日一ノご←ノ二ノ一ノ
r
引ノ刑制加シ(以下略)
臨時成出/』泌(第一
J
第…一一款
出自
) 
第四欽
大阪工梁学校創宣政
中本年波予算尚
九、一一…五三
000
日一シテ前年度予鉱山ナキニ依ジ此全額ヲ増加 日比レ
新鉱山以一一於一ア火阪工業学校創立政ノ内新常的ハ六万八千参浴五拾
弐円ヲ出店スルモ ヨリ本年度目一渉ル縦統工功 ナスニ付前年度-一応スル分弐万九千円ハ明治二十八 算経資追加一安求況ニ計上シ木年波ニ於テハ其残
ね7はみま守
1J1
LF，M
←竹村
J
?匁れい
一九、一一一五二一
000
ヲ姿スルニ依ル(以下略)「明治二十九年度文部省所管
大阪工業学校歳入成出予定計算沿一
歳入予定計算書説明
明治二十九年度文部省所管大阪工業学校歳入予定計算芯ニ於テ算定スル所/
本年皮歳入予定額合計ハ
二ハ、二一六二八六七
ニシテ前年度成入予定額ナキヲ以テ此全額ヲ増加ス但本年波ハ臨時部ナキ苛ノ以テ前記ハ即チ経常部ノ額ナリ
今忍ニム又部省所管大阪工業学校歳入予定綴一一関ス ♂一服姿/事件ヲ摘記スレハ左ノ如シ
経常部歳入-一関スル件
大阪市一一工業学校ヲ設立スルノ必妥ヲ認メ明治二十七年度予定経政要求
3
ニ
之カ創立/資額ヲ掲載セシモ議決一一一尚北一ブス一得ヒ同年度予定経政追加要求計四一指紋セシモ亦議決-一一会ラス然ルニエ栄 発達進歩ヲ問問ルニ於テ工業教育ノ急妥ハ輿論ノ認ムル所ニシテムホ校ノ創立ハ 日そ緩Fスヘカラサルコト多一一一日ヲ待タサルヘシ殊ニ第八回帝国談会一一於テ衆議院ハ速ニ本校 設校センコトヲ建設セリ依テ二十八年皮予定経費追加要求書ニ於テ校舎ノ建築及総械刷所兵新調/資額ヲ抑制裁シ同年皮ヨリ設備一 若手 二十九年九月ヨワ授梁ヲ開始セン
ト
7、
本校ハ機械工芸、化学工芸ノニ科ヲ設ケ修業年限ヲ鴎筒年トシ入学 程度ハ高等小学校卒業以上トシ上等ノ職工及職工長ヲ義成スルヲ目的トス 向シテ本校毎年度経常的日概算ハ歳出弐万九千四百四給円ニシテ内七千五百円 授業料実験製品払下代等ノ収入ヲ以テ支弁シ共残額弐万千九百四姶門ハ政府支出金ヲ前文句ハル予定ナルモ本年度ニ於テハ二十九んや九月ヨリ授業 問始 一付金年度分ノ経政ヲ姿セサルト諮収入ノ少キトニ依リ本年度一一安スル政府支出金
ハ八箇月/額一一シテ比金壱万四千六百弐拾六円六拾六銭七一成ナリ一本校生徒ハ機械工芸科、化学工芸科各百二十名ヲ定円以トシ俗年皮授業料等ノ議収入ハ概算弐千五百円ノ予定ナリ一郎シテ二十九年九月ヨリ入学セシムル生徒ハ差向キぽ名トシ授来料綴月一名ニ付を円ヲ徴収スルニ依汀ノ竹内収入ハ七百門
ナ
リ
…本校実験制祝日川場収入ハ実験製品代等俗年度概算五千円/予定ニシテ本年度目一於テハ創始一一印刷スルト生徒ノ少キトニ依リ其収入ハ八百円ナリ一本校創設ニ姿スル校舎ノ建築及探械添付れノ新閥抗ハ問中
般会計即チ文相附本
省ノ予銭円一編入シ特別会計ニ編入セス叉本校創立政 米側似五万円迄ハ大阪市ヨリ献納スヘキヲ以テ其金額ハ一般会計協同部歳入へ制服入セワ
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歳出予定計算小山説明
大阪工業学校
館山
ヨ雪
自
入入
?z一日
明治二十九年
E皮文部省所管大阪工業学校歳出子主計算計三於テ算定スル所/
二ハ、二一六一六六七
本年度成泊予定級会計ハ
一一シテ前年度成出予定額ナキヲ以テ此全額ヲ期加ス仮本年度ハ臨時総ナキヲ以テ前記ハ則チ経常郎ノ鋲ナリ
人々滋二
4〈部省所管大阪工業学校政出予定額ニ凶スル没一安/事件ヲ摘記スレハ友
大阪工業学校fllJfti乙 i潟す/，S~祭料119 
ノ如ツ
経常部歳出ニ関スル件
一歳入ノ部一一陳述セジ如ク大阪市ニ於テ災設備ニ若手シ二十九年九月ヨリ授堺市ヲ間開始セントス而シテ本年度ニ妥
スルノ必妥ヲ認メ前年度
スル経費ハを万六千百弐姶六円六姶六銭七一腹ナリ一本校ハ二十九年九月ヨリ綬梁ヲ開始スルモ準備ノ必要アルニ付事務官ハ何年七月
gny
九館月分ノ俸給ヲ予算シ部シテ教官ハ同年九月ヨリ七筒同月分ノ俸給
ヲ予算セリ尤モ教宮中支タル学科ヲ担任スル務及事務官ハ二十九年度一一帯一リ実際ノ必安ニ応シ前日記ノ郊限ニ拘ラス任用スルコトヲ嬰スヘキモ伴給ハ通シテ予算額内ニテ支弁スルヲ符ヘキ見込ナリ第第二項第一一一項第四項第五項第六項第七項第八項第
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1コ
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一一一Jロ
事i当J!1i: 致
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部
安
助教詩学芸}と
教 校人
援援記奈良
平王子五]z年
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月四年人月人弐人十
{恋人体俸千五
参ごI二弐円人
拾円拾九
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(『明治二十九年度予算書』、一一五、一一一五入、三五九、一一一六閥、一三ハ八京、
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特別会計一八一
J
八一ニ頁)
「第九問点市殴議会衆議院予算委員会速記録」
科第七万)
明治二十九年
月十一一一日(第
一
J
一二真。
(前略)
O(
中島又五郎沼)
吋ハガ、元ハナゼ此追加予算トシテ出サレテ
li
今年度ノ予算デナクシテ一一十八
年度ノ泌加予鉱山一山マシタノデアリマスカ、又八北ハ新設資デアルカラシテ僅ノ
此文部省ノ第四款ノ新滋賀ノ大阪工業学校創立政デアリマ
間ヲ待ツコトノ出米ナイコトハナイヤウニ考ヘマスガ、災之ヲ追加予算ニサレマシタ理由ヲ制御尋致シマスO政府委員(牧野仰臥殺)
御谷致シマスルガ、此大阪工業学校ノ設立校一一就イ
テペ今日工業/発迷ノ場合ニ於テハ阪ルム誠一袋ト認メテ知的ルノデアリマストゆシマスモノペ東京一一工業学校ガアリマシテ、共卒業生ヲ股間ニ於一ア求メルコトハ如ル切迫シテ間的リマシテ、到成州市今ノ工業学校ノ卒業生グ、此需用ヲ充
λ
コトハ山山米ヌヤウナ右総ニナツ 間的リマス、ソレハ一般 エ梁ノ発途ノ有総トシテ見テ印刷ルガ、尚子校ヲ絞持シ一ア役キマスニハ生徒渉終ナドノ刑制限ガアリマシテ、大仮工梁学校日一於テハ二十九年ノ、郎チムホ年ノ九月カラ授業ヲ始メタイト云フノデ、本年授梁ヲ開始シマセヌト一以フト、叉ソレ 一年延ピマスヤウナ訳ニナリマス 生徒ノ卒業力了皮
年間ダケ後遡シニナリジマス、今日ノ場合ニ於
テハソレスラ争プヤウナ訳デプリマシ 、本年ノ追加予銃一一出シテ従キマシテ、二十八年度ノ追加予算トシテ出シマ タル大目的ぺ九月カラ授業ヲ始メタイト一五ブノガロ的デプリマス 二十九年度トスルト四月以後滋骨子スル デプルカラ、米和十ぃ没ニナリテハ授業ノ開始ガ出米ヌノデプリ ス、泉州川ニ工窃ノ時間安シマスカラ、::: ト此工業学校ニ就イテハ総械類ナドモ外国カラ取容セル品物ナドガアリマシ 、 等モ日
Tク注文シテ位キマセヌト九月開始ノ問ニ
八月口ヒマセヌ、僅カ二三箇月ノ開デアリマスケレドモ、ソレモムワ臼ノ有様カラ苦ロヒマスト、工業ノ発達ヲ幼ケル上一一於テハ必要ト認マシテ、追加トシテ姿求シマシタノデアリマスO(
中島又五郎沼)
ガ、マダ若手ニハナリマセヌ デプリマスナ
九月ニ川開始シタイト去フノガ目的デアルコトハ分リマシタ
O
政府委員(牧野仲間以君)
工事ノ務手ユナツタ訳デハアリマセヌガ、此案ガ通
過スルト臨チニ若手 マスO(
中島叉五郊窓)
ハ刀リマシタ
O(
筒、氷年太君)
御誘致シマス、此工業学校/創立政ハムヰ年
ii
二十八年度ト、
今年度/継続交ニナツテ府リマスガ、此二十八年皮 飢梁資ガ、新償資ノ方ニ六万八千余 金額ニナツテ活リマス、削同チ突際弐万九千パカリノ経政ニナツテ居リマス、二十九年度ガ参万九千パカリノ経伐ニ ツテ居リマス、此 十八年皮ノ創立政ノ内ノ新営ノ上-一二十九年皮ユ於一アモ 尚竹内上ニ学校ノ迷増デモセラル、積リデプリマスヵ、此新営ハ二十八年度デナサレ ダケヲ以一ア、比尚子校ハ永続さフル、御見込デプリマスヵ、此点ヲ御尋致シマ 、叉ん均年生徒ヲ募集スルコトハ一一一十名ヅ七六十名ヲ募集スルト一以ブコト ツテ底??スガ、十平年ノ九月ヨリソ一初日一生徒ヲ募集シテ、此学校ヲ始メ一ブル、ノハ、初ハム 十名ヲ以テ此一内科ヲ授業ヲ始メマス御見込デアリノマスヵ、此 当時致シ スO政府委員(牧野仲間制治)比ノ校合/工事ハ一…筒年反日一渉ツテ落成スルコトニナツテ居リマス、二十八年度デハ 部分シカ出米ヌ訳デプリマス、デ残 ノ部分ハ二十九年度目 於テヤル、 レカラ生徒募集ノ割合ハ一科ニ就イテ三十名、二科デ六十名、走ぃ刀初 ノ募集/総員数デプ マス、間年間デプリマスカラ一一百四十名三会テ純良トナル、其叫吋仏間メテ卒業生ガ出来テ米ル訳デプリツ
此学校ヲ設ケラル、ニ就イ一ア、先ヅ此入学スル所ノ学生ノ
。(士山波一一一九郎君)資絡三凶器ザ小学ヲ卒業シタル者ガ資格ヲ備ヘルトプ ガ、サウスルト凡ソ年経ガ十
m間五歳デプリマス、ソレデ四箇年間修業シタル所デ十七八歳ニナルデアリ
J
マセウガ、ソレガ叉工業学校デ卒業シタル者ハ、実業上抑制当ノ絞殺ヲ絞マシメ、然ル後次第一一位校ヲ逃メントスルニ在リトアル、此方法ハドウ去フコトヲシテ実業ノ経験ヲ積マシメル所ノ道モ此学校カラ怒鳴ケ、市シテ後一一次第ニ其人ノ位霞ヲ巡メヤウト云フコトニナツテ蔚リマ カ、其辺ハドウ一去フコトニシテアリマスカ
此学校ノ生徒ノ目的ハ、追々…械工長ト云フヨウナ位
佼ニ進メルト一広フノガ目的デアリマス、併シ
hT
ニハ非常ナ天一同町賢ク生レタ者ハ
モツト上迄モ参リマセウガ、 ハ融制工長デアリマスケレドモ、此学校ヲ出タ。政府委員(牧野伸顕者)バカリデ工場ユ滋入ツテ、渡グ経験ノアル者ヲ抑除ケテ話一安ナ位置-一至ルト云ブコトハ余程悶難デプル、問芯迄ノ経験一一依ツテモ学校デ学問上ノ本ヲヤツテモ、矢張一日二工場ニ於テ耐火地ニ就 ヌト一広ブト、此学術ノ働ヲ十分現ハスト一広フマデ三段ラヌノデアリマス、初ハ矢張工場ニ賠ツテ 十組グ工場ニ於テ機工同様ヤツテ店テモ、学問ノ素養ガプルカラ普通ノ職工ナド、ハ成蹟ノ上デ出同一フ途ブノデプリ ス、 々災地ヲ税ムデ伎クニ従ツテ働キ ずっと仰ピ 訳 アワマス、サウシ 遂ニ相当/経験 積 、織工長 ス 位校ニ往クノヲ悶同的トスルO(
士山波一一一九郎設)
此学校デ機械ナリ或ハ鋭治鍛錬戦総ト一去フヤウナ事柄ヲ学ピ得テ卒業致シタ附
ソレデハ、例ヘパ突際上ノコトヲちょっと御尋シタイガ
ハ、災先ハ此学校ガ斯カル経験ヲ駁マシメテ進メサセヨト去フ 非ズシテ、学校ノ義務トシテスルコトペ学科ヲ卒業スレパ、ソレカラ先/突 ノ絞殺 絞ムデ位地ヲ巡メルト一広フ トハ 生徒自'身ニスルト一以 意味ヵ、叉学校ガ心配シテ其経験そ街マシメルト一五
78
的カ
ソレハ両様ニナラウト忠ヒマス、学校デモ矢張市一〈際
O政府別委員(牧野仲間断怒)工場ガ設ケ一アプリマス、其工場デ晶子関ヲ応用シタ働キペ矢張一通リハ一部スノデアリマス、併ナガラ其工場デ以テ世間ノ有 アラユル各般ノ工業ヲ総テ網羅シテ、共所デ一爪スト云フコトハ 経史上ノ限リノアル所カラ、叉問問ニモ限リ
大阪工業学校創立に関する資料121 
カアルモノデプリマスカラ、総テ人ニ日比セルコトハ出来マセヌガ、綴ク大体ノ雛形〆ケハ此学校デ矢張実地一一仕事司ノシテ見セルノデアリマス、ソレカラ諸般/本一一応用シテ機械科 モ、税んベナ機械科目一適用ス ト云ブニ一全ツテハ、ドウシテモ実地経験ヲおミマセヌト山山米ヌ訳デプリマス、学問ヲ応別シテアルふムム日ダケハ、矢張学校デ級ク大駄ダケハヤルノデアリマス、ソレカラ災細川川一一五ツ一アハ、矢張実地除問ノ工場デ熔ギ上ゲルト一以ブヤウナ一沢一一ナ一アウト忠ヒマス。(志波…一一九郎君)
ソレハ能ク分ツテ居マスガ、学校デ学ムデ居ル間ハ、或ハ
ちょっとシタ突地ノ経済上旬 凶スルコトヲ実地ニ就イテノ修学ガアルニ迷ヒナイガ、私ノ議ネルノハ勿論ソレハ仕ナ レパ卒業 出来
γセヌガ、此学校ノ日
的ト一広フ説明書中ニ「卒染後ハ一タピ先、ッ通常 職工 ナシ実業上相当ノ経験ヲおマシメ然ル後次第一一位佐ヲ進メントスルニ在リ
L
ト一以フコトハ、災経験日ブ
被シメ次第一 位置ヲ逃マ ムルト云フコトハ、卒業以上ノ人ハ生徒自身ガ斯ウ云ア目的デシナケレパナ一ブヌト 広フ泣味デアワマ カO政府委員(牧野仲間断殺)ソレハサウデアワマス、烈解シテ居リマシタガ、御尋通リデプリマスO(大竹釘一君)先刻中い州沼カラ質疑ノアツタ如ク、大阪工業学校ヲ此追加予
算トシテ、是非此所デ創立シナケレパナ一ブヌ}云フコ ペドウ 五フ立味 ブツタカ、唯今ノ御説明 ゴザイマスレパ、当年ノ九月カラ什 止非共入学ヲ九割引シテ教授ヲ仏関メタイデアリマスケレドモ、口北カラ仏間メテ授業ヲ開始スルニ就イテ、新築只ルト一広フコトニ就イテペ到底九月ニハ出米符ベカラザルコトデア一ブウト思ヒマスガ、立叉此本案が衆議院ヲ通過シ 或 山氏族院ノ協賛 受ケマシテカ一ブデモ宜カラウト思ヒマス、結局閉山分限ノ入ルコトデプリマシ 、敢 ア二十九年度ノ予算ニ繰込ミマシテ 追加予算トシテ出スコトニ致 マセヌデモ、此案ハ差交ナイヤウ 忠ハレマス、口以叉私/考ニハ 此六万円 ノ大建築ヲ為シ、授栄ノ開始ヲ九月ヨリス ハ出米制作ベカラザルコトデ、法ダケノ大丸一川闘ヲ立テルコトニ就イテハ …小相当ナコト、一信仰ジマ 、ソ ヲモ尚忍
ンデ追加予算ヲ発スルト云ブコトニナリマシタノハ中島右へノ御答デハマダ私
122 
ハ満足スルコトガ出来マセヌカラ、今一応御説切ガ訪ヒタイ。政府委長(牧野伸顕殺)唯今ノ御
yq
ニ制御答ヲ致シマスガ、起ハ拠出ニナリマ
シタノガ、今度デ巳…一、三郎デア デゴザイマシテ、此前ノ叫吋そ追加予算トシテ山山シタコトガプリマス 、此設俊氏 半額ト云フモノハ大奴市カラ容間スルノデプリマス、大阪市 モ己ニ議決シテ、移行ツニ此工業ノ発迷上必要デアルカラ、円
γクシテ政ヒタイト一以ブコトヲ、度々船艇ヲ致シマスノデ市会ユ於キマ
シテモ、成ルベク年皮内ニ建立シタイ}一広ブ議決ヲシテ、年度内一一述バセタイト一以ブコトデプル、ケレドモソレモ止ムヲ得ヌ事的デ、今日記一巡延シテ胎ス次第デゴザイマスガ、今日ニ奈ツテモ至急一一学校ノ設立ヲシテ絞ヒタ ト云ブコトヲ、度々ノ請願モ リ 叉建築ガ九月迄ニ山山米ルヤウニシタイト云フコトデアリマシテ、災時総築ハ木造デアリマシ 、工事殴仔者ノカデモ蒋リユ九月迄ニハヤリタイト云フ計磁ヲ立テ、活ルノデアリマス、敷地ノ如キモ己ニ選定ハ出米一ア間的リマ カラ 今日ハ追加予算トシテ請求シテアリノマス デ、辞退ノ二十九年度ノ予算ト別々ニ 提出吋ノシマシタノデ、町北 率一一シテ通過シマスレミ、
ノ
阿川丸止ガ捗リノモ笠ク時日モ嬰スルコトガドウシテモ少ナイ訳デアラウ
思ヒマス サスレパ年皮内-一於テ!!日一一地所モ選定ガ出来一ア居リマ テ、工事ノ計耐モ山山米一ア店リマスカラ、同ハ止ガ通過 マスレパ政グ入札一一掛ケ 木造デ蕊チスル訳合デ 九万一杯伎一一ハ先ヅ山山米スル見込デ設計シテ府ルノデアリ
ブ、
。政府委員(永井久一郎君)
唯今牧野政府川委間以ヨリ弁明ニナリマシタデスガ
州開
V札ノ分モプリマスノデ、色々御疑ノアルノモ御尤デアリマスガ、煉瓦ノ分ハ
工場一ププリマスカラ、実験ニ必袈ナノデ リノ シテ、先ツ敢初ノ 年生ハ実験一一従事致シマセヌカラ、九月迄…一建一アナケレバナラヌト一広ブノハ工場 ハナクシ一六竣滋ノ学科ヲ綬ケル教場等ヲ木造デ建テルノデ、ソレハ九月 広三 山米ノ
Jアプリマシテ、工場 如キ煉瓦
/'d
山八刀ハ米作ノ剖バ孔ぬい一ゆツくり紘一フツテ宜
シイノデプリマスカラ、工事上一一ハ品十氏支ナイノデアリマシテ、陥開花ノ部分マデ九月吃一一一仕上ゲヤウト一五ブ目的デハナイノデアリマスカラ、一一一日消ツテ院ギマ
7、
大安ハソレデ分ツテ肘リマスガ、広ノ考ヘニハ成ル烈…一十八
年度ノ追加予算デアリマスカラ、一一十九年度ノ予算ニハナイノデアリマスガ、二十九年皮ハ経奴スベキ事業力沢山デアリマスカラ、八年波ニ於テ追加予算ト。(大竹力一治)シテ之レ一一姿スル一一一拾万ナリ、
γ以姶万ナリノ念デモ、か〈張此二十九年度目…対シ
マシテハ必姿ナコトデプリマ カラシテ、
J児ニ向此二十八年皮/総一アノ説家ガ
通過イタ マセヌ内ハ、二十八年皮ノ者モ通過スルコトハ随分間間知一一存ジマス、サウ致シ スレパドウ致シマシテモ此普通ノ十五日間ハ此所デ時 ヲ烈ヤストシテ、通過 モ 度デ数シマシタ所ガ 此問
mM-
一二筒月ノ波ダケ
シカナイヤウナ次第デプリマスカラ、二十九年皮 一於テ絞川町 ヲ為サレテモ、米ダ、必シトセヌカト忠アノデアリマス、ソレヲモ
wM
此所デ強イ一ア仰発栄一一'アルト
云フコトニ就イ ハ、何カ外ニ立味ガプルヤウニ忠ヒ スカラ、先刻シタ次第デアリマ 、ん
γノ御話デプリマスト先ヅ水浴カラ山米ヤウト云ブコ
トデプリマスノデ、ソレハ銘々ノ考ヘダケノコトデ、思 考 ハ九月迄 新築
応州内吋
シテ、生徒ヲ長成 ル 一以フコトニ随分悶難 アラウ ハ 一川ジマスノデプ マス、制御説明ニ依リマシテ御立見ノアル所 十分分担マ タ
尚治ツテ段キマスガ、二十八年ノ滋会ニ於一ア品旬、大
O政府委員(牧刑判的抑制刑判)阪工業学校設立/建議ハアツタンデス。主交(佐々木正蔵官判)
私カラ尚御外シマスガ、代えヲ其二十八年山比一一拠出サレ、
二十九年度一一渉ル継続/事業ヲ、絞統技トシテ別一一要求ヲサレ、叉ハ災予算外関節ノ負担トナルベキ契約ト云ブガニモ出サレテナイ ハ・・:継続伐ト 消火求シテアルデスカ。政府委員(牧野伸顕お)
サウ〕アス
。主査(佐々木正成君)
然一ブパ此大阪工業学校ト云ブモノハ、東京ノ没収ノ工
糸川小校ト
wr利/抑制法等ハ、何カ階級/途ブ所ガアルデスカ、あれト全ク悶ジヤ
ウナ者ニナルト云ブコトデスヵ、
応御尋シマス
mM皮ハ少シ低フゴザイマス、こちらノハ尋常小学ヲ
宇治以上ノ者一一入学ヲ許スノデ、大阪ノガハ高等小学卒業以上ノ者ト一五フコトニナツテ
Mq
マシテ、学科モ自カラ途ツテ間的リマス、大阪ノガハ添械工応用化
学、ソレカラこちらノハ電気科モプリマスシ、叉織物科モアリマスシ叉こちらC政府委員(牧野仲間山沼)ニナイおデ大阪ノ方ニプリマス、例ヘバ此溺治ノ試験ノ如キこちらニハサウ云ア学科ハ設ケテアリマセヌガ、大阪ノガデハヤル政リデプリマス。主小企(佐々木氏減数)
モウ大拡:::
北東京/工業学校ノガハ授業年限ガ一一一年デ、大阪ノガハ四年
ニサレタノハドウ云フ立味デプリマスカ、ふ
r/
説明デ見ルト、学校ノ程皮ハ低
。(秋附義一対)イトえツ御話一一モ約一ブズ、授業年間山ガ長イヤウニナツテ跨リマ ガ・:。政府委員(牧野仲間山刑判 込ハ大阪ノガハ余抑制共生徒ノ年齢ガ ダ低イ ソレグ年齢ガ低イト一去フト、学科ヲ授業スル一一モ余程倒
tM地デプリマス、専門家ニ凶
イテ見ルト成ルタケ口氏イ恕ガ貨イ、十分滋デ素養ヲ←ナテ佼グノハ一公イ 笠イ、川氏ハ五年ニシタイト一五フ説モアツタノデスケレドモ 日付ハク学校一一政グト一 ブコ?ハ尖阿川山間難ナ事情モプル、火低専門家ノ窓口ん 四年 クラ、
Ji
分、タト一以
ブコトデアリマスC主資(佐々木山仏政務)大概質問そ尽キタヤウデプワマスカラ、元カラ政チニ
追加定ノコトデアリノマスカラ、本ふ誠一一掛ルヤウニ致シマ
第二号
明治二十九年
11
・一
eJJ23
・、-\ノJ4r
礼。
よ二」
ltfJ
ノ、
ttrp
前略)
。委員長(公協同近衛鰐陀諮)
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・ド
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J
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ヌ
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文部省所管(中略)
銭関款
大阪工業学校創立抗
金五万七千八百円
金弐万九千河
機械器具新一泌奴金弐万八千人目円
O
政府委員(牧野仲間出沼)文部翁/追加要求忠一一求メテアリマスル(中川町)大
阪工栄学校ノ創立校ハ此皮始メテ出タノデハゴザイマセヌ既日一一一回総モ総出ニ
{1"iγ 
ジTマ
J1~ 
新営費
第
J1  
ナッテ印刷リマスルノデ之ヲ追加予算トシテ今関別式求致シマシタノハ本年/九月カラシテ必非此 ヲ授栄ヲ始メタイノデアジマス、九月ガ会学校ノ授栄仏州メ一一ナッテ賠リマシテ生徒ノ入学上一ノ都合ナドガ一努笠シキ時デプリマスカラシテ此九月カラ是非生徒ヲ押印リジタイノデアリマス、工梁社会ノ発述ヲ計ル上一一於一アモ頗ル急追デアリ
γス、郎チ追んベ尚子理ヲ心得テ岡山ル所ノ技師、投手法グハ職
工長ト一一品フ如キ者ノ需妥ガ余程切迫
Jアプリマス、本年之ヲ追加予算トシテ提出
シマセヌ 此九月カラ学校ヲ開設スルコトガ出米マセヌ、放一一若シ向山北ガ延ピルコトニナリマスレパ来年度目一ナラヌト生徒ヲ募集スルコトガ出来マセヌ、 日工業ノ発途上一年ヲ延バスト云フコトハ頗ル逃憾ナコトデアワマス、工業ノ発述ヲ幾分カ妨ゲルコト、
mu
ヒマスカラシテ切一一此設立ヲ急グ次第デアリマス、
此創立政ノ半額ハ大阪府カラ寄約 ルノ マシテ郊チ五万円ハ大阪市ガ負担スルノデアヲマス其/余ハ明細在日一枚ッテ賠リマス
(山中時)
O(
藤村紫朗詔)
大阪工業学校ハ同ハえさア出タト一広フヤウナ御話デプリマスガ必
ハ此追加予算デ二十八年度カラ給メテ御建築ニナルノデハ イノデ カO政府委員(牧野仲間四窓)
円一止マデ出マシタケレドモ仰門時そ議決}一五一ブズニシマ
ツタノデス、是ガ追加予算トシテ虫士一通過致シマスレバ夜ク若手致シマスサウスルト九月カラ授業主若手スルコトガ出来ル デスO(
子爵谷一十絞殺)
此大紋工業学校ト一以ブモノハ家ヲ先ニ建一アルノヤウデスガ
之ニ対スル年々ノ入品以ハドウナルノデスカ。政府委員(牧野仲顕殺)毎年ノ絞奴ハ二十九年度/経常的片目二山式市小シマス、元
124 
ハ追加予算デ建築ノコトデプリマス。(子爵谷子減殺)
サウスルト、チヨット御詠ネ致シマスルガ、全体経常ノガ
ガ否決ニナッタライカヌデスカ。政府委員(牧野仲駁世相)
経常資ガ
TAW決一一ナリツマスレパ、出来マセヌガ、併シ
此方ガ先キユ出テ印刷リマス ラ、此方ガ成立ツテ初メテ向フ 者モ成立ツ順序日アプリマスO(
子爵谷一十銭お)
チヨット御礼司ネ致シマスガ、間以沌ハ限ヨリソ形ガナイモノデゴ
ザイマスカ。政府委員(牧野仲間断刑判)
全ク創業デプリマス
。委員長(公爵近衛符際君)
ソレジャ、採決致シマス、
(中的)
。委員長(公関近衛鰐路震)
第附間款八止十ル御出内議ナクバ原案一一決シマス
(中略)〔「同州議ナシ」ト呼ブ者アリ〕
。(子爵谷一十放殺)
ハ止ハ誌一ダ川設制ガアルン
Jアスガ、元位ノコトニ一一日フテハナラ
ヌデスカラマi此メテ泣キマス。委員長(公滋近衛絡協同溜
ソレデハ原終日一決シマス(以下略)
(中略)
O委間以長(公爵近衛総勝沼)
ソレデハ歳出ニ関スル分ハ…通リ了リマシ夕 歳
入臨時部一一移リマス
〔山本昨日記官
z閉山一日
歳入臨時
fw凶
第
AK款
献納金
金弐万八千九百円
空白
シ"
~ 
大阪工業学校創立校隊約金
AM
弐万八千九百円
(略)
O委員長(公爵近衛篤麿君)
歳入臨時部第五款第六款ヲ連ネテ採決イタシマス
御異議ガナクパ原案ニ決シマス
〔「異議ナシ」ト呼フ者多シ〕
O委員長(公爵近衛篤麿君)
是ニテ甲号ノ方ハ了リマシ夕、次ハ乙号-一移リマ
ス
〔山本書記官朗読〕
乙号(前出同文につき略)
O委員長(公爵近衛篤麿君)
此乙号ハ唯今文部省所管中議決ヲ経マシタ 四
ノ全体デアリマシテ此継続費ヲ要求シテ居ルノデ既-一二十八年ノ分ガ議決ニナ岬yテ居ル以上ハ別段ニ御異議モナカラウト思ヒマスカラ直ニ採決イタシマス、ソレデハ全部ニ就テ決ヲ採リマス、本案一一御異議ガナクパ原案ニ決シマス
〔「異議ナシ」ト呼フ者多シ〕
「貴族院予算委員会速記録」第七号
明治二十九年二月二十七日、三三頁。
(前略、引用者注
特別会計歳入歳出予算の部門)
大阪工業学校
歳入経常部
第一款
大阪工業学校
金壱万五千参百弐拾六円六拾六銭七厘金壱万四千六百弐拾六円 拾 銭七厘
第一項
政府支出金
第二項
諸収入
金七百円
第二款
実験製品場収入
金八百円
第一項
製品収入
金八百円
歳
出経常部
第
•" 7f!I( 
第一項第二項
第
項
第四項第五項第六項第七項第八項第二款第一項第二項
大阪工業学校
金壱万参千六百弐拾六円六拾六銭七厘金九千弐百七拾円参拾壱銭壱厘
俸給及諸給庁費
金弐千百五拾円参拾五銭六厘
修繕費
金弐百弐拾五円
死傷手当
金士宮門
賠償及訴訟費
金弐円
諸収入過誤納下戻
金壱円
旅
費
金九百円
雑給及雑費
金千七拾七円
実験製品場
金弐千五百円
庁費
金千五百円
雑給及雑費
金千円
(後略)
【資料路】大阪工業学校創立に関する請議および関係勅令
(花押)側
明治二十九年五月七日内閣総理大臣(花押)
法制局長官⑫
外務大臣(花押)大蔵大臣(花押)海軍大臣(花押)文部大臣(花押)逓信大臣(花押)内務大臣(花押)陸軍 臣(花押)司法大臣(花押)農商務 ⑫拓殖大臣(花押)
黒田議長⑮
別紙文部大臣請議文部省直轄諸学校官制中追加並-一同省直轄諸学校職員定員改正ノ件ヲ審査スルニ本年度-一於テ大阪工業学校ノ新設並ニ既設ノ同省直轄諸学校中教則ノ改正及生徒増員等ノ為メ夫々改正ヲ要スト云フニ在リテ不得己儀ト思考スレハ請議ノ通閣議決定相成可然ト認ム追テ本件勅令案中高等師範学校教授及大阪工業学校書記ハ予算説明-一対シ各一人ヲ超過スル割合ナルモ右ハ既定ノ予算額内ニ於テ支弁シ得ル主務省ノ見
大阪工業学校創立に関する資料125 
込ニ有之別-一差支無之ト思考ス
勅令案
呈案附築ノ通
申
秘
甲
七
号
本年度-一於テ大阪工業学校ノ新設ヲ要シ叉既設ノ文部省直結諸学校中ニ於テ教則改正若クハ生徒増員ノ為メ別記理由書ノ通教官ノ増員ヲ要スルモノアリ右増員ニ対スル俸給 二十九年度決定予算額ヲ以テ支弁スヘキ儀一一付文部省直轄学校官制等夫々改正相成候様致度別紙勅令案ヲ目穴シ請閣儀候也
明治二十九年四月二十八日
文部大臣侯爵
西閣寺公望国
内閣総理大臣侯爵
伊藤博文殿
。
朕文部省直轄諸学校官制中改正ノ件ヲ裁可シ蕊-一之ヲ公布セシム
御
名
御
璽
明治二十九年五月十八日
内閣総理大臣侯爵
伊藤博文
文部大臣侯爵
西国寺公望
勅令第二百二十六号明治二十六年勅令第八十六号第一条中東京美術学校ノ次へ「大阪工業学校」ノ六字ヲ加フ
。
朕明治二十六年勅令第八十七号中改正ノ件ヲ裁可シ葱-一之ヲ公布セシム
御
名
御
璽
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明治二十九年五月十八日
内閣総理大臣侯爵
伊藤博文
文部大臣侯爵
西園寺公望
勅令第二百二十七号文部省直轄諸学校職員定員ニ関スル明治二十六年勅令第八十七号第一条中左ノ通改正ス(抄)
(中略)大阪工業学校校長
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授
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人
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人
(『公文類緊』明治二十九年四月二十八日、ニ
A
一一⑧七五
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【資料"】東京工業学校及大阪工業学校改称ノ件明治三十四年五月一一一日
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内閣総理大臣(花押)
法制局長官⑮
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明治二十六年八月勅令第八 号
文部省政戦諸学校ハ高等師範学校女王高等約範学校札幌段学校向等商
文部殺直結諸学校管制
山総守中学校第二高等中学校第一一一高等中学校第四高等中学校第五高
(専門〉
等中学校 六行川等学校第七高等学校治土館山口高等竿校千葉医学校仙台医学
、、、、、、
専門学校向山医学専門学校金沢医学専門学校長崎医学専門学校東京工業竿校
、、、、、、
東京外関語学校東京美術学校東京点目楽学校大坂工業学校及東京商臨学校トス栄学校第
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第六条
文部省直結諸 ユ左/ 員ヲ佼ク校長教授
幼教授制札口記
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文部省降格諸学校総員ノ定員ハ在/如シ約一派任ハ此ノ限ニプラス
、、、、、、
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高等教脊会議ハ左ノ議員ヲ以テ之ヲ組織ス
、、、、、、、
高等陶栄学校長、東京工業学校長、東広美術学校長、向叫守師範学校附属
。高等教育会議規則第凶条
音楽学校主事、
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条
明治一一一十勅令第二
出火薬学校ノ種類ハ工業学校段栄学校施築学校向船学校及的一人梁補習学校
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月
ト
ス
一貸業学校山林学校除隊学校汲水底尚子校等ハ州民栄学校ト表倣ス徒弟学校ハ工業字校ノ漁師矧トス
第一一一条北海道及府県ニ於テハ実業学校ヲ設位スルコトヲ得仰いシ道庁府県立突業補淘学校ハ他/道庁府県立 一一附設スル場合一一限ル文部大尽ハ土地/情況ニ応シ必要ナル実栄学校/設校ヲ府県 一命スルコトヲf与
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前条/府中〈栄学校ノ以仙波ハ北海道及川内総県ヲ除ク外出川県ノ負担
k
ス
。
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文部省令州知人号明治一一一十二年勅令第二十九号実業学校令第八条及第十一一一条ユ法キ工業学校規制悦ヲ定ムルコト左ノ如シ明治三十二年二月二十五日
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文部大臣伯爵
機山資紀
工業学校焼程
第
条
工業学校ノ修業年限ハ一一一筋年トス
筒年以内延長スルコトヲ得海軍造兵生徒条例柳川川紘一正体阻制一一十一一一日
海築工惣建造兵生徒ヲ霞キ東京工業学校ニ於テ指定ノ学科ヲ修メシム海軍造兵生徒ハ東京工業学校生徒ニシテ山術家出身ヲ志願スル者ニ就キ
5路、
条
第二条身体検査ヲ為シ之ニム口絡シタル者ノ中ヨリ採用ス第六条
海軍治円以(生徒ニシテ東京工業学校ヲ卒業シタル者ハ 獄中本投手一一任
コトヲ得前夜一一依リ海一小技
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仕附川セラレタル者ハ十筒年以上海本ノ事務ニ服スルノ
義務ヲ有ス文部省文芯線
法出品〈同町四
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東京工梁学校及大阪工栄学校ハ共ニ官立ニシテ水省ノ直結ニ属シ彼ノ出火栄学校令並工業学校規定-一基
F所ノ府県立其他ノモノト学科程度等間ヨリ伺
ノ払酬ニ
プラス随テ治二校ハ特ニ街等ノニ{チヲ滋シテ此等ノモノト区別シ彼此混同 弊
ヲ防カンコトヲ望ム依テ勅令案ヲ兵シ郎議ヲ訪フ
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明治三十四年四月十
日
文部大医
校側正久闘
内閣総盟大ぽ侯爵
伊藤博文殿
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朕東京工業学校及大坂工業学校改称ノ件 裁可シ滋ニ之ヲ公布セシム
御
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鼠
明治一一一十冊年五月十日
内閣総政大尽
商閣寺公望
文部大限
松
凶
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勅令第九十九号
東京工薬学校ヲ東京高等工業学校ト改称シ大波工業学校ヲ大皮肉等工栄学校ト改称ス他ノ法令中東京工業学校トアルハ茨京高等 トシ大坂ヱ栄学校トアルハ大波高等工業学校トス
(可公文類楽』明治一一一十四年五月一一一目、
Ai
一一⑧九二一)
(鎌谷親族同)
